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↞ↇめに 

配慮した防護柵の整備ガイドライン景観ࠕ 㸦ࠖ以下ࠕ防護柵ガイドラインࠖ記述㸧ࡀ策定さ

た平成ࢀ 16 年㸦2004㸧ࠊࡣ景観法ࡀ施行さࢀた年でࡶあࠋࡿ 

防護柵ガイドラインࡀ策定さ࡚ࢀ以降ࠊ景観配慮した様々࡞標準製品の防護柵ࡀ開発さࠊࢀ

全国の道路設置さࡿࢀようࡗ࡞たࠋその色彩ࡶ従前の白色のࡳらࠊ景観３色注㸧いわࡿࢀ

色彩を標準色したこで日本の道路景観ࡣ従来比べ࡚格段良好ࡗ࡞たࠋそࢀまでࠊࡣ特

別࡞検討を行うべࡁ事業等おい࡚委員会等を設け࡚検討を行うこでࠊ良好࡞道路景観を創出

し࡚ࡁたࠊࡀ防護柵ガイドラインࠊ͆ࡣ ᬑ通の道路͇の景観向上大ࡁく寄与した言えࠋࡿ 

一方ࠊ道路空間ࠊࡣ防護柵ࡔけで࡞ࡣく照明や標識柱ࠊ占用物件࡞数多くの道路附属物等

 ࠋࡿあࡀ事例ࡿࢀらࡳࡀ課題の調和防護柵以外の道路附属物等ࠊࡀࡿい࡚ࢀ設置さࡀ

観光立国を推進し࡚いࡿ今日ࠊ訪日外国人旅行者ࠊࡣ平成 28 年㸦2016㸧ࡣ 2000 万人を突破

しࠊインバウンド観光の増加ࡶ踏まえた良好࡞道路の景観形成への要請ࡶますます高ま࡚ࡁ࡚ࡗ

いࠋࡿさらࠊ道路緑化等を通࡚ࡌ地域環境の向上を図ࠊࡾ豊࡞国土形成の一翼を道路空間ࡀ

担ういう観点ࡶ着目さࠊ࡞ࡿࢀ防護柵ガイドラインの策定以降の時代のニ࣮ࢬ合わせた見

直しࠊ内容の更新や充実ࡀ必要ࡁ࡚ࡗ࡞たこらࠊ防護柵以外の道路附属物等を含ࡵたガイ

ドラインへ全面改定すࡿこしたࠋ 

注㸧防護柵ガイドライン示さࢀたࠊ鋼製防護柵おい࡚基本す３ࡿ色㸦ダ࣮クブラウンࠊグレ࣮ベ࣮ジ

ュࠊダ࣮クグレ－㸧 



第≔章 ガイドライン↝概要 

≔-≔ ガイドライン↝目的と役割 

㸯-㸯-㸯 ガイドラインの目的 

道路ࠊࡣ様々࡞社会経済活動を支えࡿ最ࡶ基本的࡞社会資本であࡿ同時ࠊ国土や地域を

眺ࡿࡵ重要࡞舞台装置でࡶあࠋࡿ道路の環境・景観を美しく整えࡿこࠊࡣ美しい国土࡙くࠊࡾ

文化的で豊࡞国民生活の実現を図ࡿうえで極࡚ࡵ重要であࠋࡿ 

本ガイドラインࠊࡣ道路の質的向上を図࡚ࡗࡶࠊࡾ美しく風格のあࡿ国土の形成ࠊ潤いのあ

道路附属物等の設置・更新を検討すࠊし࡚を目的こࡿ寄与す生活環境の創造等࡞豊ࡿ

࡞こ࡞のようࡣࡿ配慮す本来の安全面での機能を確保したうえで景観ࠊ࡚ࡗあたࡿ

のࠊの様࡞道路空間を目指すべ࡞ࡁのࠊその考え方をまࡵたࡶのであࠋࡿ 

㸯-㸯-㸰 ガイドラインの役割 

・本ガイドラインࠊࡣ道路空間数多く設置さࡿࢀ道路附属物等ࡀ道路景観与えࡿ影響の

大ࡁさを鑑ࠊࡳ道路管理者ࡀ道路附属物等の設置や更新等の場面おい࡚留意すべࡁ事項

をࠊ現場での実践的࡞活用を考慮し࡚ࠓポイントࠓࠔ具体的࡞方法の例ࠔし࡚分ࡾ

やすくࡾまࡵたࠋ

・道路附属物等の色彩ࠊࡣ道路景観大࡞ࡁ影響を与えࡿ要素のࡦつであࠋࡿ本来ࠊ良好

ࡿ色彩を選定す࡞た適切ࡌ応地域の特性ࠊࡣ配慮した道路附属物等の色彩景観形成࡞

こࡀ基本であࠊࡀࡿ本ガイドラインでࡣ一般的࡞ᡃࡀ国の自然や風土ࠊ建築物等の融

和性の観点らࠊ景観配慮すࡿ際の道路附属物等の基本すࡿ色彩を提示すࡿこでࠊ

道路景観の向上の取組ࡳの底上ࡆを企図したࠋ

・道路附属物等の形状や色彩係ࡿ指針類を独自作成し࡚いࡿ地方整備局や国道事務所ࠊ

地方自治体等ࠊࡣ今までおࡾ当該指針類準拠すࡿこしࠊ独自の指針等を作成し࡚

い࡞い場合おい࡚ࠊࡣ本ガイドライン準拠し࡚道路附属物等を設置・更新すࡿこࡀ

望まࠋࡿࢀ

・場面や立場よࠊ࡚ࡗ留意すべࡁ内容ࡣ変わࡿたࠕࠊࡵ道路のデザイン-道路のデザイン指

針(案)その解説-ࠖ合わせࠕࠊ道路のデザイン-役割使い方- 㸦ࠖ仮称㸧ࡶ併せ࡚参照さ

ࠋたいࢀ

・具体的࡞整備の推進あたࠊࡣ࡚ࡗ本ガイドラインの趣旨沿ࡗた道路附属物等の製品等

ࠋࡿࢀ期待さࡀ対応࡞適切ࡿおけ関係業界団体ࠊࡾ前提であࡀこࡿࢀ製造さࡀ
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≔－≕ 適用ↈる道路と道路附属物等↝種類 

 

・道路附属物等ࡣ全国の様々࡞道路設置さࡿࢀ施設であࡿこらࠊ本ガイドラインࠊࡣ

全国全࡚の道路を対象すࠋࡿまたࠊ新設ࠊ改築の࡞ࡳらࠊࡎ維持修繕や災害復旧おい

 ࠋࡿ適用すࡶ࡚

 

・防護柵つい࡚ࠕࠊࡣ防護柵の設置基準／平成 16 年３月ࠊ国土交通省道路局ࠖ定ࡵらࢀ

た全࡚の防護柵を対象すࠋࡿ具体的ࠊࡣ車両を対象すࡿ車両用防護柵(たわࡳ性防護

柵ࠊ剛性防護柵)歩行者等を対象すࡿ歩行者自転車用柵㸦横断防止柵ࠊ歩行者自転車用

柵㸧を対象すࠋࡿ 

 

・歩道橋ࠊ照明ࠊ標識柱およびその他の道路附属物等(遮音壁ࠊ落下物防止柵ࠊ防雪柵ࠊベン

チࠊバス停上屋ࠊ視線誘導標ࠊ立入防止柵ࠊ道路反射鏡ࠊ舗装・路面への表示)ࡶ対象す

 ࠋࡿ

 

・占用者の協議等よࡾ調整を図ࡿこࡀ基本ࠊࡀࡿ࡞ベンチࠊバス停上屋ࠊ地下出入

口ࠊ変圧器等の道路占用物件ࡶ対象すࠋࡿ 

 

う道路附属物࡞ࡶ面的整備等ࠊ構造物や駅前整備࡞ࡁ橋梁等の比較的規模の大ࠊお࡞・

等の整備あたࠊࡣ࡚ࡗ本ガイドラインの趣旨を踏まえࡀ࡞らࠊ別途専門家よࡿ検討を

行うこࡀ望まࠋࡿࢀ 
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第≕章 道路附属物等の景観的配慮の考え方 

≕-１ 景観的配慮の基本理念 

㸰-㸯-㸯 道路附属物等ࡣ道路景観の脇役࡛ある 

道路景観の主役ࠊࡣ沿道展開すࡿ街並ࡳや自然風景等の景観であࠊࡾ歩道上で歩ࠊࡁ楽し

デࠊࡵそのたࠋࡿ脇役ࠖであࠕ景観のࡿ立࡚ࡁらを引ࢀそࠊࡣ道路附属物等ࠋࡿ人々の姿であࡴ

ザインの工夫を行う際ࠊࡣそࢀ自体ࡀ道路景観の࡞おい࡚目立たࠊࡎ周辺景観融和しࠊ

風景の一部し࡚違和感࡞く存在すࡿこࡀ基本であࠋࡿまたࠊ舞台や映画等おけࡿ脇役陣

ࠊ形状や色彩の面で協力し相互ࡶ各種の道路附属物等ࠊようࡿ立࡚ࡾ協力し࡚主役を盛ࡀ

沿道展開すࡿ景観や歩道上の人々の姿を引ࡁ立࡚ࡿ努力ࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 

㸰-㸯-㸰 景観と安全性を両立する 

道路附属物等ࠊࡣ別途定ࡵら࡚ࢀいࡿ各種設置基準基࡙ࡁ安全で円滑࡞交通を確保すࡿこ

重要ࡀいこ࡞混乱を与え地域の美しい景観利用者の快適性ࠊ一方でࠊࡀࡿ前提であࡀ

であࠋࡿ特ࠊ防護柵࡞の交通安全施設ࠊࡣ常景観安全性の両立を図ࡗた質の高いデザ

イン㸦周辺景観の融和ࠊ他の構造物の調和ࠊ構造的合理性基࡙いた形状ࠊ周辺への眺望

の確保ࠊ人の親和性等配慮さࢀたデザイン㸧すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

㸰-㸯-３ 代替策も含め道路附属物等の必要性を十分に検討する 

道路景観の主役ࠊࡣ沿道展開さࡿࢀ景観(街並ࠊࡳ自然風景等)や歩道上の人々であࠊࡾ必要

以上道路附属物等を設置すࡿこࡣ景観形成上好ましいこで࡞ࡣいࠋ例えࠊࡤこࢀまでの

設置事例のࠊࡣ࡞必ࡎしࡶ防護柵し࡚の機能ࡀ求ࡵら࡞ࢀい場所設置さ࡚ࢀいࡿ例やࠊ

防護柵以外の施設で代替可能࡞例ࡳࡶらࠋࡿࢀ 

道路交通の安全確保照らし࡚ࠊ必ࡎしࡶ道路附属物等し࡚の機能ࡀ求ࡵら࡞ࢀい場所

 ࠋࡿすを基本いこ࡞道路附属物等を設置しࠊࡣ

またࠊ道路附属物等の設置ࡀ求ࡵらࡿࢀ場所おい࡚ࠊࡶ景観優ࢀた他施設(防護柵の代わ

 ࠋࡿであࡁ代替の可能性を検討すべࡿよ(ࡵし࡚の縁石や駒止ࡾ

安全性や経済性の検討ࠊࡣ際ࡿおい࡚道路構造を検討す改築時ࠊ道路の新設時ࠊお࡞

加え࡚ࠊ景観的配慮を行うこࡀ基本であࠋࡿこの段階おけࡿ道路附属物等の景観的配慮の

方法し࡚ࠊࡣ多くの道路附属物等の設置を必要し࡞い道路構造を検討対象すࡿこであ

 3-5㸦1㸧等を参照㸧ࠊ㸦3-1-1㸦3㸧ࠋࡿ

㸰-㸯-㸲 道路附属物等の集約化・撤去を検討する 

道路空間設置さࡿࢀ道路附属物等ࠊࡣそࢀࡒࢀ求ࡵらࡿࢀ機能ࡀ異ࡿ࡞こらࠊ個別

ࠊࡾ࡞道路附属物等で窮屈ࠊࡣた道路空間ࢀ限らࡣでࢀこࠊししࠋࡿちであࡀࢀ設置さ

景観的ࡶ混乱をࡁたしやすいࠋ道路空間をすࡾࡁࡗさせࠊ景観的࡞向上を目指すたࠊࡣࡵ

道路照明歩道照明を一体化す࡞ࡿのࠊ施設の集約化を検討すࡿこࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 
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またࠊ既設置さࢀた道路附属物等つい࡚ࠊࡣ既存ストックを極力活しࡀ࡞らࠊ更新時

や通常の維持管理を通࡚ࡌ無駄࡞く質の高い道路景観を創出し࡚いくこを基本すࠋࡿこの

際ࠊ更新すࡿ予定の࡞い施設ࠊࡣ撤去すࡿこࡶあわせ࡚検討すࡿこࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 

 

㸰-㸯-㸳 人との親和性に配慮する 

人道路附属物等の関係性を考慮すࡿこࠊࡣオ࣮プンカフ࢙等代表さࡿࢀ道路空間利

活用ࡀ進ࡳつつあࡿ今日ࡁࠊわ࡚ࡵ重要࡞事項であࠋࡿ例えࠊࡤ歩車道境界設置さࡿࢀ車両

用防護柵や歩行者自転車用柵ࠊ歩道上設置さࡿࢀベンチ等ࠊࡣ歩行者ࡀ直接触ࡿࢀこを考

慮すࡿこࡀ必要であࠋࡿ歩行者の利用ࡀあࡿ場合ࠊࡣボルト等の突起物ࠊ部材の⥅ࡂ目等

危険や不また心理的ࠊࡾ基本であࡀこࡿすい形状࡞の危害を及ぼすこ歩行者ࡾよ

快࡞形状ࡶ避けࡿこࡀ望ましいࠋ 

さらࠊ特歩行者の利用ࡀ多い場所おい࡚ࠊࡣバࣜアフ࣮ࣜの観点らの防護柵への手

摺の設置ࡀ考えらࡿࢀほࠊ道路附属物等の手触ࡾ感の向上等ࠊ人ࡀ身体感覚的ཷけ入ࢀや

すいよう࡞配慮を行うこࡀ望ましいࠋ 

 

㸰-㸯-６ 機能性・経済性に配慮する 

道路附属物等ࠊࡣそࢀࡒࢀ目的ࡀあ࡚ࡗ設置さࡶࡿࢀのであࠊࡾ本来有すべࡁ機能ࡀ発揮

さࡿࢀこࡀ前提ࠋࡿ࡞そのうえでࠊ道路景観を構成すࡿ重要࡞一要素し࡚ࠊその姿・形

ࡵ求ࡀこࡿ配慮す経済性ࠊࡣ࡚ࡗあたその検討や設置ࠊࡀࡿのであࡶࡁべࡿࢀ洗練さࡀ

らࠋࡿࢀそのよう࡞意味で景観配慮した妥当࡞価格の標準製品のᬑ及ࡀ期待さࠋࡿࢀ 

またࠊ道路附属物等ࡣ経年的࡞劣化や事故等よࡿ変形またࡣ破損ࡀ想定さࡿࢀ施設であࡿ

たࠊࡵ点検や維持修繕の容易性を考慮した素材や形状を選定すࡀࡿこࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 

一方ࠊ景観的࡞配慮ࡀ特必要࡞地域・道路㸦2-3 参照㸧おい࡚ࠊࡣ地域の判断し࡚ࠊ特

注品よࡿ修景ࡀ効果的࡞場合ࡀあࠊࡾ個別の取組ࡳし࡚行わࡿࢀこを妨ࡶࡿࡆので࡞ࡣ

いࠋ 

 

㸰-㸯-７ 地域の景観特性に応ࡌた基本色を設定し、形状や色彩を検討する 

道路の沿道ࠊࡣ様々࡞様相の景観ࡀ広࡚ࡗࡀいࠋࡿ同ࡌ路線であࡶ࡚ࡗ地形や沿道の土地

利用状況ࠊ植生等よ࡚ࡗ道路の景観ࡣ大ࡁく異ࡶࡿ࡞のࠋࡿ࡞またࠊ同ࡌ都市部であ࡚ࡗ

くࡁ大ࡣ道路の景観ࡶ࡚ࡗよ道路や沿道のスケ࣮ル住宅地の生活道路のよう幹線道路ࡶ

異ࠋࡿ࡞ 

このよう࡞沿道の景観の違いよࠊ࡚ࡗ道路附属物等の形状や色彩等のあࡾ方ࡶ変わࡿこ

沿道の道路景観を幾つࠊつい࡚区間ࡿす道路附属物等の設置検討対象ࠊࡵそのたࠋࡿ࡞

各道路附属物ࠊ基調色を設定したうえでࡿ調和す沿道景観タイプ別ࠊ分類しのタイプ

等の適切࡞形状や色彩等を検討すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 
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㸰-㸯-８ 沿道の関係主体との連携による道路景観の連続性を確保する 

道路ࠊࡣ線的連ࡿ࡞構造物であࠊࡾその沿道で様々࡞営Ⅽ࡞ࡀさࠊ࡚ࢀ街並ࡳ等ࡀ形成さ

協連携࡞の密接関係機関等ࠊ沿道の地域住民や企業ࠊࡣ࡚ࡗあた道路景観の向上ࠋࡿࢀ

働努ࠊࡵ良質࡞道路景観の連続性を確保すࡿこを目指すࠋ 

特ࠊ景観法の施行をཷけࠊ地方自治体おい࡚景観計画の策定をࡵࡌࡣすࡿ景観配慮

したまち࡙くࡀࡾ進ࡵら࡚ࢀおࠊࡾ道路をࡵࡌࡣすࡿ公共施設ࡀ景観法基࡙く景観重要公

共施設指定さࡿࢀこࡶ考えらࠋࡿࢀ地域のこのよう࡞意向を尊重しつつࠊ道路附属物等の

形状や色彩つい࡚地域景観の不調和ࡀ起こら࡞いようࠊ道路全体し࡚留意すࡿこを

基本すࠋࡿ 
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≕-≕ 沿道の特性と道路の景観 

 

道路の景観ࠊࡣ沿道の特性よ࡚ࡗ大ࡁく異ࠋࡿ࡞ここでࡣ建築物ࡀ連担すࡿ市街地や建築

物ࡀ点在すࡿ郊外部㸦以下ࠕ市街地・郊外部ࠖいう㸧の道路景観ࠊ樹林地や田園等ࠊ自然的

環境ࡀ卓越すࡿ地域㸦以下ࠕ自然・田園地域ࠖいう㸧の道路景観大別し࡚ࠊその特徴を示

すࠋ自然・田園地域の検討際し࡚ࠊ対象路線の地形や沿道の特性らࠕ樹林地 田園ࠕࠖ 海岸ࠕࠖ

部ࠖの３地域さら細区分すࡿこࡀ望ましい場合ࡶあࠋࡿまたࠊ市街地・郊外部の検討

際し࡚ࠊࡶ対象路線の立地や沿道の特性らࠕ市街地ࠖࠕ郊外部ࠖの２地域細区分すࡿこ

 ࠋࡿあࡀ望ましい場合ࡀ

ࡾお示す下表ࠊࡣの対応関係地域区分ࡿい࡚ࢀ示さࠖ道路デザイン指針(案)ࠕࠊお࡞

であࠋࡿ 

 

表 本ガイドラインの地域区分とࠕ道路デザイン指針(案)ࠖの地域区分との対応関係 

本ガイドラインの地域区分 ࠕ道路デザイン指針(案)ࠖの地域区分 

 都市近郊地域ࠊ市街地・郊外部ࠖ 市街地ࠕ

 自然・田園地域ࠖࠕ

㸦樹林地・田園・海岸部㸧 
山間地域ࠊ丘陵・高原地域ࠊ水辺ࠊ田園地域 

 

㸰-㸰-㸯市街地・郊外部の道路景観 

・市街地・郊外部の景観ࠊࡣそのほࡀࢇ道路上らの眺ࡵよ࡚ࡗおࠊࡾ建築物や工作

物等の沿道の人工的要素ࠊࡀ道路景観を大ࡁく規定し࡚いࠋࡿ 

・市街地ࠊࡣ比較的幅員の広い目抜ࡁ通ࠊࡾ表通ࡾ等らࠊ比較的幅員の狭い裏通ࠊࡾ横

ࠊ路地等までࠊ様々࡞性格の道路ࡀ存在し࡚おࠊࡾそࡀࢀࡒࢀ性格応ࡌた景観を呈し

࡚いࡿこࠊࡀ街多様性や奥行ࡁを与えࠊその街らしい顔・表情をつく࡚ࡗい࡞ࠋࡿ

でࠊࡶ地域の中心地区や駅前広場ࠊ大通ࠊࡾ繁華街等の地域のシンボルࡿ࡞よう࡞場所

の道路空間ࠊࡣ特多くの人ࡀ集まࠊࡾ活動を楽しࡴ場でࡶあࡿたࠊࡵこのよう࡞人の活

動の姿自体ࡀ道路景観の主役ࡿ࡞場合ࡶあࠋࡿ 

・一方ࠊ郊外部ࠊࡣ幅員ࡀ広く大規模店舗等ࡀ立地すࡿ幹線道路やࠊ落ち着いた住宅街の

生活道路ࡀ࡞存在し࡚おࠊࡾ市街地同様沿道の土地利用ࡀ道路景観を規定し࡚いࠋࡿ 

・市街地・郊外部の道路空間ࠊࡣ防護柵をࡵࡌࡣすࡿ多様࡞道路附属物等㸦標識ࠊ照明

等㸧ࡀ存在すࠋࡿこࢀらの施設ࠊࡣそࢀࡒࢀ目的ࡀ異ࡿ࡞施設であࡶࡿののࠊ道路景観を

構成すࡿ要素し࡚同時眺ࡵらࡿࢀこࡿ࡞こらࠊ市街地・郊外部の道路景観の

形成おい࡚ࠊࡣ防護柵を含ࡴ道路附属物等の相互のデザイン㸦形状ࠊ色彩㸧の関連性ࠊ

統一性ࡀ重要࡞観点ࠋࡿ࡞ 

 

上記示した市街地・郊外部の道路おけࡿ道路附属物等の景観的特徴ࠊࡣ沿道の街並ࡳ等

のࡁわ࡚ࡵ多様࡞人工的要素ࡶ眺ࡵらࠊࢀつࠊ歩行者ࡀ直接触ࡿࢀ機会ࡀ多いこ

であࠋࡿ  
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■市街地の大通りや繁華街࡛ࡣ、歩行者が防

護柵に直接に触れる機会も多い 

 

■郊外部の道路࡛ࡣ、沿道への出入りによっ

て断続的となる防護柵等や、様々な素材・

色彩の道路附属物等が出現し、道路景観が

煩雑になりやすい 

  

  

■市街地࡛ࡣ、沿道の建築物や広告、標識、照明等、多様な沿道の人工的要素が、 

道路空間とその道路景観を大ࡁく規定する 
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㸰-㸰-㸰 自然・田園地域の道路景観 

・樹林地や田園ࠊ海岸等の自然的環境ࡀ卓越すࡿ地域でࠊࡣ沿道の人工的要素㸦建物等㸧の

影響ࡣ比較的小さくࠊ道路景観ࡣ道路自体のデザインや沿道の立地特性大ࡁく規定さࢀ

土地利࡞農業的ࡿࡀ広沿道ࠊ地形・植生等の要素ࠊ道路の線形や構造ࠊࡣ具体的ࠋࡿ

用等ら生まࡿࢀ景観ࡀ主体ࠋࡿ࡞またࠊ道路ࡀ同一の景観的基調を有すࡿ地域を一定

の延長以上連続し࡚貫ࠊࡁこのよう࡞地域景観を眺ࡵらࡿࢀ場所ࡿ࡞こࡶࢁ特徴ࡀ

あࠋࡿ

上記示した自然・田園地域おけࡿ道路附属物等の景観的特徴ࠊࡣ遠景や中景ࡿ࡞地形ࠊ

自然植生ࠊ田園ࠊ海岸等の手前眺ࡵらࡿࢀこであࠋࡿ 

■自然・田園地域࡛ࡣ、道路の線形や構造、地形・植生等の要素等ら生まれる

景観が主体࡛ある
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≕-３ 景観的↙配慮が特に必要↙地域・道路 

 

沿道の特性ࡣ 2-2 のおࠊࡾ市街地・郊外部自然・田園地域大別さࠊࡀࡿࢀ特別࡞景観検

討ࡀ求ࡵらࡿࢀ地域や道路ࡀ存在すࠋࡿこࢀらの道路ࠊࡣ景観法基࡙い࡚指定さࢀた景観地

区ࠊ準景観地区およびࠊ景観行政団体ࡀ定ࡿࡵ景観計画おい࡚景観形成重点地区等指定さࢀ

た地区ࠊ都市計画法基࡙く風致地区等の景観上重要࡞地区内の道路ࡀあࠋࡿ 

ここでࠊࡣこࢀら加え࡚ࠊ地域おけࡿ景観的࡞配慮を考えࡿ際の参考すࡿたࠊࡵ道路

景観の形成上ࠊ特配慮ࡀ必要࡞地域や道路を例示的示したࠋ 

 

■景観的な配慮が特に必要な地域・道路 

ձ地域の中心地区等おい࡚街の骨格を形成すࡿ道路ࠊ地域࡚ࡗシンボルࡿ࡞道

路ࠊ多くの人ࡀ集まࡿ地域 

ղ歴史的価値の高い施設周辺ࡶしくࡣ歴史的街並ࡀࡳ形成さ࡚ࢀいࡿ地域やྂࠊくら

の街道や参道࡞歴史的価値の高い道路 

ճ遠景ࠊ中景ࠊ近景を問わࠊࡎ山岳や景勝地ࠊ田園ࠊ海ࡀ࡞望ࠊࡵ眺望優ࢀた道路 

մその他ࠊ地域の人࡚ࡗ特別࡞意味のあࡿ地域・道路 

 

 

㸦㸯㸧地域の中心地区等において街の骨格を形成する道路、地域にとってࢩンボルとなる道路、

多くの人が集まる地域 

地域の中心地区等おい࡚街の骨格を形成すࡿ道路ࠊ地域࡚ࡗシンボルࡿ࡞道路ࠊ多

くの人ࡀ集まࡿ地域等ࠊࡣまちの顔ࡿ࡞ࡶ場所いえࠋࡿこࢀらの場所の道路でࠊࡣ道路空

間の再構築ࡀ࡞行わ࡚ࢀいࡿ例ࡳࡀらࡿࢀこ࡞らࠊ特段の景観的配慮ࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 

 

［地域・道路の例］ 

・景観法基࡙く景観重要公共施設位置付けら࡚ࢀいࡿ道路 

・街の骨格を形成すࡿ道路ࠋ 

・地域のシンボルࡿ࡞道路ࠋ 

・歴史的経緯ら地域࡚ࡗ重要࡞道路(ྂくらの街道ࠊつ࡚の大手筋等)ࠋ 

・多くの人ࡀ集まࡿ繁華街やࠊ地域の玄関口ࡿ࡞駅前ࠋ 

・地域の憩いの場࡚ࡗ࡞いࡿ公園の周辺やࠊ学校の周辺ࠋ  等 

 

 

 

 

 

 

   

■地域の玄関口となる駅前 

 

■街の骨格を形成する道路 
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㸦㸰㸧歴史的価値の高い施設周辺、もしくࡣ歴史的街並みが形成されている地域や、ྂくらの

街道や参道な歴史的価値の高い道路 

近年ࠊ歴史まち࡙くࡾ法よࠕࡿ歴史的風致維持向上計画ࠖの認定都市や日本遺産の認定都市

ࢀそࠊを見直しテ自分たちのまちのアイデンテࠊࡣ全国的動向࡞このようࠋࡿ増加し࡚いࡀ

を地域࡙くࡾの柱のࡦつし࡚据えࡿいうこであࠊࡾ一方でࡣインバウンド等の観光客誘

致つࡆ࡞たいいう地域の思いの表ࢀであࠋࡿ 

このよう࡞地域の道路おけࡿ道路附属物等ࠊࡣ必要最小限の設置留ࠊࡶࡿࡵ設置す

規模や形いよう࡞け目立たࡔࡿࡁで࡞いよう࡞わ࡞地域の歴史的価値を損ࡶおい࡚場合ࡿ

状ࠊ色彩の工夫を行うこを基本すࠋࡿ 

［地域・道路の例］ 

・歴史的価値の高い施設周辺の道路

・重要伝統的建造物群保存地区等ࠊつ࡚の宿場⏫や門前⏫等歴史的価値ࡀ高い街並ࡀࡳ形成

さ࡚ࢀいࡿ地域

・ྂくらの街道や参道ࠊ࡞歴史的࡞価値の高い道路

 歴史的風致維持向上計画ࠖの重点区域内の道路ࠕ・

 道路  等ࡿあ日本遺産ࠖのル࣮ト上ࠕ・

■歴史的街並みが形成されている地域■歴史的価値の高い施設周辺の道路

■歴史的な街並みࡣ、街並みとしての統一

性に優れ、落ち着いた色調を有している

ことが多い

■歴史的な街並みを阻害しないࢩンプルな

道路空間が形成されている
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㸦３㸧遠景、中景、近景を問わࡎ、山岳や景勝地、田園、海なが望め、眺望に優れた道路 

山岳や景勝地ࠊ田園ࠊ海ࡀ࡞望ࠊࡵ眺望優ࢀた道路でࠊࡣそࢀらの眺ࡵを阻害し࡞いこ

 ࠋࡿ道路附属物等の基本であࡀ

 

［地域・道路の例］ 

・自然公園(国立公園ࠊ国定公園ࠊ県立公園等)内の道路ࠋ 

・地域を代表すࡿ山岳への眺望ࡀ得らࡿࢀ道路ࠋ 

 ࠋル࣮ト࡞日本風景街道ࠖ内の主ࠕ・

・その他ࠊ地域の景勝地や田園や海࡞への眺望ࡀ得らࠊࢀ眺望優ࢀた道路ࠋ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

㸦㸲㸧その他、地域の人にとって特別な意味のある地域・道路 

外部の人ࡣ࡚ࡗわࡾくいࠊࡀ地域の人々ࡣ࡚ࡗ大切࡞地域や道路いうࡶのࡀ

存在すࠋࡿ例えࠊࡤ優ࢀた形姿を有し࡚いࡿわけで࡞ࡣいࠊࡀ地域の人々ࡀ長年大切し࡚ࡁ

た集落近く広ࡿࡀ㔛山の風景を有すࡿ地域ࠊあࡿいࡣ現在ࡣ一般の住宅等ࡀ立ち並ࢇでいࡿ

ࡗ意味を持࡞特別࡚ࡗその地域の人々ࠊた道路等ࢀし࡚利用さ街道や参道ࡣつ࡚ࠊࡀ

࡚いࡿ地域・道路等ࡀ挙ࡆらࠋࡿࢀ 

こࢀらの地域･道路ࠊࡣ外部の人でࡣ気付ࡁくいたࠊࡵあらࡵࡌ地域意見の聴取等を行ࡗ

たうえでࠊ道路整備し࡚の今後の対応を検討すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■地域を代表する山岳への眺望が得られる道路 

 

■自然公園内の道路 

  

■地域の意見ら追分が復元された例 

地域の有志がつての追分の様子を文献ら

再現、それを行政が支援して追分が復元された 
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第３章 道路附属物等のデザイン 

道路空間ࠊࡣ道路本体加え࡚防護柵࡞の道路附属物等やࠊ電気設備の地上機器࡞の

道路占用物件ࠊ࡞様々࡞施設ࡀ設置さ࡚ࢀいࠋࡿ道路の景観ࠊࡣ沿道の街並ࡳ等の景観こ

道路のࡀ道路附属物等ࡿࢀ多数設置さࠊࡀࡿࢀら構成さす景観の両者ࡔࡾつくࡀらの施設ࢀ

景観与えࡿ影響ࡁࡣわ࡚ࡵ大ࡁいࠋそのたࠊࡵ景観計画等の上位計画配慮しࡀ࡞らࠊ周辺

の景観融和すࡿこࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 

道路附属物等ࠊࡣそࢀࡒࢀ果たすべࡁ機能ࡀ異ࠊࡾ࡞形状や設置場所ࡶ異ࠋࡿ࡞そࢀࡒࢀ

の道路附属物等ࠊࡣ求ࡵらࡿࢀ機能を満足させࡿ合理的で洗練さࢀた形状周辺景観を引ࡁ立

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿ色彩を具備すࡿ࡚

同一種類の道路附属物等おい࡚ࠊࡶ形式や形状ࡀ異ࡶࡿ࡞のࡀ多数あࠊࡾ設置際し࡚ࡣ

そࢀらら選択し࡚設置すࡿこࠋࡿ࡞ししࠊ景観的࡞基調を同ࡌくすࡿ一定の道路区間

白色ガ࣮ドࠊࡤ同一種類の道路附属物等㸦防護柵でいえࡿ࡞異ࡀ形式や形状・色彩ࠊおい࡚

レ࣮ルグレ࣮ベ࣮ジュガ࣮ドハイプ࡞㸧を漫然設置すࠊࡿ道路景観の連続性ࡀ損࡞わ

見らࠊ࡞場合ࡿ࡞異ࡀ整備時期ࡶ࡚ࡗ同一の路線であࠊࡣ例࡞このようࠋࡿ࡞こࡿࢀ

ࢀらࡵ求ࡀ空間や場所をよく考えた対応ࠊࡣ࡚ࡗあた道路附属物等の設置ࠋ多いࡀこࡿࢀ

 ࠋࡿ

またࠊ国道や県道࡞の道路管理者の違いよࠊ࡚ࡗ形式や形状・色彩ࡀ異ࡿ࡞同一種類の

道路附属物等ࡀ使わࡿࢀこࡀ多いࠋししࠊ道路利用者ࠊ࡚ࡗ管理者ࡀ異ࡣࡿ࡞認識

さ࡞ࢀい路線や交差点部おい࡚このよう࡞こࡀ生ࠊࡿࡌ道路景観の連続性ࡀ損࡞わࡿࢀ

ほࠊ交差点の景観混乱をࡁたすこࠋࡿ࡞良好࡞道路景観創出のたࠊࡣࡵ道路管理者

間の調整ࡶ必要であࠋࡿ 

道路空間おい࡚ࠊࡣ防護柵や照明ࠊ標識࡞の複数の道路附属物等ࡀ設置さࠋࡿࢀたえ

道࡞良好ࠊࡣい࡚࡚ࡗ劣ࡀその他の施設のデザインࡶい࡚࡚ࢀ優ࡀけࡔ照明施設のデザインࡤ

路景観の創出ࡣ望࡞ࡵいࠋ良好࡞道路景観創出のたࠊࡣࡵこࢀらの施設間でのデザイン脈

絡を持たせࡿ努力ࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 

 第３章でࠊࡣ各道路附属物等のデザイン施設間のデザイン調整関すࡿ方法をࡾまࡵ

たࠋ 
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３-１ 防護柵 

連続的設置さࡿࢀこで効果を発揮すࡿ防護柵ࠊࡣ道路附属物等の࡞で最ࡶ設置さࡿࢀ延

長ࡀ長いたࠊࡵ防護柵ࡀつくࡾ出す表情ࡣ道路景観上ࡁわ࡚ࡵ重要であࠋࡿまた車両用防護柵ࠊࡣ

車両の路外逸脱等を防止すࡿ施設であࡿたࠊࡵ転落等よࡾ大࡞ࡁ被害ࡀ想定さࡿࢀ海岸や山岳ࠊ

河川沿い等の景観ࡀ良好࡞区間設置さࡿࢀ場合ࡀ多いこらࠊ安全性を担保しつつ道路ら

周辺への眺望を確保すࡿこࡶ求ࡵらࠋࡿࢀ 

 

３-㸯-㸯 防護柵設置のุ断と対応 

防護柵の設置あたࠊࡣ࡚ࡗ別途定ࡵら࡚ࢀいࠕࡿ防護柵の設置基準／平成 16 年３月 国土

交通省道路局ࠖ基࡙くこࡀ前提ࠊࡀࡿ࡞実際ࠊࡣ必ࡎしࡶ必要性の高く࡞い場所防

護柵ࡀ設置さࠊࢀその存在よ࡚ࡗ道路景観を煩雑し࡚いࡿ例ࡀ少࡞く࡞いࠋ 

ここでࠊࡣ㸦１㸧防護柵設置の必要性の判断のポイントを整理すࠋࡿさらࠊ防護柵よら࡞

い対応し࡚ࠊ㸦２㸧他施設よࡿ代替の方法ࠊ㸦３㸧防護柵を必要し࡞い道路構造の検討

つい࡚示すࠋ 

 

㸦㸯㸧防護柵設置の必要性のุ断 

 ࠔࢺポインࠓ

・防護柵ࡀ必ࡎしࡶ必要で࡞ࡣい場所設置さࠊࢀその存在ࡀ道路景観を煩雑し࡚いࡿ例

防護柵を設ࠊࡣい場所࡞ࢀさ必要ࡀ役割࡞防護柵の本来的このようࠋい࡞く࡞少ࡀ

置し࡞いこࡀ基本であࠋࡿ 

車両用防護柵つい࡚ࠕࠊࡣ防護柵の設置基準・同解説／平成 28 年 12 月ࠊ日本道路協会ࠖ

乗員の人的被害や第୕者への人的被害(次被害)のࡿよし࡚車両の路外への逸脱主

防止を目的し࡚設置すべࡁ区間ࡀ定ࡵら࡚ࢀいࡿたࠊࡵ参考すࡿこࡀ基本であࠋࡿ

例えࠊࡤ盛土ࠊ崖ࠊ擁壁ࠊ橋梁ࠊ高架࡞の区間つい࡚ࠊࡣ路外危険度ࡀ高い区間ࡀ示さ

 ࠋ㸦下図参照㸧ࠋࡿ࡞参考際ࡿ設置の必要性を判断すࠊࡾお࡚ࢀ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■路外༴険度の高い区間㸦出典：防護柵の設置基準・同解説／平成 28 年 12 月ࠊ日本道路協会㸧 

 

・既設防護柵の必要性の判断ࠊࡣᬑ段の道路管理の࡞でのよう࡞区間のよう࡞防護

柵ࡀ設置さ࡚ࢀいࡿを確認したうえで行うこࡀ基本であࠋࡿ 

注㸧法勾配ｉ：自然のままの地山の法面の勾配ࠊ盛土部おけࡿ法面の勾配および構造物の関連よ࡚ࡗ想定した

法面の勾配を含ࠊࡳ垂直高さ１対すࡿ水平長さＬの割合をいう㸦ｉ＝Ｌ／Ｈ㸧ࠋ 

路側高さＨ：在来地盤ら路面までの垂直高さをいうࠋ 
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・必要性࡞ࡀい判断さࡿࢀ区間既設置さ࡚ࢀいࡿ場合ࠊࡣ次回の更新時撤去ࡶ含

 ࠋࡿすを基本こࡿ検討す࡚ࡵ

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○沿道特性応ࡌた判断 

・市街地・郊外部や自然・田園地域での一般道路でࠊࡣ単車道歩道の分離を目的し࡚

歩車道境界設置さࢀた車両用防護柵ࠊࡣ縁石ࠊボラ࣮ド等で代替可能であࠊࡾ車両用防

護柵の設置の必要性ࡣ低いࠋ㸦3-1-1㸦2㸧参照㸧 

・一般道路の市街地区間でࠊࡣ中央帯や歩車道境界植樹帯横断防止柵を併用し࡚いࡿ例

場合ࡿࡁ防止で歩行者の横断を物理的ࡀ幅等ࠊ密度ࠊ植樹帯の高さࠊࡀࡿࢀらࡳ多くࡀ

 㸦3-1-1㸦2㸧参照㸧ࠋい࡞ࡣ横断防止柵設置の必要性ࠊࡣ

・自然・田園地域の盛土や崖等の道路区間でࠊ法勾配ࡀ緩いࡶࠊしくࡣ路側高さࡀ低い(路側

の地盤の高低差ࡀ小さい)場合ࠊࡣ車両の路外への逸脱よࡿ乗員の人的被害の防止を

目的すࡿ車両用防護柵の設置の必要性ࡣ低いࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■車道と歩道の分離を目的とする場合ࡣ、必

無く、縁石やボࡣしも防護柵࡛ある必要ࡎ

ラード࡛その機能を担保࡛ࡁる 

 

■植樹帯と横断防止柵とが併用されている例 

 この場合、横断防止柵設置の必要性ࡣない 

 

■路側高さ(在来地盤ら路面ま࡛の高さ)

が低い場合にࡣ、車両の路外への逸脱によ

る乗員の人的被害の防止を目的に設置さ

れる車両用防護柵を設置する必要ࡣ低い 

 

■地被類࡛修景した歩車道分離の例 
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㸦㸰㸧景観に優れた他施設による代替 

 ࠔࢺポインࠓ

・防護柵の設置目的ࡀ必ࡎしࡶ防護柵本来の機能を求ࡶࡿࡵので࡞ࡣい例ࠊあࡿいࡣ防護柵本

来の機能ࡀ求ࡵらࡿࢀ場所であࠊࡶ࡚ࡗ景観優ࢀた他の施設で安全性を確保可能であࡿ例

そࠊࡣ場合࡞適切ࡀこࡿた他の施設で代替すࢀ優防護柵を景観ࠋࡿࢀ多く見ཷけらࡶ

 ࠋࡿ基本であࡀこࡿらを用いࢀ

・またࠊ既存の防護柵つい࡚ࠊࡣ他施設で安全性を確保すࡿこࡀ可能࡞場合ࠊࡣ更新時

等併せ࡚ࠊ景観優ࢀた他の施設へ替えࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・主市街地・郊外部おい࡚ࠊࡣ植栽やボラ࣮ド等よࡾ安全性を確保でࡿࡁ場合ࡀあࠋࡿ 

・歩車道境界や中央帯設置さࡿࢀ横断防止柵ࠊࡣ歩行者の横断を物理的防止でࡿࡁこࡀ

可能࡞既存の植樹帯㸦低木ส込ࡳ等㸧ࡀあࠊࡤࢀ植樹帯で代替可能であ࡞ࠋࡿおࠊ場所よ

ࡀ維持管理࡞適切ࠊࡵを含こࡿ補植す࡚ࡌ応必要ࠊのでࡿあࡀ場合ࡿࡌ生ࡀ差育成ࡾ

必要であࠋࡿ 

・中低木を植栽した植樹帯を新設すࡿ場合ࠊࡣ樹木ࡀ生育途中であࡿたࡵ横断防止機能を

担保で࡞ࡁい場合ࡀあࠋࡿその際ࠊࡣ樹木ࡀ育成すࡿまでの数年間ࡣ間伐材࡞を利用し

た木製防護柵等を設置すࡿこࡶ考えらࠋࡿࢀ 

 たࡔしࠊ横断防止機能を発揮でࡿࡁ大ࡁさや密度遉した段階でࠊ既存の横断防止柵ࡣ撤去

を行うこࡀ必要ࠋࡿ࡞ 

・沿道出入口ࡀ多くࠊ防護柵ࡀ細切ࢀ設置さࡿࢀ場合ࠊࡣボラ࣮ドの設置ࡀ有効であࠋࡿ 

・歩行者の巻ࡁ込ࡳ防止を目的し࡚交差点等設置さࡿࢀ防護柵ࠊࡣ縁石やボラ࣮ド等よ

 ࠋࡿあࡶ場合࡞代替可能ࡾ

 

 

 

■沿道出入りを確保するため細切れに設置さ

れている車両用防護柵の例 

 必ࡎしも車両用防護柵࡛ある必要ࡣなく、

ボラード等による代替が可能࡛ある 

 

ンプルな形状のボラードを歩車道ࢩ■

境界に設置している例 

 沿道出入口により防護柵が断続的に

なる場合ࡣボラードも有効な選択肢

の一つ࡛ある 
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㸦３㸧道路の新設時、改築時における景観的配慮 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・道路の新設時ࠊ改築時おい࡚道路構造を検討すࡿ際ࠊࡣ安全性や経済性の検討加え࡚ࠊ

景観的配慮を行うこࡀ基本であࠋࡿこの段階おけࡿ防護柵の景観的配慮ࠊࡣ防護柵の

設置を必要し࡞い道路構造を検討対象すࡿこࡀ含まࠋࡿࢀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○法面の緩傾斜化を図ࠊࡿ路側高さを低くすࠋࡿ 

・道路の新設時ࠊ改築時おけࡿ景観的配慮の例し࡚ࠊࡣ道路の盛土区間おけࡿ法面の緩

傾斜化やࠊ路側の地盤の高低差を小さくすࡿこ(道路の縦断線形の変更ࡀ可能࡞場合)等

車両用防護柵を必要ࡿす乗員の人的被害の防止を目的ࡿよ車両の路外への逸脱ࠊࡾよ

 ࠋࡿࢀらࡆ挙ࡀ等こࡿすい道路構造࡞し

・たࡔしࠊ検討あたࠊࡣ࡚ࡗ経済性やࠊ車両ࡀ路外逸脱した場合当事者および法面下の

第୕者人的被害を及ぼさ࡞い等の安全性つい࡚ࠊ留意すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
■防護柵がない方がすっࡁりとした印象となる 

 

 

 

 

 

 

 

■道路の盛土区間等࡛ࡣ、路側高さ(在来地盤ら路面ま࡛の高さ)を極力抑え、法

面の緩傾斜化を図ることにより、車両用防護柵を必要としない道路構造とするこ

とが可能 
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３-㸯-㸰 防護柵のデザイン方針

ここでࠊࡣ設置すࡿ防護柵のデザイン方針し࡚㸦１㸧シンプル࡞形状㸦付加的࡞装飾の抑

制㸧ࠊ㸦２㸧透過性への配慮ࠊ㸦３㸧存在感の低減ࠊ㸦４㸧人の親和性配慮したデザインࠊ材質

 ࠋつい࡚示す

㸦㸯㸧ࢩンプルな形状(付加的な装飾の抑制) 

 ࠔࢺポインࠓ

・防護柵ࠊࡣ構造的・機能的必要最低限の部材で構成さࢀたシンプル࡞形状であࡿこࡀ基

本であࠋࡿ

・地域イメ࣮ジの直接的࡞表現(地域の特産物を表現したレ࣮ࣜフの設置や絵を描くこ)をࡣ

本ࡀ防護柵ࠊࡶい࡞言えࡣ景観的配慮ࡿおけ防護柵ࠊࡣ装飾࡞付加的ࡿすࡵࡌ

来有すࡿ機能を損࡞うおそࡀࢀあࡿたࠊࡵ避けࡿこࡀ基本であࠋࡿ

以下ࠊ防護柵おけࡿ具体的࡞方法を示すࠋ車両用防護柵つい࡚ࠊࡣ下記の全࡚配慮

すࡿこࡀ必要であࠊࡾ歩行者自転車用柵つい࡚ࠊࡣ下記のࠕ支柱間隔を等間隔すࡿ 絵ࠕࠖ

を描࡞いࠊレ࣮ࣜフ等を付け࡞いࠖ特配慮すࡿこࡀ必要であࠋࡿ 

たシンࡗ࡞一体道路構造ࠊࡣつい࡚剛性防護柵㸦コンク࣮ࣜト製壁型防護柵㸧ࠊお࡞

プル࡞形状であࡿたࠕࠊࡵ㸦３㸧存在感の低減ࠖおけࡿ形状面の工夫の項目で記述したࠋ 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○道路方向伸びࡿビ࣮ム等を滑ら連続させࠋࡿ

・防護柵ࡣ連続的設置さࡿࢀ施設であࠊࡾ車両の円滑࡞誘導いう機能的࡞観点らࠊまたࠊ

走行車両らの眺ࡵいう景観的࡞観点らࠊࡶ道路縦断方向伸びࡿビ࣮ム等ࡀ滑ら

連続し࡚いࡿこࡀ望ましいࠋ 

■ビー࣒の連続性が軽快な印象を与え

ている

■ビー࣒上面が連続して、すっࡁりと

している
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○支柱間隔を等間隔すࠋࡿ

・防護柵の支柱間隔ࡾࡔࡳࡀ変わࠊࡿ煩雑࡞印象ࡿ࡞たࠊࡵ構造的࡞要請ら必要࡞場

合を除い࡚ࠊࡣ支柱間隔を等間隔すࡿこࡀ基本であࠋࡿ

○絵を描࡞いࠊレ࣮ࣜフ等を付け࡞いࠋ

・地域の特産物等を表現したレ࣮ࣜフの設置やࠊ地域の行事の絵を描くこࠊࡣ防護柵自体ࡀ

周辺景観の࡞で主張し過ࠊࡂ景観的ࡣ決し࡚好ましいこで࡞ࡣいࠋまたࠊ設置あた

絵を描ࠊら㞴しいこࡶおい࡚修繕防護柵の破損時ࠊうえࡿ࡞割高ࡀのコスト࡚ࡗ

ࠋࡿ基本であࡀいこ࡞レ࣮ࣜフ等を付けࠊいこ࡞

・地域らの要請よࠊࡾ市⏫村のマ࣮クやࠊ地域のシンボル等を表現すࡿ必要ࡀあࡿ場合

際ࡀで防護柵の存在࡞周辺景観のࠊ加えいこ࡞機能を阻害しࡿ本来有すࡀ防護柵ࠊࡣ

立つよう࡞過度࡞装飾や色彩ࡣ控えࡿこࡀ基本であࠋࡿ特ࠊ連続的設置さࡿࢀいう

防護柵の特性上ࠊ長い区間わたࡾこࢀらのマ࣮クࡀ景観構成要素し࡚繰ࡾ返し出現しࠊ

眺ࡵらࡿࢀこࡿ࡞こらࠊ設置あたࡣ࡚ࡗ特段の注意ࡀ必要であࠋࡿ

■地域イメージを直接的に表現することࡣ、景観に配慮するということとࡣ別次元

のこと࡛あり、景観的にࡣ決して好ましいこと࡛ࡣない

■防護柵の支柱間隔がみࡔりに変わると、煩雑な印象となる
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㸦㸰㸧透過性への配慮 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・主自然景観や田園景観ࡀ広࡚ࡗࡀいࡿ地域おい࡚ࠊ周辺への眺望を確保すࡿ必要ࡀあࡿ

場合ࠊࡣ透過性の高い形式すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○透過性の高い防護柵の形式すࠋࡿ 

・ガ࣮ドパイプࠊガ࣮ドケ࣮ブル等の透過性の高い形式すࡿこでࠊ外部への眺望を確保す

 ࠋࡿ可能であࡀこࡿ

・特ࠊ沿道景観の重要࡞要素対しࠊ車両の運転手や同乗者の視線を遮ら࡞い高さ(位置)防

護柵のビ࣮ムࡀ位置すࡿよう工夫すࡿこࡀ望ましいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■透過性が高いガードࢣーブル      ■透過性が高いガードパイプ 

    

■防護柵更新前の状況           ■防護柵更新後の状況 

                      防護柵の透過性が高く、眺望に優れ 

 ※更新前の状況ࡣＣＧによる再現      ている 

19



 

 

㸦３㸧存在感の低減 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・主橋梁部や中央分離帯設置さࡿࢀコンク࣮ࣜト製壁型防護柵ࠊࡣ表面ࡀ平滑࡞コンクࣜ

࣮ト壁面ࡀ連続すࡿたࠊࡵ面し࡚の存在感ࡀ強いࠋまたコンク࣮ࣜトࡣ輝度ࡀ高いたࠊࡵ

道路外部らの眺ࡵおい࡚目立ࡗた存在ࡾ࡞やすいࠋこのたࠊࡵ必要応ࠊ࡚ࡌコンク

࣮ࣜト壁面の存在感を低減させࡿ工夫を行うこࡀ望ましいࠋ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○コンク࣮ࣜト壁の高さを抑えࠋࡿ 

・橋梁・高架の高欄し࡚設置さࡿࢀコンク࣮ࣜト製壁型防護柵つい࡚ࠊࡣ上部金属製の

トップレ࣮ルを付加した車両用防護柵を用いࡿこよࠊࡾコンク࣮ࣜト壁の高さを抑えࠊ

防護柵し࡚の存在感を低減すࡿこࡀ可能であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コンク࣮ࣜト壁面の輝度を低減させࠋࡿ 

・橋梁・高架部おい࡚ࠊその外部景観ࡀ重要࡞場合ࠊࡣコンク࣮ࣜト壁面の輝度を下ࡿࡆ

こ等の工夫㸦表面の洗い出し加工等㸧ࡀ可能であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■コンクࣜーࢺ製壁型防護柵の

上部に、金属製のࢺップレール

を付加した複合型の形式の例 
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㸦㸲㸧人との親和性等に配慮したデザイン、材質 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・歩道ࡀ設置さࡿࢀ道路でࠊࡣ防護柵ࡀ歩行者の間近存在すࡿこࠊまた歩行者ࡀ防護柵

直接触ࡿࢀこ対すࡿ配慮をバࣜアフ࣮ࣜ等の観点ら行うこࡀ基本であࠋࡿ 

・温ࡾࡶを感ࡌさせたいよう࡞地域やࠊ木造の歴史的構造物の周辺ࠊ木造の伝統建築物ࡀ集積

し࡚いࡿ街並ࠊࡳ緑の多い地域࡞おい࡚ࠊࡣ木製の防護柵を用いࡿこࡶ考えらࠋࡿࢀ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○防護柵の歩道側の面を歩行者࡚ࡗ表側の面し࡚感ࡌさせࠋࡿ 

・車両用防護柵の場合ࠊ歩道側支柱ࠊ車道側ビ࣮ムࡀ設置さࡿࢀたࠊࡵ歩行者側ࡣ防護柵

の裏側の面し࡚感ࡌらࡿࢀ場合ࡀ多いࠋ防護柵の歩道側面ࡀ歩行者࡚ࡗ表側の面し

࡚感ࡌらࡿࢀたࡵの工夫し࡚ࠊࡣ歩道側おけࡿ手摺ࡿ࡞ࡶビ࣮ムの設置ࠊトップビ࣮

ムの位置や取ࡾ付け方の工夫等ࡀあࠋࡿ 

 例㸧バࣜアフ࣮ࣜの観点らの歩道側おけࡿ手摺ࡿ࡞ࡶビ࣮ムの設置ࠋ 

     トップビ࣮ムの位置ࠊ取ࡾ付け方の工夫㸦車両用防護柵の場合㸧ࠋ 

   トップビ࣮ムの位置の工夫㸦歩行者自転車用柵の場合㸧ࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
■歩道ら見ると、裏面としての印象

が強い 

 
■手すりともなるビー࣒を取り付け

た例 

  

■防護柵の上端に設置されたࢺップビー࣒が支柱の頂部を覆っているため、歩道

側ら見たとࡁに、裏側࡛あることの印象が緩和されている 
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○ボルト・ࢼット等の突起を抑制すࠋࡿ 

・防護柵のボルト・ࢼット類の突起ࠊࡣ心理的࡞不快感を生ࡌさせࠊࡶࡿ安全上ࡶ好ま

しく࡞いたࠊࡵ極力避けࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

・具体的ࠊࡣバࣜアフ࣮ࣜの観点らボルトࢼࠊット類の突起ࡀビ࣮ムの上面や歩道側面

露出し࡞いこࠊ数ࡀ少࡞いこࠊ丸ࡳを帯びた形状であࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○歩行者の衣服や鞄類ࡀ防護柵引ࡗら࡞い端部形状すࠋࡿ 

・車両用防護柵の端部処理つい࡚ࠕࠊࡣ防護柵の設置基準ࠖおい࡚ࡶ車両衝突時乗員与

えࡿ影響ࡀ大ࡁいこらࠊ路外方向へ曲ࡿࡆこ等ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

・歩行者の利用ࡀ想定さࡿࢀ歩車道境界設置さࡿࢀ防護柵の場合ࠊࡣバࣜアフ࣮ࣜの観点

ࡀ歩行者の衣服や鞄類࡚ࡗよ板等の利用ࡿ端部用の曲線部材やビ࣮ムの突出を抑えࠊら

引ࡾࡗくい端部処理の工夫を行うこࡀ基本であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■ビー࣒と支柱の接合部を工夫することにより、ビー࣒上端のボルࢺの突起を廃

し、滑らな形状とした例㸦左写真：ビー࣒内部のインࢼースࣜーブ࡛部材を

接合した例、右写真：皿ボルࢺを採用した例) 

下端部のボルࢺも丸みを帯びた形状とし、やわらな印象としている 

  
■歩行者の衣服や鞄類が引っりにくい防護柵の端部処理の例 
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○材質を工夫すࠋࡿ 

・歩行者自転車用柵(歩車道境界の横断防止柵ࠊ路側の転落防止柵)つい࡚ࠊࡣ歩行者の手触ࡾ

感を向上させࡿたࠊࡵ木材等の手触ࡾ感優ࡿࢀ材質すࡿこࡶ考えらࠋࡿࢀたࡔしࠊ

木材ࡣ表面の平滑さを保持でࡶࡿࡁのを用いࡿこࠊ過度࡞大ࡁさや重量感を与えࡶࡿの

 ࠋࡿ必要であࡀ等の配慮いこ࡞ら࡞

・またࠊ木材ࡣ特有の温ࡳ感や人の親和性ࡀあࠊࡾこࢀらを活した木製防護柵を用いࡿ

こよ࡚ࡗ温ࡾࡶを感ࡌさせࡿ地域景観を形成すࡿこࡀでࠋࡿࡁ歴史的࡞木造構造物の

周辺ࠊ木造の伝統建築物ࡀ集積し࡚いࡿ地域また緑の多い公園等ࠊࡣ木材や樹木ࡀ景観の基

調ࡿ࡞たࠊࡵ木製防護柵を用いࡿこよࠊࡾこࢀら地域融和しࠊまた人の親和性ࡀ

高まࠋࡿその際ࠊ地域の間伐材を利用すࡿこࡶ考えらࠋࡿࢀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■高欄に木製の手すりを取り付けた例 
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３-㸯-３ 防護柵の色彩設定 

良好࡞景観形成配慮した防護柵の色彩ࠊࡣ地域の特性応ࡌた適切࡞色彩を選定すࡿこ

マスタ࣮プラࠊࡣࡵたࡿおい࡚統一感を確保す一定のエࣜアࡿあࠊその際ࠋࡿ基本であࡀ

ンを策定すࡿこࡀ基本であࡿ㸦4-1 参照㸧ࠋまたࠊ既設置し࡚あࡿ他の施設や防護柵を設置

すࡿ橋梁等の構造物の関係で個別色彩を選定すࡿ場合ࠊࡣそࢀらの色彩の調和を考慮し

選定を行うこࡀ必要ࠋࡿ࡞ 

防護柵の色彩ࡣそࢀࡒࢀの地域の特性応࡚ࡌ検討すべࡁであࠊࡀࡿ本ガイドラインでࠊࡣ

一般的࡞ᡃࡀ国の自然や風土ࠊ建築物等の融和性の観点らࠊ景観配慮すࡿ際の防護柵の

基本すࡿ色彩を提示したࠋ具体的ࠊࡣマンセル表色系の色相 10YR(イエ࣮ࣟレッド)系の色

彩したࠊࡀこࠊࡣࢀᡃࡀ国の伝統的࡞街並ࡳや現代の建物の外壁10ࠊࡣYR 系の色彩ࡀ基調色

ࠊᡃ多いこࡀ場合ࡿい࡚ࡗ࡞ ࡶつい࡚樹木の幹の色彩ࠊ国の自然の土や岩ࡀ YR 系の色彩

であࡿ場合ࡀ比較的多いこࠊまた同ࡌ色相の色彩を用いࠊࡤࢀ明度や彩度ࡀ異ࡶ࡚ࡗ࡞互い

 ࠋࡿのであࡶを考慮した調和しやすいこ

 

鋼製防護柵の色彩選定つい࡚ࠊࡣ表 3-1.1 および表 鋼製防護柵࡛基本とする色彩ࠊ3-1.2

選定の考え方 示すࠋ 

 

㸦㸯㸧鋼製防護柵について 

表 3-1.1 鋼製防護柵࡛基本とする色彩選定の考え方 

      形 式 

 

 

 

地域特性 

塗装面が比較的小さい 

防護柵 

塗装面が比較的大ࡁい 

防護柵 

・ガードパイプ形式の車両用防護柵 

・パイプ࡛構成された歩行者自転

車用柵 等 

・ガードレール形式の 

 車両用防護柵 等 

共 通 地域の特性に応ࡌた適切な色彩を選定することが基本࡛あり、

下表以外により適切な色彩があれࡤ、その色彩を採用するࠋ 

市街地・郊外部 ・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

 レーベージュࢢ・

 レーベージュࢢ・

自然・ 

田園 

地域 

樹林地 ・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 
 レーベージュࢢ・

開放的࡛比較的明るい

色彩が基調な海岸部、田

園地帯 

・ダークブラウン 

 レーベージュࢢ・
 レーベージュࢢ・

歴史的建造物の周辺や歴史的街並

みが形成されている市街地 
・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

ガードレールࡣ× 

※ガードパイプ形式㸦同左㸧

を基本とする 

＜注記＞ ・塗装面が比較的大ࡁいガードレール形式の車両用防護柵を自動車専用道路等に設置す

る場合にࠕ、ࡣ亜鉛メッキࠖも含めて検討するࠋ 

・周辺が比較的明るい色彩を基調としている地域や近接して亜鉛めっࡁの道路附属物等

が設置されている場所等においてࡣ、オࢢࣇレーも候補色に加えて検討するࠋ 

・10YR 系の色彩以外࡛、自然となࡌみ深い樹葉色࡛ある緑色を用いる場合にࡣ、比較的

明度、彩度の低い色彩とすることが望ましいࠋ 
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表 3-1.2 鋼製防護柵࡛基本とする色彩選定の考え方 

基本色名称 標準マンセル値 

ダークࢢレー(濃灰色) 10ＹＲ3.0／0.2 程度 

ダークブラウン(こࡆ茶色) 10ＹＲ2.0／1.0 程度 

オࢢࣇレー(薄灰色)  5Ｙ7.0／0.5 

レーベージュ(薄灰茶色) 10ＹＲ6.0／1.0ࢢ 程度 

 

㸦㸰㸧アル࣑製防護柵やスࢸンレス製防護柵について 

・アル࣑製防護柵やステンレス製防護柵つい࡚ࠊࡣ素材そのࡶのの色彩を活すこを基

本すࠋࡿたࡔしࠊ特周辺景観の融和を図ࡿたࡵ電解着色や焼ࡁ付け塗装等を行う

場合でࠊつ防護柵を設置すࡿ道路周辺の基調色ࠊࡀ一般的࡞ᡃࡀ国の街並ࡳや自然の土

や岩ࠊ樹木の幹等で基調࡚ࡗ࡞いࡿ YR 系を中心した色彩の場合ࠕࠊࡣ㸦１㸧鋼製防護

柵ࠖおい࡚基本した塗装色近い色彩すࡿこを基本す࡞ࠋࡿおࠊ電解着色でࡣ

再現で࡞ࡁい色彩関し࡚ࠊࡣ塗装等で対応すࡶࡿのすࠋࡿ 

 

㸦３㸧コンクࣜーࢺ製防護柵について 

・コンク࣮ࣜトࠊࡣ経年変化よ࡚ࡗ色合いࡀ変化しࠊ徐々景観馴染ࢇでくࡿ素材であ

ࡿ本来有し࡚いࡀ素材ࠊࡎ行わࡣ塗装ࠊࡣつい࡚コンク࣮ࣜト製防護柵ࠊࡵこのたࠋࡿ

色彩そのࡶのを活すこࡀ基本であࠋࡿ 

 

㸦㸲㸧木製防護柵について 

・公共建築物等木材利用ಁ進法を踏まえࠊ木製防護柵を設置すࡿケ࣮スあࠋࡿ木製の車両用

防護柵ࠊࡣ支柱ࡀ鋼製あࡿいࡣコンク࣮ࣜト製の場合ࡀ多いࠋ前者ࡣ㸦１㸧鋼製防護柵

同様の考え方ࠊコンク࣮ࣜト製ࡣ素材の色彩㸦前項㸦３㸧参照㸧すࡿのࡀ基本であࠋࡿ 

・塗装や防腐処理を行う際ࠊࡣ素材そのࡶのの色彩や木目等ࡀ活さࡿࢀよう配慮すࡿ

こࡀ基本であࠋࡿ 
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３-㸯-㸲 視線誘導への配慮 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・急カ࣮ブࡀ連続すࡿよう࡞箇所および濃霧等ࡀ発生しやすい道路区間おい࡚ࠊࡣ視線誘導

を確保すࡿこࡀ望まࠋࡿࢀ視線誘導の方法ࠊࡣ車道外側線の明示ࠊ視線誘導標の設置࡞

ࠊつい࡚防護柵ࠊࡣ場合ࡿ࡞必要ࡀおい࡚防護柵の設置らの区間ࢀこࠊまたࠋࡿあࡀ

地域特性応ࡌた景観への配慮を行い適切࡞形状ࠊ色彩を採用しࠊ視線誘導つい࡚ࡣ視線

誘導標等ࠊ防護柵以外の手段よࡾ確保すࡿこを基本すࠋࡿ 

・視覚障害者の誘導つい࡚配慮すࡿ必要ࡀあࡿ場合ࠊࡣ関係者の意見を踏まえࠊ視覚障害者

誘導用ブࣟックの設置等適切࡞措置を講ࡿࡌこを基本すࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○車道外側線を高輝度区画線すࡿ 

・車道外側線の視認性を高ࡿࡵたࠊࡣࡵ区画線ドットラインを設けたࠊࡾ高屈折率ガラス

ビ࣮ࢬを散ᕸす࡞ࡿの工夫を施した高輝度区画線を用いࡿこࡀ考えらࠋࡿࢀ 

○視線誘導標や反射シ࣮ト等を設置すࡿ 

・視線誘導を確保すࡿこࡀ望まࡿࢀ区間おい࡚ࠊࡣ防護柵への視線誘導標の設置㸦3-5㸦5㸧 

参照㸧ࠊ反射シ࣮トの支柱への巻ࡁ付け等を行うࠋ 

・歴史的建造物の周辺やࠊ歴史的街並ࡀࡳ形成さ࡚ࢀいࡿ地域ࠊ沿道良好࡞風景ࡀ広࡚ࡗࡀ

いࡿ地域等でࠊࡣ視線誘導標の設置よࡾ周囲の景観を阻害すࡿよう࡞場合ࡀあࠋࡿこのよ

う࡞場合ࠊࡣ反射シ࣮トの支柱への巻ࡁ付けよࠊࡾ視線誘導機能を確保すࡿこࡀ望ま

しいࠋ 

・視線誘導標の設置や反射シ࣮トの支柱への巻ࡁ付け等を行う場合あࠊࡶ࡚ࡗ景観を阻害し

べく光の反射ࡿ࡞ࠊࡣ視線誘導標や反射シ࣮トࠊࡣ具体的ࠋࡿあࡀ必要ࡿいよう配慮す࡞

率の高いࡶのを用いࡿこでࠊその大ࡁさࠊ色ࠊ設置位置等を工夫しࠊ昼間おい࡚ࡣ目立

ちくくすࡿこࡀ望ましい࡞ࠋおࠊ視線誘導標つい࡚ࠊࡣ別途ࠕ視線誘導標設置基準／

昭和 59 年４月 国土交通省都市局ࠊ道路局ࠖࡀ定ࡵら࡚ࢀいࠋࡿ 

○視覚障害者誘導用ブࣟックを設置すࡿ 

・視覚障害者誘導用ブࣟックを設置すࡿ場合ࠕࠊࡣ増補版 道路の移動等円滑化整備ガイドライ

ン／平成 23 年８月 国土技術研究センタ࣮ࠖを参考すࡿよいࠋまたࠊ視覚障害者誘導用

ブࣟックの色彩つい࡚ࠊࡣ㸦３－㸳㸦８㸧舗装㸧を参照さࢀたいࠋ 

  

 

 

 

 

 

 
■防護柵の支柱に反射ࢩーࢺを巻ࡁ付けること

により、視線誘導を確保している例 
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３-≕ 照明 

３-㸰-㸯 車道照明柱のデザイン方針 

道路照明施設設置基準・同解説／平成ࠕ 19 年 10 月ࠊ日本道路協会ࠖでࠕࠊࡣ連続照明の照

明方式ࡣ原則し࡚ポ࣮ル照明方式すࠋࠖࡿ を基本ࢀこࡣ土工部や橋梁部でࠊࡾし࡚お

すࠋࡿ 

たࡔしࠊトンネルや函渠でࡣ構造物取付照明方式ࠊ路外への漏ࢀ光配慮ࡀ必要࡞橋梁部

でࡣ高欄照明方式ࠊおよび広範囲への照射ࡀ必要࡞道路休憩施設や駅前広場等でࡣハイマス

ト照明方式ࡀ考えらࡿࢀたࠊࡵ道路構造や交通状況等よࡾ適切࡞方式の選択ࡀ望まࠋࡿࢀ 

以下ࠊ一般的࡞ポ࣮ル照明方式のデザイン方針つい࡚記載すࠋࡿ 

 

㸦㸯㸧配置 

 ࠔࢺポインࠓ

・機能の異ࡿ࡞道路附属物等ࡀ無秩序配置さࡿࢀ道路し࡚の一体感ࡀ損࡞わࡿࢀたࠊࡵ

配置検討ࠊࡣ植栽や標識ࠊ歩道橋等のその他の道路附属物等の配置計画同時行うこ

を基本すࠋࡿ 

 こࠊࡣࢀ一般照明の基準値を満足させࡣࡿ 2D の平面図での検証で十分であࡶࡿののࠊ

照明その他の道路附属物等ࡀ近接した場合ࡣ不適切࡞影ࡀ路面落ちࠊ実際ࡣ基準

値を満たさ࡞い等ࠊ交通安全支障をࡁたす恐ࡀࢀあࡿたࡵでࡶあࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

ࠊ極力一体化し道路標識等ࠊ࡚ࡵ交差点部を含ࡿࢀ設置さࡀ道路附属物等࡞わけ様々ࡾ・

煩雑ࡀࡾ࡞ち࡞道路景観おけࡿ構成要素を最小限すࡿこࡀ望ましいࠋ 

たࡔしࠊ共架すࡿ道路附属物等灯具の離隔ࡀ小さい場合ࠊࡣ路面の明ࡿさࡀ損࡞わࡿࢀ

場合や標識の視認性ࡀ低下すࡿ場合ࡀあࠊࡾ追加添架すࡿ場合ࡣ特留意ࡀ必要であࠋࡿ 

  

 

■灯具と道路附属物等が近接した例 

 共架する道路附属物等と灯具の離隔が小さい場

合ࡣ、不適切な影が路面に落ちる 

 標識の視認性が低下する可能性がある 

 
■信号機と照明を一体化した例 

 交差点内の道路附属物等が集約され、すっࡁりと

した印象を与える 
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㸦㸰㸧照明柱・灯具形状 

ձ照明柱 
 

 ࠔࢺポインࠓ

・道路照明ࡣ道路空間の脇役であࡿこを踏まえࠊ昼間景観おけࡿ存在感配慮し࡚ࠊ柱

 ࠋࡿすデザインを基本࡞極力シンプルࠊつࠊࢀࡀ灯具のバランス

・灯具まで出幅ࡀあࠕࡿア࣮ム付ࡁポ࣮ルࠖ出幅の࡞いࠕ直線ポ࣮ルࠖ大別さࠊࡀࡿࢀ

LED 照明の性能向上よࠊࡾ車線数ࡀ多い場合でࠕࡶ直線ポ࣮ル࡚ࠖ基準値を確保でࡁ

効ࡀポ࣮ルࠖࡁア࣮ム付ࠕらポ࣮ルの設置位置や街路樹の影響等ࠋࡿい࡚ࡗ࡞ようࡿ

率的࡞場合ࡶあࡿたࠊࡵ道路構造応࡚ࡌ適切࡞ポ࣮ルを選択すࡿこを基本すࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・新設の場合ࠊࡣ目標すࡿ基準値を確保すࡿたࠊࡵ灯具の光源や光束ࠊ灯具取付け高さࠊ

配置ࠊࡶ周辺景観馴染ࡴポ࣮ル形状を選択すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

 道路景観整備等関すࡿ検討し࡚オࣜジࢼル形状を検討すࡿ場合ࠊࡣこの限ࡾで࡞ࡣいࠋ 

・更新の場合ࠊ山間部等あࡿ局部照明でࡣ単体で見らࡿࢀこを意識し࡚ࠊ当面の間ࡣ極

力既存ストックを活用すࡿこすࠋࡿまたࠊ連続照明の場合ࠊࡣ形状の異ࡿ࡞ポ࣮ルࡀ

1 本でࡶ混入すࡿ景観的࡞連続性を欠くたࠊࡵ形状を統一させࡿこを基本すࠋࡿ 

 

ղ灯具 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・発光部ࡀ大ࡁく光源ࡀ直接見えࡶࡿのࠊࡣ事前グレアの影響࡞ࡀい確認を行う必要ࡀ

あࡿほࠊ無駄࡞光ࡀ上方拡散し効率よく路面を照らさ࡞い等の形状の特長を理解し࡚

灯具を選定すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

・照明らの光ࠊࡀ周辺住宅内の生活者ࠊ周辺の樹木ࠊ農作物ࠊ生物の生育・生存有害࡞

影響を及ぼしたࠊࡾ天文観測支障を生ࡌたࡾし࡞いようࠊ配置や器具配光配慮すࡿ

必要ࡀあࠋࡿ例えࠊࡤ住宅地域࡞でࡣ発光面の輝ࡀࡁ光害いࡗた居住者の睡眠や活動

の妨ࡆの要因ࡾ࡞ࡶ得ࠋࡿこの様࡞場合ࠊࡣ悪影響ࡀ生ࡿࡌ考えらࡿࢀ方向への照

明器具の輝度あࡿいࡣ光度を規制すࡿのࡀ望ましいࠋ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・上方無駄࡞光を拡散させ࡞いࠊ路面を効率よく照らすカットオフ型等の下方光束を基本

 ࠋࡿすを基本こࡿい灯具を採用す࡞ࡌ極力グレアを感ࠊし࡚

 道路景観整備等関すࡿ検討し࡚オࣜジࢼル形状を検討すࡿ場合ࠊࡣこの限ࡾで࡞ࡣいࠋ 

・生態系等への配慮でࡣ適宜ル࣮バ࣮等の装着ࠊ農作地等の近傍࡚誘虫性への配慮でࡣ光

源選定や波長制御等の検討ࡀ必要であࠋࡿ 

・LED 照明の場合ࠊࡣランプ交換ࡀでࡎࡁ灯具毎の交換ࡶࡿ࡞のࡀ多いたࠊࡵᑑ命到遉時

の交換方法配慮し࡚設計すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 
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・道路植栽ࡀ存在すࡿ場合ࠊࡣ明ࡿさのバランスを確保すࡿたࠊࡵ灯具取付け高さを下ࡿࡆ

こࡶ考えらࠋࡿࢀ 

 
※国道㸯号大磯松並木区間への低位置照明導入と有効性検証㸦横浜国道事務所㸧より抜粋 

 

㸦参考㸧用語説明 

グレア：視野の不適切࡞輝度分ᕸまたࡣ極端࡞輝度対比よ࡚ࡗ生ࡿࡌ感覚であࠊࡾ不快感および

見ࡿ能力の低下を伴うࠋグレアࠊࡣその生ࡌ方よ࡚ࡗ直接グレアࠊ反射グレアࡀあࠋࡿ

こࢀらのグレアࠊࡣ視認性の低下や事故࡞の原因ࡿ࡞のでࠊ抑制すࡿのࡀ望ましいࠋ  

ࡀ視機能低下ࡿよグレアࠊ視機能低下グレアのうち不快グレアࠊࡣ道路照明でࠊお࡞

視認性影響し࡞い程度抑制さ࡚ࢀいࡤࢀ不快感を生ࡿࡌこ࡞ࡀいし࡚ࠊ視機能低

下グレア㸦TI 値㸧ࡀ規定の対象࡚ࡗ࡞いࠋࡿこࠊࡣࢀ生理的࡞視機能を低下させࡶࡿの

であࠊࡾ視野内まぶしいࡶのࡀあࡿ眼の中で光の散乱ࡀ生ࠊࡌこࡀࢀ視覚情報のࣀイ

 ࠋࡿのであࡶࡿࡆ見え方を妨࡚ࡗ࡞ࢬ

 

 ■灯具取付け高さの調整 

 道路植栽による明りの࣒ラを減らすため、ࢢレアを抑えた灯具にて灯具取付け高さを調整した例 
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３-㸰-㸰 歩道照明柱のデザイン方針 

車道照明よ࡚ࡗ歩道の基準値を確保すࡿこを基本すࠊࡀࡿ歩道幅員ࡀ広い場合等の

車道照明ࡔけでࡣ基準値の確保ࡀ㞴しい場合ࠊ設置すࡶࡿのであࠋࡿ 

ポ࣮ル照明方式のほࠊ連続照明すࡿ場合ࠊࡣ防護柵のトップレ࣮ル内蔵のライン

照明や支柱内蔵ࠊ車止࡞ࡵよࡿ低位置照明ࡀあࠋࡿ沿道の外部条件や漏ࢀ光への配慮ࠊ

地域の用途㸦居住系ࠊ商業系等㸧ら目指すべࡁ光環境応ࠊ࡚ࡌ適切選択すࡿこࠋ 

以下ࠊ一般的࡞ポ࣮ル照明方式のデザイン方針つい࡚記載すࠋࡿ 

 

㸦㸯㸧配置 

 ࠔࢺポインࠓ

・道路空間対すࡿ施設の乱立を避けࡿたࠊࡵ車道照明整合性のあࡿ配置を基本すࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・連続照明ࠊࡣ車道照明の配置を意識しࡀ࡞ら配置ࣆッチを検討すࡿ等ࠊ整然配置すࠋࡿ

またࠊ林立を避けࡿたࠊࡵ車道照明への共架を検討すࠋࡿ 

・信号機等極力一体化を図ࡿこࡀ望ましいࠊࡀ車道照明よࡾ共架すࡿ道路附属物等灯

具の離隔ࡀ小さいたࠊࡵ路面の明ࡿさࡀ損࡞わ࡞ࢀいよう࡞配慮ࡀ一層必要であࠋࡿ 

・既車道照明ࡀ設置済ࡳの路線ࠊ࡚商店街の装飾灯等の占用の街路灯を追加整備すࡿ場

合ࠊࡣ車道照明の更新予定を踏まえ࡚ࠊ配置を検討すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 

㸦㸰㸧照明柱・灯具形状 

ձ照明柱 

 ࠔࢺポインࠓ

・車道照明同様ࠊ道路空間の脇役であࡿこを踏まえࠊ柱灯具のバランスࠊࢀࡀ

つࠊ極力シンプル࡞デザインを基本すࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・車道照明同様ࠊ目標すࡿ基準値を確保すࡿたࠊࡵ灯具の光源や光束ࠊ灯具取付け高

さや配置ࠊࡶ周辺景観馴染ࡴポ࣮ル形状を選択すࡿこࡀ基本であࠊࡀࡿ道路景

観整備等関すࡿ検討し࡚オࣜジࢼル形状を検討すࡿ場合ࠊࡣこの限ࡾで࡞ࡣいࠋ 

 

ղ灯具 

 ࠔࢺポインࠓ

・車道照明同様ࠊ周辺の生態系や誘虫性への配慮等の沿道への影響十分配慮しࠊ漏

比車道照明ࠋࡿすを基本こࡿ灯具を選定すࠊい࡞光を拡散させ࡞無駄光や上方ࢀ

べ࡚民地側設置さࡿࢀたࠊࡵ特留意ࡀ必要であࠋࡿ 
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 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○カットオフ形 

・グレアレス性能優ࠊࢀ効率の良い反射板よ࡚ࡗ配光制御さࢀた光ࡣ光源の出力を最大

限活しࡀ࡞ら目優しい快適࡞屋外環境を創ࡾ出すこのでࡿࡁ灯具形式であࠋࡿ 

・効率㸦路面照度ࠊおよび均斉度の確保㸧ࡣセ࣑カットオフ形よࡾやや劣ࡿたࠊࡵグレア

照度確保のバランスを現場周辺の状況㸦交通状況ࠊ地域特性㸧࡞を考慮しࡀ࡞ら選定し

࡚いくこࡀ望ましいࠋ 

○セ࣑カットオフ形 

・比較的グレアレス性能優ࠊࢀ効率の良い反射板よ࡚ࡗ配光制御さࢀた光ࡣ光源の出力

を最大限活しࡀ࡞ら目優しい快適࡞屋外環境を創ࡾ出すこのでࡿࡁ灯具形式であ

 ࠋࡿ

・灯具よࡣ࡚ࡗ採用でࡿࡁ光源Ｗ数幅ࡀあࠊࡾ大形ࢧイࢬの光源を選択すࡿグレアࡀ

増すこࡀあࠋࡿ現場周辺の状況㸦交通状況ࠊ地域特性㸧࡞を考慮しࡀ࡞ら選定し࡚い

くこࡀ望ましいࠋ 

○発光形 

・繁華街や公園࡞多くの歩行者用屋外照明灯し࡚採用さ࡚ࢀいࡿ灯具形式であࠋࡿ 

・灯具本体ࡀ発光すࡿこよࠊࡾ見た目の明ࡿさ感や動線上の誘導効果ࡶ合わせ持࡚ࡗい

ࡣ࡚ࡗよの関係周辺の照度ࠊしࡔたࠋࡿあࡀ傾向ࡿࡁ光を照射で全方向ࡣ配光ࠋࡿ

非常眩しく感ࡿࡌ場合ࡶあࠋࡿᬯい場所や住宅地付近での設置を検討すࡿ際ࠊࡣ高さや

光源Ｗ数の選択を慎重行うこࡀ望ましいࠋ 

○反射形 

・意匠的࡞灯具形式ࠊࡀࡔ基本的光源ࡀ直接目触࡞ࢀい位置設置さࡿࢀ灯具のたࠊࡵ

グレアࡀ抑制さࢀた灯具形式であࠋࡿ 

・照射さࡿࢀ配光ࡶ間接照明のᰂら࡞拡散光ࡿ࡞のでࠊ比較的広範囲わたࡾ均斉度

よく光を照射でࡿࡁ配光をࡶつ傾向あࠋࡿ 

 

 

○その他 

・道路景観整備等関すࡿ検討し࡚防護柵内蔵や低位置照明を採用すࡿ場合ࠊࡣ隣接すࡿ

車道のドライバ࣮対すࡿグレア留意ࡀ必要であࠋࡿ 

・道路照明同様ࠊLED 照明の場合ࠊࡣランプ交換ࡀでࡎࡁ灯具毎の交換ࡶࡿ࡞のࡀ多

いたࠊࡵᑑ命到遉時の交換方法配慮し࡚設計すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

         

カッࢺオࣇ形             セ࣑カッࢺオࣇ形        発光形               反射形 
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・低位置照明ࠊࡣポ࣮ル照明比べ࡚維持管理おけࡿ高所作業を伴わ࡞いこࠊ隣接地へ

の漏ࢀ光を抑えたい場合有利であࡿたࠊࡵ検討対象加えࡿこࡀ望ましいࠋ 

  

 

 

■高欄の縦桟内蔵照明 

 ポール照明の管理の手間を軽減するとともに、新

しい灯りの姿を実現する 

 

■灯具一体型のポール照明 

 ポールと灯具の組み合わせの従来型の照明柱と

 異なる新しい形状の照明柱、ࡣ
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３-㸰-３ 照明柱の色彩設定 

 ࠔࢺポインࠓ

・照明柱ࠊࡣ防護柵や標識柱等の道路附属物等一体で道路景観し࡚認識さࡿࢀこ配

慮しࠊ基本的防護柵の色彩の調和を図ࠋࡿ 

・防護柵の色彩同様㸦3-1-3 参照㸧ࠊ地域の特性応ࡌた色彩を個々選定すࡿこࡀ

基本であࠋࡿ 

 

照明柱の色彩選定つい࡚ࠊࡣ表 3-2.1 および表 照明柱࡛基本とする色彩選定の考ࠊ3-2.2

え方 示すࠋ 

表 3-2.1 照明柱࡛基本とする色彩選定の考え方 

       

 

地域特性 

照明柱 

共 通 地域の特性に応ࡌた適切な色彩を選定することが基本࡛あり、

下表以外により適切な色彩があれࡤ、その色彩を採用するࠋ 

市街地・郊外部 ・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

 レーベージュࢢ・

自然・ 

田園 

地域 

樹林地 ・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

開放的࡛比較的明るい

色彩が基調な海岸部、田

園地帯 

・ダークブラウン 

 レーベージュࢢ・

歴史的建造物の周辺や歴史的街並

みが形成されている市街地 
・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

＜注記＞・支柱径が比較的大ࡁい㸦Φ300 ㎜以上㸧柱、もしくࡣ自動車専用道路等ࠕ、ࡣ亜鉛メッキࠖ

も含めて検討するࠋ 

・周辺が比較的明るい色彩を基調としている地域や近接して亜鉛めっࡁの道路附属物等が

設置されている場所等においてࡣ、オࢢࣇレーを候補色に加えて検討するࠋ 

 

表 3-2.2 照明柱࡛基本とする色彩選定の考え方 

基本色名称 標準マンセル値 

ダークࢢレー(濃灰色) 10ＹＲ3.0／0.2 程度 

ダークブラウン(こࡆ茶色) 10ＹＲ2.0／1.0 程度 

オࢢࣇレー㸦薄灰色㸧 5Ｙ7.0／0.5 

レーベージュ(薄灰茶色) 10ＹＲ6.0／1.0ࢢ 程度 
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 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・灯具やポ࣮ルのほࠊ分電盤等の関連施設ࡣ同系色での塗装しࠊ塗ࡾ分けࡣ行わ࡞いࠋ

・道路景観整備等関すࡿ検討を行う場合の塗装色ࠊࡣ前表限らࡎ選定でࠊࡀࡿࡁこの際

でࡶ路線や地区の統一感への配慮やࠊ素材の特性を活すࠊࡶ美観維持の観点ら

破損時の部分補修ࡶ踏まえ࡚塗装色を選定すࡿこࡀ望ましいࠋ

またࠊ前表の推奨色以外を選定すࡿ場合ࠊࡣ歩道舗装㸦アスファルト舗装の場合を除く㸧

よࡾ明度の低い色彩を基本すࠊࡀࡿ形状ࡀ線的であࡿこらシルエットࡾ࡞やすい

たࠊࡵ明度ࡀ低すࡿࡂ場合ࡣ硬く冷たい印象ࡾ࡞やすいこ留意すࡿ必要ࡀあࠋࡿ

・新設の࡞ࡳらࡎ維持管理の塗ࡾ替えおい࡚ࠊࡶ前表基い࡚塗装色を選定すࠋࡿまたࠊ

塗装ࡣ一般的࡞アクࣜル樹脂塗装の場合ࠊ期待耐用年数ࡣ 10 年程度であࡿたࠊࡵ美観維持

の観点らࡶ適切࡞時期塗ࡾ直しを行う必要ࡀあࠋࡿ

ࠋࡿ必要であࡀ調整ようࡿ࡞色彩ࡌ柱全体で同ࡣ替え時ࡾ塗ࠊお࡞

・グレ࣮ベ࣮ジュ等の明度ࡀ高い塗装色ࠊࡣ反射率ࡀ高くࠊ夜間景観おい࡚照明柱の存在

を強調すࡿ可能性ࡀあࡿたࠊࡵ検討ࡀ必要であࠋࡿ

このたࠊࡵ基本的ࡣ防護柵࡞の道路附属物等の整合を図ࠊࡀࡿ照明防護柵ࡣ高

さࡀ異ࡿ࡞こらࠊ前表挙ࡆた色彩であࡤࢀ必ࡎしࡶ同色であࡿ必要࡞ࡣいࠋ

■暗色ࡣ夜間景観࡛も照明柱が主張されることࡣ

ない

■明色ࡣ反射率が高く照明柱の存在が際立つ

㸦列柱として主張させる場合ࡣこの限り࡛ない㸧

ポール塗装色：ダークブラウン系≋5YR․‡‣≌ ポール塗装色：明るい灰色≋N8†5 程度≌
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３-㸰-㸲 夜間景観㸦照明㸧の方針 

人々の欲求の変化ࠊ都市開発の推進・充実伴いࠊ道路照明ࡣ交通安全や防犯等の基本的

ࡾ環境࡙く࡞つ魅力的夜景演出等快適ࠊ光害防止や省エネ等環境への配慮ࠊ加え࡚機能࡞

への貢献ࡀ求ࡵら࡚ࢀいࠋࡿ 

交通安全等関係すࡿ照度や路面輝度等の明ࡿさ対すࡿ基準ࡣ JIS の照明基準等で定ࡵら

先進的ࠊ無くࡣ基準࡞公的ࡿ対す配慮した望ましい色温度や演色性沿道景観ࠊࡀࡿい࡚ࢀ

ࡵ求照明ࠊࡣ下表ࠋࡿ現状であࡀのࡿい࡚ࡵ照明学会等の成果を踏まえ࡚定ࡀ地方自治体࡞

らࡿࢀ目的対すࡿ基準の一覧であࠋࡿ 

表 3-2.3 夜間照明の目的と手法および基準一覧 

目的 手法・配慮事項 基準類 

交通安全 

犯罪防止 

・路面の明ࡿさࠊ明ࡿさの均一性㸦路

面輝度および均斉度ࠊ照度等㸧 

・視機能低下グレアの抑制 

・視線誘導㸦灯具の取付高さࠊ配列ࠊ

間隔等㸧 

 

 

・日本工業規格㸦JIS㸧 

・道路照明施設設置基準・同解説 

㸦日本道路協会㸧 

・歩行者の安全・安心のたࡵの屋外

照明基準㸦照明学会㸧 

・LED 道路･トンネル照明導入ガイ

ドライン案㸦国土交通省㸧 

光害防止 

省エネ 

・上方拡散や漏ࢀ光の防止㸦夜空㸧 

・不快࡞眩しさの抑制㸦安眠等㸧 

・生態系への配慮ࠊ省エネ対策 

・光害対策ガイドライン㸦環境省㸧 

・地域照明環境計画策定マニュアル

㸦環境省㸧 

景観照明 

夜景演出 

・街の個性を表現すࡿ光色㸦色温度㸧 

・色の見え方㸦演色性㸧 

 

・ライトアップ照度の目安㸦国際照

明委員会㸧 

・各地方自治体の創意工夫 

 

 ࠔࢺポインࠓ

道路照明施設設置基準／平成ࠕ・ 19 年 9 月ࠊ国土交通省都市・地域整備局ࠊ道路局ࠖ等の基

準従いࠊ照明を設置すࡿ場所・対象・目的応ࠊ࡚ࡌ省エネル࣮ࢠで適正ࠕ࡞明ࡿさࠖ

を計画すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

・道路照明ࡣ都市の夜間景観おい࡚都市軸を示す役割を持࡚ࡗいࡿほࠊ光色ࡣ都市のイ

メ࣮ジを創出しやすいࠋこのたࠊࡵ明ࡿさの確保加え࡚ࠊ外部条件や沿道状況の現地確

認を踏まえ࡚対象路線以外ࡶ含ࡵた路線や地域のマスタ࣮プランを作成しࠊ光色の設定や

相対評価ࡿ࡞明ࡿさのバランス配慮した計画を行うこࡀ望ましいࠋ 

特光色つい࡚ࠊࡣ照明施設よࡿ光色周辺の光色ࡀ著しく異ࡿ࡞場合ࡣ色順応よ

おけ現地確認を踏まえ࡚視野内ࠊࡣࡵたࡿらを避けࢀこࠋࡿあࡀ違和感を持つこࡾ

 ࠋ望ましいࡀこࡿすけ一様ࡔࡿࡁ光色をでࡿ

・更新おい࡚ࠊࡣ現状の光環境の調査を踏まえ࡚ࠊ突出した印象࡞ら࡞い光色を選定す

 ࠋࡿࢀらࡵ求ࡀこࡿ
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 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・光温度および演色性ࠊࡣ外部条件や目的応࡚ࡌ太陽光近い色やࠊᬮさを感ࡿࡌ色を

選択でࡿࡁこすࠊࡀࡿその範囲ࡣ概ࡡ以下を目標すࡿ良いࠋ 

相関色温度：2,500～5,000Ｋ ，演色性：Ｒａ60 以上※ 

※農作地やビニ࣮ルハウス等の近傍おい࡚ࠊ誘虫性ࡀでࡔࡿࡁけ低い光源を選定

すࡿ必要ࡀあࡿ場合ࠊࡣこの限ࡾで࡞いࠋ 

・従来ࠊࡣ採用すࡿ光源よࡾ色温度ࡀ決ま࡚ࡗいたこ対し࡚ࠊLED でࡣ殆の光色を

カバ࣮でࠊࡁ従来の道路照明用光源よࡶࡾ演色性ࡀ高くࠊ調色・調光機能を持つ器具ࡶ存

在すࡿたࠊࡵ積極的検討すࠋࡿまたࠊ波長制御や色温度変換フルタ࣮等の装着よࠊࡾ

技術的ࡣ誘虫性ࡶ下ࡿࡆこࡀ可能であࠋࡿ 

・色よࡿ沈静効果や見通しࡀ良いさࡿࢀこら防犯効果ࡀ期待さࡿࢀし࡚導入ࡀ始

まࡗた青色防犯灯つい࡚ࠊࡣ照明学会おい࡚検証でࡣ効果ࡀ認ࡵらࠊࡎࢀ犯罪防止対

策し࡚設置ࡀ進ࡵら࡚ࢀいࡿ防犯カメラ画像の鮮明さや色の再現性影響すࡿたࠊࡵ道

路照明でࡣ採用し࡞いこࡀ望ましいࠕ ※ࠋJIES-010 歩行者の安全・安心のたࡵの屋外

照明基準／平成 26 年ࠊ一般社団法人 照明学会ࠖ 参照 

㸦参考㸧用語説明 

色温度：光源の色を表わす㸦単位：K㸧ࣟࠋウソクの炎ࡣ約 2,000Kࠊ電球色の蛍光灯ࡣ約 2,800Kࠊ白

色の蛍光灯ࡣ 約 4,200K 程度ࠋࡿ࡞ 

■自然光と主な光源の光色の代表例 

 

 

演色：物体の色ࡣ自然㸦太陽㸧光の下での色ࡀ基本ࠊࡾ࡞演色性ࡣ自然㸦太陽㸧光し࡚物を

見た時ࠊ色の見え方を表現すࡶࡿのࠋ演色性の評価ࠊࡣ平均演色評価数㸦Ra㸧で表現さࢀ

 㸦JIS Z 8726㸧ࠋࡿ
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３-３ 標識柱 

㸦㸯㸧標識柱のデザイン方針 

標識柱のデザインࠊࡣその存在感を極力低減すࡿこしࠊ最小限の設置ࠊ形態の洗練を検討

すࡿこを基本すࠋࡿ 

 ࠔࢺポインࠓ

○存在感の低減：標識柱ࠊࡣ道路情報板ࠊ道路標識࡞を支えࡿ構造物であࠊࡾ道路情報板ࠊ

道路標識࡞の視認性を阻害すࡶࡿのであ࡞ࡣ࡚ࡗら࡞いたࠊࡵその存在感を極力低減す

形態ࠊ最小限の設置ࠊࡵたࡿ視野阻害を軽減させࠊࡶおい࡚道路景観ࠋࡿあࡀ必要ࡿ

の洗練を検討すࡿこすࠋࡿ 

○最小限の設置：標識柱ࠊࡣ路面照度の均一性十分留意したうえでࠊ照明灯等の一体

化つい࡚検討すࠋࡿまたࠊ歩道橋ࠊ跨道橋࡞の道路上を交差すࡿ構造物への添架つ

い࡚ࡶ検討を行うこすࠋࡿその際ࠊ標識板ࠊࡣでࡔࡿࡁけ歩道橋等のシルエット内

納ࠊࡶࡿࡵ複数の標識板を設置すࡿ場合ࡣ高さを揃え࡚設置すࡿこࡀ望ましいࠋ

またࠊ異ࡿ࡞事業者間でࡶ共架ࡀ可能ࡿ࡞ようࠊ積極的調整を図ࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

○標識等の集約：標識の設置際し࡚ࠊࡣ同様の情報ࡀ複数わた࡚ࡗ配置さࡿࢀこの࡞

いようࠊ集約化を図ࡿこࡀ望ましいࠋ 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○形態の洗練 

・例えࠊࡤ大規模࡞門型標識柱࡞でࠊ支柱ࠊ梁部

材ࡀ太くࡿ࡞場合ࠊࡣ構造上必要ࡿ࡞断面寸

法を道路縦断方向で確保すࡿこよࠊࡾ支柱の

道路横断方向の幅を極力狭ࠊࡵ道路の有効幅員

対すࡿ影響を最小限ࠊࡶࡿࡵ梁部材

道路景観の阻害をࠊ高さを低くおさえࡶつい࡚

軽減させࡿこすࠋࡿ 

 

大規模な門型標識柱       ⇒         改善例 

 

 

 

 

 

 

 

  

■門型標識柱の支柱断面を、道路
縦断方向࡛確保することによ
り、道路進行方向の景観阻害を
軽減࡛ࡁている 

■道路進行方
向の景観阻
害を軽減࡛
 ているࡁ

■道路進行方
向の景観を
阻害する 

■大規模な門
型標識柱࡛
、支柱、ࡣ
梁部材が太
くなる 

■支柱の道路
幅員方向の
幅を極力狭
め、梁部材
も高さを低
くおさえた
場合 
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㸦㸰㸧標識柱の色彩設定 

標識柱の色彩ࠊࡣ道路情報板ࠊ道路標識࡞の視認性を阻害し࡞いこࡀ重要であࠋࡿまたࠊ

道路標識設置基準・同解説／昭和ࠕ 62 年１月 日本道路協会ࠖでࠊࡣ標識柱の色彩つい࡚下

記の通ࡾ定ࡵら࡚ࢀいࠋࡿ 

 

 

よࠊ࡚ࡗ標識柱の色彩つい࡚ࠊ景観配慮すࡿ必要ࡀあࡿ場合ࠊࡣ道路景観を構成すࡿ色

彩の࡞で調和ࠊ埋没すࡿ範囲の色彩を選定すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 ࠔࢺポインࠓ

○規制標識ࠊ警戒標識ࠊ道路の通称ྡࠊ著ྡ地点等の小型の標識柱の場合ࠊࡣ防護柵の色

彩の調和を図ࡿこを基本すࠋࡿ 

○門型ࠊF 型ࠊT 型ࠊ࡞支柱の直径ࡀΦ300mm 以上ࡿ࡞大型の標識柱の場合ࠊࡣ塗装面

積ࡀ大ࡁくࠊ重たい印象を与えࡿたࠊࡵ亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆを基本すࠋࡿ 

○道路景観整備等関すࡿ検討を行う場合の塗装色ࠊࡣ上記限らࡎ選定でࠋࡿࡁたࡔしࠊ

この際ࡶ路線や地区の統一感への配慮やࠊ素材の特性を活すこすࠋࡿ 

 

標識柱の色彩選定つい࡚ࠊࡣ表 3-3.1 および表 標識柱࡛の基本とする色彩選定のࠊ3-3.2

考え方 示すࠋ 

表 3-3.1 標識柱࡛基本とする色彩選定の考え方 

形 式 

 

 

地域特性 

塗装面が比較的小さい 

標識柱 

塗装面が比較的大ࡁい 

標識柱 

(規制標識、警戒標識、 

 道路の通称名、著名地点等) 

㸦門型,F型,T型等,支柱直径

Φ300 ㎜以上等㸧 

共 通 地域の特性に応ࡌた適切な色彩を選定することが基本࡛あり、

下表以外により適切な色彩があれࡤ、その色彩を採用するࠋ 

市街地・郊外部 ・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

 レーベージュࢢ・

・亜鉛めっࡁ仕上ࡆ 

・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

自然・ 

田園 

地域 

樹林地 ・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 
・亜鉛めっࡁ仕上ࡆ 

開放的࡛比較的明るい 

色彩が基調な 

海岸部、田園地帯 

・ダークブラウン 

 レーベージュࢢ・
・亜鉛めっࡁ仕上ࡆ 

歴史的建造物の周辺や歴史的街並

みが形成されている市街地 
・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

・亜鉛めっࡁ仕上ࡆ 

・ダークࢢレー 

・ダークブラウン 

＜注記＞ ・周辺が比較的明るい色彩を基調としている地域や近接して亜鉛めっࡁの道路附属物等

が設置されている場所、亜鉛めっࡁ仕上ࡆと塗装仕上ࡆが混在する場合(例えࡤ支柱が

亜鉛めっࡁ仕上ࡆ、梁材が塗装仕上ࡆ)にࡣ、オࢢࣇレー(5Y7.0/0.5) を候補色に加え

て検討するࠋ 

 支柱の色彩ࠊࡣ原則し࡚白色又ࡣ⅊色すࠋࡿたࡔしࠊ案内標識を設置すࡿ場合

でࠊ周辺環境の調和を図ࡿたࠊࡵこࢀら以外の色彩を用いࡿ必要ࡀあࡿ時ࠊࡣ明

度ࠊ彩度の低い色彩㸦例えࡤ茶色系等㸧を使用すࡿこࡀ望ましいࠋ 
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表 3-3.2 標識柱࡛基本とする色彩選定の考え方 

基本色名称 標準マンセル値 

ダークࢢレー(濃灰色) 10ＹＲ3.0／0.2  

ダークブラウン(こࡆ茶色) 10ＹＲ2.0／1.0  

オࢢࣇレー(薄灰色)  5Ｙ7.0／0.5 

  レーベージュ(薄灰茶色) 10ＹＲ6.0／1.0ࢢ

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○標識柱道路標識裏面つい࡚留意すべࡁ事項 

路線や地区の統一感への配慮等のたࠊࡵ大型の標識柱ダ࣮クブラウンやダ࣮クグレ࣮

重たい印象を与ࡿ道路標識裏面を同色で塗装すࠊࡣ場合ࡿの低明度の色彩を用い࡞

えࡿ場合ࡶあࡿたࠊࡵ注意すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 
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３-４ 歩道橋 

㸦㸯㸧歩道橋のデザイン方針 

昭和 40 年代の高度成長期ࠊ通学児童を交通事故らᏲࡿ地域ニ࣮ࢬ応えࠊ早く安く大量

高齢ࡣらࢀこࠋたࢀ整備さ全国各地ࡀ歩道橋࡞画一的ࠊ標準設計の手法でࡿす整備を可能

社会の現状おい࡚ࠊࡶ自分の࣮࣌スで平面交差点を渡ࡾ切࡞ࢀいࠊ࡞安全上の理由ら需要

程近い耐用年数ࡣその多くࠊししࠋࡿあࡣ 50 年を迎えࠊ架け替えを余儀࡞くさࡶࡿࢀのࡶ

あࠊࡀࡿ点検・補修よࡾ引ࡁ続ࡁ利用さࡿࢀ橋ࡶ少࡞く࡞いࠋ一方でࠊ歩道橋の必要性を改ࡵ

࡚検討しࠊ集約・撤去を含ࡵた判断を行うこࡶ求ࡵら࡚ࢀいࠋࡿ 

ここでࠊࡣ歩道橋の維持管理時の注意事項ࠊ駅前や都市の人工地盤を構成すࡿデッキ࡞を

含ࡴ新設歩道橋対すࡿ景観デザイン上の配慮事項を整理す࡞ࠋࡿおࠊ新設歩道橋ࡣ基本的ࠊ

個別景観検討を行うこࡀ望まࠋࡿࢀ 

 ࠔࢺポインࠓ

・歩道橋の維持管理時の着目点ࠊࡣ塗ࡾ替えの範囲ࠊ色彩選定であࠋࡿ 

・新設歩道橋ࠊࡣձ跨ࡄ道路らの景観配慮ࠊղ歩道橋利用者の利便性・快適性ࠊの両面

配慮すࡿこࡀ望まࠋࡿࢀ 

・横断歩道橋ࡀ跨ࡄ道路ら見たデザイン上の要請ࠊࡣ道路走行の視界を極力妨࡞ࡆいࠊ構

造物本体のスレンダ࣮さ附属・添架物よࡿ煩雑さの軽減であࠋࡿ 

・利用者の利便性ࡣ昇降施設の配置・形態ࡀ影響しࠊ快適性ࡣ歩行空間のしつらえࡀ対象

 ࠋࡿ࡞

以下ࠊ各ポイント対し࡚具体的࡞方法を示すࠋ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○新設歩道橋のスレンダ࣮さ附属・添架物よࡿ煩雑さの回避 

・歩道橋の視点ࠊࡣその下を通過すࡿ道路利用者であࡿたࠊࡵその存在ࡣ極力控えࡵでࠊ

違和感の࡞いࡶのしたいࠋそのたࠊࡣࡵ桁下構造ࡀ煩雑で࡞い箱桁形式を基本しࠊ

排水管や電気施設࡞の附属・添架物ࡣ内部配置すࠋࡿ桁を内側傾け橋脚をスࣜム

化したࡾ照明の内蔵やバス停の屋根を兼ࠊ࡞ࡿࡡ必要施設ࡣ統合すࡿ工夫ࡀ望まࠋࡿࢀ 

・信号や標識࡞の添架物ࠊࡣその取付金具ࡀ煩雑見え࡞い工夫・協議を行うࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

  

■バス停の上屋を兼ࡡた歩行デッキ 

 

  ンプルな外観の歩道橋ࢩ■
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○新設歩道橋の利便性の確保 

・横断歩道橋の利便性向上ࠊࡣ昇降のし易さ帰着すࠋࡿ一般歩道幅員を狭࡚ࡵ設置さ

㞴しいこࡣこࡿす存在࡞快適࡚ࡗ歩道橋利用者双方ࠊ歩道通過者ࠊࡣ階段ࡿࢀ

くい素材ࡾの設置や歩行面の滑ࡾ段手すࠊの連携配置や隣接建築物ࠊを念頭

選定࡞配慮した細部デザインࡀ望まࠋࡿࢀ 

  

○新設歩道橋の快適性の確保 

・利用者の多い駅前や都市の人工地盤を構成すࡿデッキやࠊ支間の大࡞ࡁ歩道橋でࠊࡣ屋

根や防風壁を本体デザイン取ࡾ込ࠊࡾࡔࢇ下路トラス形式の採用ࡀ考えらࠋࡿࢀ風雨

対策や風の強い立地ࠊ࡞架橋地の特性配慮した形式選定ࡀ考えらࠊࡀࡿࢀこのよう

目立つさらこࠊ配慮し࡚歩道橋下の道路利用者ࠊࡶおい࡚景観配慮時࡞特別࡞

デザインࡣ避けࡿべࡁであࠋࡿ 

  

 

 

■隣接建築物内に設置した昇降階段 

  

 

■利用者に配慮したデࢸールの採用 

  

 

■屋根や防風壁を一体的にデザイン 

 された歩道橋 

 

■透過性の高いࢺラス橋の歩道橋 
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㸦㸰㸧歩道橋の色彩設定 

歩道橋ࡣ単体し࡚見らࠊࢀ視対象ࡾ࡞やすい道路附属物であࠊࡾ地域住民等の協議や現

場での検証等を行いࠊ下記事項留意し適正࡞色彩を選定すࡿこࡀ基本であࠋࡿ一般的ࠊࡣ

周辺景観や道路の構成要素配慮し10ࠊYR 系の中明度低彩度の色彩を使用すࡿ無理࡞く調和

す࡞ࠋࡿおࠊ新設歩道橋でデザインを周辺配慮し࡚個別検討すࡿ場合ࠊࡣこの限ࡾで࡞ࡣいࠋ 

 ࠔࢺポインࠓ

・市街地道路景観の主役ࠊࡣ道行く人々や車両ࠊ周辺建築物や店舗のショ࣮ウンド࣮ࠊ四

季折々変化すࡿ街路樹であࡿたࠊࡵ道路附属物であࡿ歩道橋ࡣ控えࠊࡵ鮮やすࡿࡂ

色彩ࡣ避け͆ࠊ 低彩度の落ち着いた色彩͇選定を原則すࠋࡿ 

・道路附属物等使用すࡿ色彩ࡣあࡿ程度絞ࡾ込ࠊࡳ統一感を演出すࡿこࡀ好ましいࡶの

のࠊすべ࡚の道路附属物等を同一色で揃えࡿこࡣ問題であࠋࡿ例えࠊࡤ歩道橋のよう࡞

大ࡶ࡞ࡁのࠊ細いポ࣮ル類使用さࡿࢀ焦ࡆ茶色を使用すࠊࡿ重く威圧感ࡀ強調さࢀ

その存ࠊ揃えた上で周辺建築物や周辺道路附属物等の色相ࠊࡣそこで歩道橋の色彩ࠋࡿ

在感を抑え10͆ࡿYR の中明度色彩͇を選定すࠋࡿ 

・塗装塗ࡾ替えの予算確保等の課題らࠊ必要最小範囲の塗ࡾ替えや補修タッチアップよ

耐久性向上ࠋࡿあࡀ事例ࡿすぼらしく見えࡳ出࡚ࡀらࡴの印象や色ࡂࡣࡂ⥅ࡀ桁側面ࠊࡾ

の観点らࠊࡶ少࡞く͆ࡶ同一面ࡣ全体を

同時期塗ࡾ替え͇ࡿこを原則すࠋࡿ 

・高欄部㸦窓枠部含ࡴ㸧ࡀ鋼製の場合ࠊこࢀを

桁部同色塗装すࡿこࡀ一般的であࠊࡀࡿ

色彩よࡣ࡚ࡗ歩道橋全体の存在感ࡀ増しࠊ

圧迫感繋ࡿࡀこࡶあࠋࡿその場合ࠊ高欄

部アル࣑やステンレス࡞錆び㞴い材料を

素材色のまま使用すࠊࡿ桁の色彩よࡶࡾ明

度のࡳ 2.0 以上明ࡿく塗ࡾ分けࡿ軽快࡞印

象ࠋࡿ࡞ 

 

 ○歩道橋の色彩選定 

      (10YR 系) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■桁と高欄部を塗り分けたࢩンプルな 

 歩道橋 
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 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○10YR の内ࠊ前図赤枠の中明度低彩度ら選定すࠋࡿ 

・道路附属物等ࡣ質の高い統一感ࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ色彩ࠊࡣ基本的単色で善し悪し࡞ࡣい

道ࠊࡵたࡿࢀ設置さ空間ࡿࢀ見ら同時ࡣ道路附属物等ࠋࡿあࡀ美醜࡚ࡗよ関係ࠊࡀ

路附属物等の形態やボࣜュ࣮ムよ࡚ࡗ明ࡿさや鮮やさ適度࡞変化を認ࡵつつࡶ調和

を保つこࡀで͆ࡿࡁ色相調和型の配色͇すࡿこࡀ望ましいࠋ 

・建築物の外装ࡣさまࡊま࡞色彩ࡀ使用さࠊࢀまた建築物取ࡾ付く屋外広告物の色彩ࠊࡣ

一般的最高彩度の原色ࡀ使わࡿࢀこࡀ多いࠋししࠊ建築物の基調色ࠊࡣ概ࡡ YR 系

や Y 系の低彩度の領域収ま࡚ࡗいࠋࡿ建築外装色の中心的࡞色相10 ࡣYR あたࡾであࡿ

たࠊࡵこࢀらの調和配慮しࠊ歩道橋を含ࡴ道路附属物等10͆ ࡣYR らあまࡾ離ࢀ

 ࠋࡿすを基本こࡿい色相を使用͇す࡞
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㸦３㸧歩道橋の記名表示 

歩道橋の側面記載さࡿࢀ橋ྡ࡞の記ྡ表示ࠊࡣその見らࢀ方ࡀ道路標識ほぼ同ࡌであࡿ

たࠊࡵ基本的࡞考えࡣ道路標識の法௧や基準従うࠋ記ྡ表示ࠊࡣ景観性加え運転者の視認性

字体㸦フォント㸧ࠊく࡞ࡣけでࡔさࡁ文字の大ࡣ点ࡁ留意すべࠊࡾ大切であࡀこࡿい࡚ࢀ優

や文字間隔ࡶ調整ࡀ必要であࠋࡿ 

またࠊ民間資金を活用した維持管理の手法し࡚ࠊネ࣮࣑ングライࢶパ࣮ト࣮ࢼ事業ࡀ行わࢀ

࡚いࠋࡿドライバ࣮の運転を妨࡞ࡡࡆい目立ちすࢦࣟࡿࡂや多すࡿࡂ文字数ࠊࡣ࡞景観面

らࡶ検討を加えࠊ調整すࡿこࡀ望ましいࠋ 

 ࠔࢺポインࠓ

○和文書体ࠊࡣ明朝系ࢦシック系の 2系統ࡀあࠋࡿ明朝系ࡣ⧄細࡞表情ࡀ特徴であࠊࡀࡿ

一般的縦線比べ࡚横線ࡀ細いたࠊࡵ遠方ら読࡙ࡳらくࢦࠋࡿ࡞シック系ࡣ文字の線

幅ࡀほぼ一定でࠊ漢字・カࡶࢼ字枠いࡥࡗい設計さ࡚ࢀおࠊࡾ可読性優ࢀ文字詰ࡵ

等の微調整ࡶほ࡞ࢇくࠊ公共の標識看板用いࡿ標準書体さ࡚ࢀおࠊࡾ歩道橋の記

ྡ表記でࢼࢦࠕࡣ B正体ࠖを基本すࠋࡿ 

○欧文書体ࠊࡣセࣜフ㸦飾ࡾ㸧のあ࡞ࡿしの 2 系統ࡀあࠋࡿ和文併せ࡚使用すࡿ場合ࠊ

明朝系ࡣセࣜフあࢦࠊࡾシック系ࡣセࣜフ無しࡀ基本ࢼࢦࠕࠋࡿ࡞体ࠖ組ࡳ合わせࡿ欧

文ࠊࡣセࣜフの無い࣊ࠕルベチカࠖを基本すࠋࡿ 

○大ࡁさࠊࡣ文字高 300 ㎜を基本すࠊࡀࡿ桁高࡞のバランスを考慮し決定すࠋࡿ 

○色彩ࠊࡣ桁10ࠕYR の中明度低彩度ࠖを推奨し࡚いࡿこらࠊ文字ࡀ見やすい黒色を基

本すࠋࡿ 

以下ࠊ各ポイント対し࡚具体的࡞比較根拠࡞を示すࠋ 

 和文書体       ■欧文書体■        ࠔ具体的方法の例ࠓ

○書体の比較根拠 

・読ࡳやすさの観点らࠊ 

右記赤枠を基本すࠋࡿ 

   ・右記赤枠の内ࠊ最太字 

    を基本すࠋࡿ 

 

 

 

  

○石井ࢦシック体    

        ル体࣮ࢼ○

         体ࢼࢦ○

      ルベチカ࣊○

○ࣘニバ࣮ス      

○石井明朝体      ○センチュ࣮ࣜ      
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A：300mm 

0.3a： 90mm 

2a/3：200mm 

○文字の大ࡁさ配置 

 ・横断歩道橋表示すࡿ文字の大ࡁさࠊࡣ文字高 300 ㎜を基本すࠊࡀࡿ桁高のバラン

スを考慮し࡚設定すࠋࡿ桁高 1,100 ㎜以上の場合ࡣ文字高 350 ㎜を上限拡大すࠋࡿ英

文ࡣ和文の 2/3 の大ࡁさすࡿこࡀ望ましいࠋ 

 ・和文対し࡚英文ࡀ横長ࡾ࡞バランスࡀ悪い場合ࠊࡣ英文࣊ࠕルベチカࠖのコンデン

スド㸦縮約㸧文字を用い࡚調整すࠋࡿ 

 ・文字の配置つい࡚ࠊࡣドライバ࣮らの視線を考慮し歩道橋桁側面のᕥ側配置㸦歩車

道境界ら 1～2ｍ㸧を基本すࠊࡀࡿ歩道利用者への情報提供の意味ࡶあࡿこらࠊ

全体のバランス等㸦連結部や添架さࡿࢀ標識等㸧ࡶ総合的勘案し࡚適宜設置すࠋࡿ縦

位置つい࡚ࠊࡣ桁高中央を原則すࠊࡀࡿ全体のバランスを考慮すࠋࡿ 

 ・地点ྡ称つい࡚ࠊࡣ歩道橋前後交差点や信号ࡀ設置さࢀ銘板ࡀ設置さ࡚ࢀいࡿ場合

 ࠋࡿ別途協議検討すࠊつい࡚称の整合や表示の必要性ྡࠊࡣ

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○書体の配置事例  

   

         ■英文：࣊ルベチカ 

  

 

 

 

         ■英文：࣊ルベチカ・コンデンスド 
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３-５ その他の道路附属物等 

㸦㸯㸧遮音壁 

 ࠔࢺポインࠓ

○道路景観の主役ࡣ沿道展開さࡿࢀ景観であࠊࡀࡿ遮音壁ࡣ機能・構造上こࢀら沿道景観

への眺ࡵを阻害すࡿ要因ࡾ࡞やすいࠋこのたࠊࡵ遮音壁の設置規模ࡀ必要最低限ࡿ࡞

ようࠊ道路本体の線形・構造を工夫すࡿこࠊࡀ遮音壁の景観的配慮の基本であࠋࡿ 

○遮音壁の設置ࡀ必要࡞場合ࠊࡣ一定区間おけࡿ形状の統一を図ࠊࡶࡿ形状の洗

練ࠊ沿道への眺ࡵの確保ࠊ存在感・圧迫感の低減ࠊ近接すࡿ他の道路附属物等の調和ࠊ

周辺景観の調和ࠊ外部景観への配慮つい࡚検討を行うこを基本すࠋࡿさら色彩

 ࠋࡿの調和を考慮し࡚選定す他の道路附属物等ࡿの融和や近接す沿道景観ࠊࡣつい࡚

○またࠊ既設の壁高欄遮音壁を後施工で設置すࡿ場合ࠊࡣ高欄天端上設置すࡿこを基

本しࠊ高欄側面外付けすࡿこࡣ外部景観への配慮の観点ら避けࡿこࡀ望ましいࠋ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○遮音築堤よࡿ代替つい࡚検討すࡿ 

・道路用地余裕ࡀあࡿ場合やࠊ特景観配

慮の必要性ࡀ高い場合ࠊࡣ遮音築堤よ

 ࠋࡿ有効であࡀこࡿ代替を検討すࡿ

 

 

 

 

○一定区間おい࡚遮音壁の形状ࠊ色彩の統一を図ࡿ 

・遮音壁ࡣ連続的設置さࡿࢀ施設であࡿたࠊࡵ短い区間で形状・色彩の異ࡿ࡞複数種類

の遮音壁ࡀ混在すࠊࡿ仮単体し࡚ࡣ優ࢀたデザインの遮音壁であࠊࡶ࡚ࡗ道路景

観全体し࡚ࡣ混乱をࡁたすおそࡀࢀあࠋࡿ 

・このたࠊࡵ遮音壁を設置すࡿ場合ࠊࡣ可能࡞範囲内で形状ࠊ色彩の統一を図ࡿこࡀ

望ましいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■遺跡における遮音築堤の設置例 

㸦中央の緑が遮音築堤、右が遺跡㸧 

  

■遮音壁の形状、色彩の統一の例 
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○遮音壁の形状の洗練を図ࡿ 

・道路の内部景観の特徴ࠊࡣ景観ࡀ連続的変化すࡿこあࠋࡿこのたࠊࡵ遮音壁の景

観配慮あたࠊࡣ࡚ࡗ天端おけࡿ笠木の設置やࠊ天端の形状を滑ら連続させࡿ等ࠊ

天端形状の工夫を行いࠊ快適で心地よい走行景観ࡀ得らࡿࢀよう配慮すࡿこࡀ有効

であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・垂直的立ち上ࡾࡀのあࡿ遮音壁ࠊࡣ水平性ࡀ卓越すࡿ道路景観おい࡚ࠊࡣその形態

自体ࡀ唐突࡞印象を生ࡌやすいࠋ特遮音壁の始終端部おい࡚ࡣその印象ࡀ顕著であ

印࡞唐突ࡿよ遮音壁ࠊでこࡿ付けࡾす遮音壁の始終端部を設置面ࠊࡵこのたࠋࡿ

象を緩和すࡿこࡀ有効であࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■遮音壁の天端における笠木の設置例 

  

■遮音壁の天端を滑らに擦り付け、連続性を確保している例 

  

■遮音壁の始終端部を擦り付けている例 
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○透過性の高い構造すࡿ 

・沿道美しい風景ࡀ広࡚ࡗࡀいࡿ等ࠊ沿道への眺ࡵを確保すࡿ必要性ࡀ高い道路おい

 ࠋࡿ有効であࡀこࡿす遮音壁自体を透過性の高い構造ࠊ透光板を採用しࡣ࡚

・たࡔしࠊ透光板ࡣ経年変化よ࡚ࡗ黄変や不透明化ࡀ進行すࡿこを考慮しࠊ採用あ

たࡣ࡚ࡗ維持管理必要࡞コスト留意すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○存在感・圧迫感を軽減すࡿ 

・垂直壁面ࡀ長い区間わた࡚ࡗ連続すࡿ遮音壁ࡣ存在感ࡀ大ࡁくࠊ道路の内部景観お

い࡚ࡶ外部景観おい࡚ࠊࡶ景観的࡞圧迫感を生ࡌやすいࠋこのたࠊࡵ遮音壁の規模ࡀ

特大ࡁくࡿ࡞場合ࠊࡣ壁面の緑化を行うあࡿいࠊࡣ遮音壁の上部パネル透光板を

採用すࡿ等ࠊ遮音壁の存在感ࠊ圧迫感を軽減すࡿ工夫を行うこࡀ有効であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■透光板を採用すること࡛透過性を確保している例 

  

 

 

 

 

 

 

 

■植栽により遮音壁を隠している例㸦左写真：前面に植栽、右写真：背面に植栽㸧 

  

■遮音壁の上部パネルに透光板を採用している例 
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○近接すࡿ他の道路附属物等の景観的調和を図ࡿ 

・遮音壁の周囲ࡣ照明柱や標識柱ࠊ防護柵いࡗた他の道路附属物等ࡀ設置さࡿࢀ場合

デザインを࡞一体的こうした他の道路附属物等ࠊࡣ࡚ࡗあた遮音壁の設置ࠋ多いࡀ

行うࠊあࡿいࡣ形状や色彩の調和を図ࠊ࡞ࡿ近接すࡿ他の道路附属物等の調和留

意すࡿこࡀ重要であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○周辺景観の調和を図ࡿ 

・道路景観の主役であࡿ沿道景観の融和配慮し࡚ࠊ遮音壁の素材や色彩を検討・決定

すࡿこࡶ重要であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■遮音壁を他の道路附属物等を一体的にデザインしている例 

 

 

 

 

 

 

 

 

■周辺景観との融和の観点ら遮音壁の素材、色彩を選定している例 

 㸦左写真：木製遮音壁を設置  右写真：外装板の色彩を緑色にしている㸧 
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○外部景観への配慮を行う 

・遮音壁を高欄設置すࡿ必要ࡀあࡿ場合ࠊ高欄の天端設置すࡿこで景観的すࡁࡗ

 ࠋࡿ࡞した印象ࡾ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・構造上の理由࡞ら壁高欄の側面遮音壁を外付けすࡿ場合ࠊࡣ両者の接合部ࡀ露出

しࠊ道路の外部景観景観的࡞違和感を生ࡌやすいࠋこのたࡵ市街地・郊外部の道路等ࠊ

人の目付ࡁやすい場合ࠊࡣ遮音壁の支柱の色彩を壁高欄同系色すࠊ࡞ࡿ外部

景観への配慮を行うこࡀ重要であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・遮音壁の外側外装板を設置し外部景観の煩雑࡞印象の軽減を図ࡿ方法ࡶあࠊࡾ特高

架橋でࡣ橋桁を含࡚ࡵ全体を外装板で覆࡚ࡗいࡿ例ࡳࡶらࠊࡀࡿࢀ遮音壁の高さࡀ高い

場合ࡣ外装板自体ࡀ大ࡁくࡾ࡞すࠊࡂ重たい印象を与えࡿ場合ࡶあࡿので注意ࡀ必要

であࠋࡿまたࠊ外装板の設置あたࠊࡣ࡚ࡗコスト維持管理上の支障㸦点検の容易性

等㸧十分留意すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 

 

  

   

■高欄と遮音壁の接合部が外部に露出している例ࠋ左写真ࡣ支柱と高欄側面の色彩が異なる

ため、同系色としている右写真と比べて繁雑な印象がより強いࠋ 

  

■遮音壁を高欄の天端に設置している例 
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㸦㸰㸧落下物防止柵 

 ࠔࢺポインࠓ

○ドライバ࣮の目線の高さ付近設置さࡿࢀ落下物防止柵ࠊࡣ遮音壁同様ࠊ沿道への眺ࡵ

の阻害要素ࡾ࡞やすい施設であࠋࡿこのたࠊࡵ沿道美しい風景ࡀ展開し࡚いࠊ࡞ࡿ

沿道への眺ࡵを確保すべࡁ道路おい࡚ࠊࡣ形状等の工夫を行うこでࠊ道路外への眺ࡵ

を確保すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

○また遮音壁同様ࠊ近接すࡿ他の道路附属物等の調和ࠊ外部景観への配慮を行うこを

基本すࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○外部景観配慮し࡚ࠊ壁高欄の天端支柱を設置すࡿ 

・壁高欄落下物防止柵を設置すࡿ場合ࠊ壁高欄の外側支柱を設置すࡿボルト類等ࡀ

外部露出し外部景観ࡀ繁雑࡞印象ࠋࡿ࡞このたࠊࡵ壁高欄落下物防止柵を設置す

 ࠋ望ましいࡀこࡿ支柱を設置す壁高欄の天端ࡣ場合ࡿ

○シンプルで透過性の高い形状すࡿ 

・上下縁の࡞い格子金網の採用やࠊ透過性の高い格子の採用ࠊ࡞落下物防止柵の存在

感を軽減しࠊ沿道への眺ࡵを確保でࡿࡁよう࡞シンプルで透過性の高い形状すࡿこ

 ࠋ望ましいࡀ

 

 

 

 

 

  

 

■透過性の高い落下物防止柵により圧迫感を
軽減している例 
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㸦３㸧防雪柵 

 ࠔࢺポインࠓ

○沿道連続し࡚設置さࡿࢀ防雪柵ࠊࡣ遮音壁や落下物防止柵同様ࠊ沿道への眺ࡵの阻害

要素ࡾ࡞やすい施設であࠊࡾ壁面ࡀ立ち上ࡿࡀたࡵ景観的目立ちやすいࠋこのたࠊࡵ

必要࡞機能を担保しつつࠊ色彩を工夫すࡿ等ࠊ周辺景観の融和を図ࡿこࡀ重要であࠋࡿ 

○また防雪柵ࠊࡣ無積雪期ࡣその機能を発揮し࡞い道路附属物であࡿたࠊࡵ無積雪期の景

観ࡶ配慮すࡿこࡀ重要であࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○周辺景観の融和を考慮し࡚適切࡞色彩を採用すࡿ 

・防雪柵ࡀ必要以上目立つこ࡞ࡀいようࠊ周辺景観の融和を考慮し࡚適切࡞色彩

を採用すࡿこࡀ望ましい࡞ࠋおࠊ明度の低い色彩ࡣ重たい印象ࡿ࡞たࠊࡵ避けࡿこ

 ࠋ望ましいࡀ

・防雪柵で多く採用さ࡚ࢀいࠕࡿ亜鉛メッキࠖࡣ経済性優ࡿࢀたࠊࡵ色彩選定あたࡗ

 ࠋ望ましいࡀ検討を行うこ࡚ࡵ含ࡶ亜鉛メッキࠖࠕࡣ࡚

○収納式の防雪柵を採用すࡿ 

・沿道美しい風景ࡀ展開し࡚いࡿ道路おい࡚ࠊࡣ無積雪期おい࡚道路景観を阻害す

 ࠋ望ましいࡀこࡿ収納式の防雪柵を採用すࠊいよう࡞のこࡿ

 

 

 

  

 

■収納していない防雪柵の例 

 目立たない色彩を採用している 

 

■たたࡔࢇ状態の防雪柵の例 

 収納時にࡣ柵による圧迫感が軽減される 
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㸦㸲㸧ベンチ 

 

 ࠔࢺポインࠓ

道路附属物等し࡚の固定的࡞ベンチࠊࡣ周辺の自然やまちࡳ࡞の融和を図ࠊࡾシンプル

 ࠋࡿ基本であࡀこࡿ色彩を選定すࡿさせࡌを感ࡁ落ち着ࠊ形状で࡞

またࠊベンチの形状・色彩つい࡚ࠊࡣ景観計画等の上位計画の調整を図ࡿこࡀ基本

 ࠋࡿ࡞

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・固定的࡞ベンチࠊࡣ基本的ᗙ板ࠊ構造部で構成さࠊࢀ必要応࡚ࡌ背ࡶたࡀࢀあࠋࡿ道

路空間設置さࡿࢀ固定的ベンチの場合ࠊ構造部ࡣ鋼製コンク࣮ࣜト製ࠊᗙ板ࡣ木製や

人工木材製ࠊ樹脂製ࡀ多いࠋ構造部ࡣでࡿࡁ限ࠊࡾシンプルでコンパクトࡶ࡞のすࡿこ

耐久性の高い木材を使用ࡿࢀらࡌ感ࡀࡾࡶた際の温ࡗᗙࠊࡣᗙ板ࠊまたࠋࡿすを基本

すࡿこࡀ望ましいࠊࡀささくࢀ等の発生ࡶあࡿこら維持管理注意すࡿ必要ࡀあࠋࡿ

最終的ࠊࡣコスト等のバランスࡶ考慮し࡚素材を決定すࠋࡿ 

・鋼製部材の色彩ࠊࡣダ࣮クグレ࣮㸦10YR3.0/0.2㸧ࠊダ࣮クブラウン㸦10YR2.0/1.0㸧ࠊ࡞

でࡔࡿࡁけ目立た࡞いࡶのを基本すࠋࡿ 

 

 

 

 

  

 
■植樹帯と一体的に整備された歩道部のベンチ 

 

■植樹帯の柵と兼用࡛デザインされた歩道部の
ベンチ 
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㸦㸳㸧バス停上屋 

 ࠔࢺポインࠓ

バス停上屋ࠊࡣ近年占用物件し࡚で࡞ࡣくࠊ道路附属物し࡚設置さࡿࢀケ࣮スࡳࡶらࢀ

軽快でシンプルࠊࡾの融和を図ࡳ࡞周辺の自然やまちࠊࡣ場合ࡿ整備すࠋたࡗ࡞ようࡿ

感ࡌさせࡿ形状・色彩を選定すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

バス停上屋の形状・色彩つい࡚ࠊࡣ景観計画等の上位計画の調整を図ࡿこࡀ基本࡞

基本ࡀこࡿ調整を図ࡾよの協議等道路管理者ࠊࡣ場合ࡿ整備すࡀ民間事業者ࠊまたࠋࡿ

 ࠋࡿ࡞

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・設置よࡿ圧迫感を軽減すࡿたࠊࡵ壁や屋根等の素材を透明感のあࡶࡿのすࠊ࡞ࡿ

でࡾࡂࡿࡁ軽快で開放感の感ࡌらࡿࢀようすࠋࡿ

・シンプルで無駄の࡞い構成を基本しࠊ設置すࡿ場所の条件応࡚ࡌ必要࡞機能を絞ࡾ込

ࠋࡴ

・バス停上屋ࠊࡣ目印し࡚の記号や文字ࠊ時刻表࡞の部分以外ࠊࡣそࢀらを引ࡁ立࡚࡞

ࠋࡿす色彩を基本ࡿ融和すら周辺ࡀ

・利用者の滞留空間し࡚舗装よࡿ視覚的࡞区分を行う場合ࠊࡣ同色相で素材を変えࠊࡿ

同素材で 2.0 以内の明度差を持たせࡿ程度すࠊ࡞ࡿ際立ࡗた変化を避けࡿこࡀ望ま

しいࠋ

■バス停上屋と道路附属物等がダークブ
ラウン࡛統一されている

■透過性のある屋根材を使用し、狭い歩
道空間への圧迫感を軽減している

■道路附属物として整備された駅前広場のバス停
上屋の例
照明柱、横断防止柵、ボラードをダークࢢレー࡛
統一するな࡛、連続するバス停上屋に透過性の
ある素材を用いるとともに、全体をオ࣍ࣇワイࢺ
࡛まとめて明るい空間を確保している
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㸦６㸧視線誘導標 

視線誘導標ࠊࡣ道路附属物のうちࠕ車両の運転者の視線を誘導すࡿたࡵの施設ࠖし࡚定

視線誘導標設置基準／昭和ࠕࡣ考え方ࡿ関すその設置ࠊࡾお࡚ࢀらࡵ 59 年 4 月ࠊ国土交通

省都市局・道路局 㸦ࠖ以下ࠊこの項でࠕ基準ࠖいう㸧示さ࡚ࢀいࠋࡿこのࠕ基準ࠖでࠊࡣ

反射体を支柱で支えࡿタイプのࠕデࣜニエ࣮タ࣮ࠖを対象し࡚いࠋࡿ 

従来ࠊࡣ視線誘導標ࡣデࣜニエ࣮タ࣮ࡀ一般的であࡗたࠊࡀ近年ࡣ基準おさまら࡞い形

状や機能を有すࡿ製品ࡀ多く採用さ࡚ࢀいࠋࡿ 

し直径丸型ࡣ反射体の形状ࠊࡣ基準ࠖでࠕ 70mm 以上 100mm 以下し࡚いࠊࡀࡿ反射体を

支柱の外周取ࡾ付けた樹脂製やࢦム製の視線誘導標㸦ガイドポスト㸧をࠊࡵࡌࡣ矢印でカ

࣮ブの注意喚起をಁす線形誘導標ࠊ自発光型のࡶの࡞多様࡞製品ࡀあࠋࡿ 

ここでࠊࡣ以下の 4タイプつい࡚ࠊ景観配慮すࡿ考え方を記すࠋ 

 

 

 

 

 

 

 ࠔࢺポインࠓ

○他の道路附属物等の調和 

視線誘導標ࠊࡣ他の道路附属物等よࡾ後追加し࡚設置さࡿࢀ場合ࡀ多いたࠊࡵ形状

や色彩ࠊࡣ࡞他の道路附属物等調和させࡿこを基本すࠋࡿ 

○法定表示等の視認性を優先させࡿこࡀ基本 

視線誘導標ࡣ注意喚起機能ࡀ求ࡵらࡿࢀ施設であࠊࡾそのたࡵ彩度の高い製品ࡀ用い

らࡿࢀ場合ࡀ多いࠊࡀ高彩度の視線誘導標を多用すࠊࡿ交通安全上ࡣ最ࡶ重要࡞情

報を提供すࡿ法定表示等ࡀ目立た࡞くࡿ࡞場合ࡀあࠋࡿ 

視線誘導標の設置際し࡚ࠊࡣ他の法定表示等の視認性を阻害すࡿこの࡞いようࠊ

視線誘導標し࡚の役割を確保でࡿࡁ最小限の配置すࠋࡿまたࠊ色彩ࠊࡣ法定表示

等競合すࡿこの࡞い彩度抑えࡿようࠊ十分࡞注意を要すࠋࡿ 

○維持管理性の確保 

視線誘導標ࠊࡣ車道ࠊ路側࡞のࠊ車両接触すࡿ可能性ࡀ高い箇所設置すࡿたࠊࡵ

破損すࡿ可能性ࡀ高い施設であࠋࡿ破損した場合ࡣ交通安全上の機能ࡀ低下すࡿ

視線誘導標の導入ࠊࡵそのたࠋࡿࢀ望まࡀ早期の補修ࠊࡵたࡿ悪化すࡶ景観ࠊࡶ

早ࠊࡀ交換ࠊ破損時の部品調遉や修繕ࠊ加え耐久性の高い製品の選定ࠊࡣ際し࡚

急対応でࡿࡁ製品を選定すࡿこを基本すࠋࡿ 

○景観的࡞ままࡾ 

ままࡾのあࡿ連続的道路景観を形成すࡿたࠊࡵ短い区間や道路の両側࡞でࠊ異

 ࠋࡿすを基本こࡿすいよう࡞混在しࡀ製品ࡿ࡞形状や色彩ࡿ࡞

ձデࣜニエーター ղガイドポスࢺ ճ線形誘導標 մその他のタイプ 
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ձデࣜニエーター 

デࣜニエ࣮タ࣮ࠊࡣ車道の側方沿࡚ࡗ道路線形等を明示しࠊ運転者の視線誘導を行う施

設であࠋࡿ 

直径ࡣデࣜニエ࣮タ࣮の反射体ࠊࡤࢀよ基準ࠖࠕ 70mm 以上 100mm 以下の丸形しࠊ反射

体の色彩ࡣ白色またࡣ橙色ࠊ支柱の色彩ࡣ白色またࡣこࢀ類すࡿ色さ࡚ࢀいࠋࡿ 

デࣜニエ࣮タ࣮の使用範囲つい࡚ࠕࠊࡣ安全つ円滑࡞交通を確保すࡿたࡵ必要ࡀあࡿ

場合ࠖさ࡚ࢀおࠊࡾまたࠊ設置場所反射体の色彩の関係ࠊࡣᕥ側路測白色反射体を設

置すࡿこを原則しࠊ必要応࡚ࡌ中央分離帯および右側路測等橙色反射体の設置を認

 ࠋࡿい࡚ࡵ

 

 

 

 

出典ࠕ視線誘導標設置基準／昭和 59 年 4 月 16 日ࠊ都街発第 15 号・道企発第 16 号  ࠖ

 

こࢀらのこらࠊ反射体の色彩ࠊࡀ他の法定表示等の視認性を阻害すࡿこの࡞いようࠊ

視線誘導標し࡚の役割を確保でࡿࡁ最小限の大ࡁさ配置すࡿこを基本すࠋࡿ 

 

 ࠔࢺポインࠓ

○基準の趣旨を踏まえࠊ他の道路附属物等の調和配慮すࠋࡿ 

○支柱の色彩つい࡚ࠊࡣ白色またࡣこࢀ類すࡿ色さ࡚ࢀおࠊࡾ景観配慮ࡀ必要࡞場

合ࠊࡣ例えࠊࡤグレ࣮ベ࣮ジュ(10YR6.0/1.0 程度)やࠊ亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆ近い色彩で

あࡿオフグレ࣮㸦5Y7.0/0.5㸧の採用つい࡚ࡶ検討すࡿこすࠋࡿ 

○防護柵取ࡾ付けらࡿࢀタイプのデࣜニエ࣮タ࣮を使用すࡿ場合ࠊ反射体取ࡾ付け部

材の色彩ࠊࡣ防護柵の色彩合わせら࡞ࢀい検討すࡿこすࠋࡿ 

 

 

  

㻔㎜㻕 
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ղガイドポスࢺ㸦樹脂製視線誘導標㸧 

樹脂製またࢦࡣム製の視線誘導標㸦ガイドポスト㸧ࡣ近年ࠊ車線分離ࠊ駐車禁止対策ࠊ生活道

路等おけࡿ狭さく࡞多用さࢀつつあࠋࡿ 

 ࠔࢺポインࠓ

○交通安全上の役割を果たすこのでࡿࡁ必要最小限の設置すࠋࡿ 

○彩度の高い視線誘導標を多用すࡿこࡣ避けࡿこしࠊ設置目的よࠊࡾ彩度を抑えた

製品を選定すࡿこすࠋࡿ 

 

樹脂製視線誘導標ࠊࡣ接着剤やアスファルト用アンカ࣮࡞で簡易設置でࡿࡁ利点を持

ちࠊ車線分離ࠊ駐車禁止対策ࠊ生活道路等おけࡿ狭さく࡞多用さࢀつつあࠋࡿ 

製品よࡾ色彩の選択肢ࡣあࡶࡿののࠊ注意喚起を設置目的すࡿたࠊࡵJIS 安全色

同等の高い彩度を持つ製品ࡀ用いらࡿࢀ場合ࡀ多いࠋ 

交通安全のたࡵあࡿ程度の視認性を確保すࡿ

必要ࡀあࡿ一方でࠊ彩度の高い視線誘導標を多用

すࠊࡿ目立た࡞け࡞ࡤࢀら࡞い法定標示等ࡀ目

立た࡞くࡿ࡞場合ࡀあࠋࡿ特ࠊ道路空間の規模ࡀ

幹線道路比較し࡚小さい生活道路等でࠊࡣ幹線

道路以上注意ࡀ必要であࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○目的応࡚ࡌ低彩度の製品を選定 

設置すࡿ場所目的を考慮しࠊ低彩度の製品を

採用すࠋࡿまたࠊ必要応ࠊ࡚ࡌ反射テ࣮プ࡞で

視認性を確保すࡿこすࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■景観に配慮した視線誘導標 

写真ࡣダークブラウン(10YR2.0/1.0) 

他にダークࢢレー(10YR6.0/1.0)、ࢢレ
ーベージュ(10YR3.0/0.2)の製品がある 

■高彩度の視線誘導標を多用した例 

消火詮表示と同等の彩度となっているࠋ 

■日本工業規格(JIS)に定める安全色 
・JIS 安全を確保するための特別、ࡣ࡛

の属性をもつ色としてJIS安全色を定
めているࠋ 

・JIS 安全色ࡣ高い視認性が求められる
ため、高彩度色(彩度 10～14)を用いて
おり、これらと混同する色彩の乱用ࡣ
避けるべ࡛ࡁあるࠋ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
JIS 安全色㸦JIS Z9101 抜粋㸧 
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ճ線形誘導標 

線形誘導標ࠊࡣ反射体で矢印࡞を表示しࠊカ࣮ブや危険箇所等の注意喚起をಁしࠊ道路

の線形対し࡚運転者の視線を誘導すࡿたࡵ設置すࡿ施設であࠋࡿ 

基準該当し࡞い施設であࠊࡾ様々࡞形状ࠊ色彩の製品ࡀ設置さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 ࠔࢺポインࠓ

○景観配慮すࡿたࠊࡣࡵ安全を確保すࡿうえで必要最小限の設置しࠊ反射体の形状ࠊ

寸法ࠊ色彩つい࡚ࡣ過度目立つこの࡞いよう努ࡿࡵこしࠊ支柱の色彩ࡣ周

囲の道路附属物合わせࡿこを基本すࠋࡿ 

○車両速度ࡀ高く交通量の多い道路等でࡣ有効

設࡞低い生活道路ࡀ車両速度ࠊࡀࡔ手法࡞

置すࡿ場合ࠊࡣ設置数や色彩よࡣ࡚ࡗ目立

た࡞け࡞ࡤࢀら࡞い標識等ࡀ目立た࡞くࡿ࡞

場合等ࡀあࠊࡾ十分࡞注意ࡀ必要であࠋࡿ 

○反射体の色彩等つい࡚ࠊࡣ注意喚起の必要性

視界ࠊࡣ箇所でࡿࢀ限ら悪天候時等ࠊ夜間ࡀ

状況ࡿ࡞必要ࠊࡎ目立たࡣ昼間時࡞良好ࡀ

自発ࠕ白色反射体ࠖやࠕࡿ高まࡀ視認性ࡾ限

光型ࠖ࡞つい࡚ࡶ検討すࡿこすࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○目的応࡚ࡌ低彩度で防護柵のトップビ࣮ムら突出し࡞い製品を選定 

設置すࡿ場所目的を考慮しࠊガ࣮ドパイプの色彩統一感ࡀあࠊࡾビ࣮ム取ࡾ付けら

 ࠋࡿ製品を採用すࡿࢀ

○線形誘導標ࠊࡣ同一カ࣮ブ区間多数取ࡾ付けらࡿࢀ場合ࡀ多いࠋこのよう࡞場合ࠊࡣ

線形誘導標のࢧイࢬを小さくすࠊࡿ線形の視認必要十分࡞設置間隔し࡚設置数を減ࡎ

 ࠋࡿすの工夫を行うこ࡞ࡿ

○線形誘導標ࠊࡣ四角形の盤面矢印を記したࡶのࡀ多いࠋ盤面の色彩つい࡚ࠊࡣ防護柵

ࡣ矢印の色ࠋࡿす色彩ࡌ同の周辺の道路附属物等࡞ JIS 安全色示さࢀた高彩度の

 ࠋ望ましいࡀこࡿべく彩度の低い色彩や白色を用いࡿ࡞ࠊࡀ多いࡀこࡿࢀ使わࡀのࡶ

 

 

 

            

 

 

  

■市街地における線形誘導標 

 

■景観に配慮した線形誘導標 
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մその他のタイプ 

(a)自発光型視線誘導標 

支柱や支柱基部 LED を内蔵しࠊ発光すࡿこで視線誘導を行うࠋ 

基準該当し࡞い多様࡞製品ࡀあࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࠔࢺポインࠓ

○昼間時の景観への配慮 

設置箇所の特性を踏まえࠊ注意喚起の必要性ࡀ夜間ࠊ悪天候時等限らࡿࢀ箇所でࠊࡣ

視界ࡀ良好࡞昼間時ࡣ目立た࡞い形状ࠊ色彩すࡿこを基本すࠋࡿ 

(b)その他 

形状ࠊ寸法ࠊ色彩ࠊ࡞基準該当し࡞い多様࡞製品ࡀあࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࠔࢺポインࠓ

○標準的で࡞ࡣい製品を採用すࡿ場合の注意点 

標準的で࡞ࡣい製品を採用すࡿ場合ࠊࡣ現地の交通事情対し最適࡞対策であࠊࡿ

あࡿいࡣ汎用品で同等の効果ࡀ得ら࡞ࢀいࠊ࡞相応の検討を行う必要ࡀあࠋࡿ 

○形状・色彩の注意点 

運転者対し違和感を与えࡿ形状やࠊ必要以上誘目性の高い配色࡞を用いࡿこ

の࡞いようࠊ十分࡞注意ࡀ必要であࠋࡿ 

■φ30cm の大型タイプ 

■設置イメージ・昼 ■設置イメージ・夜 

■箱型･自発光タイプ 
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㸦７㸧立入防止柵 

自動車専用道の敷地境界ࠊ高架道路下空間の進入防止ࠊ歩道橋の階段下の不法占拠防止ࠊ࡞

立入防止柵ࡀ無造作設置さࠊࢀそのこࡀ景観を阻害し࡚いࡿ例ࡀ少࡞く࡞いࠋ周囲の道路附

属物等ࡀ景観配慮をす࡞ࡿでࠊ立入防止柵つい࡚ࡶ景観的࡞配慮ࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 

 

 ࠔࢺポインࠓ

○形状ࠊࡣ縦桟࡞のシンプルࡶ࡞のすࠋࡿ 

○彩度の高い色彩ࡣ避けࡿこすࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○自動車専用道の郊外部おけࡿ敷地境界でࠊࡣ低彩度あࡿいࡣ無彩色㸦亜鉛メッキ等㸧の

色彩すࠋࡿ 

○都市部の高架道路下空間おい࡚ࠊࡣ縦桟࡞のシンプル࡞形状しࠊ低彩度の色彩す

 ࠋࡿ

○歩道橋の階段下ࠊࡣ࡞歩道橋の色彩調和すࡿ色彩すࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■歩道橋下に無造作に設置された緑色の
立入防止柵 

 

■高欄支柱の位置と立入防止柵の支柱の
位置を揃える等、歩道橋と一体的にデ
ザインされた立入防止柵の例 

 

■パイプ柵を用いて立入防止を図ってい

る事例 
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㸦８㸧道路反射鏡 

 

道路反射鏡ࠊࡣ見通しの࡞ࡁい幅員の狭い生活道路の交差点設置さࡿࢀこの多い道路附

属物であࠋࡿ 

道路反射鏡の支柱等の色彩関すࡿ考え方ࠕࡣ道路反射鏡設置指針／昭和 55 年 12 月ࠊ日本道

路協会ࠖp32 でࠊ原則ࠊ橙色㸦2.5YR6/13㸧さ࡚ࢀいࠊࡀࡿ周囲の環境等よࡾやࡴを得࡞い場

合ࡣ他の色彩を用い࡚よいࡶのさ࡚ࢀい࡞ࠋࡿおࠊこの場合ࡶ道路反射鏡ࡀその役割を果たせ

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿ安全面を十分確認すࠊようࡿ

 

 ࠔࢺポインࠓ

○道路反射鏡ࠊࡣ主し࡚支柱鏡面ࠊ鏡面の取付枠ࠊフ࣮ドら構成さ࡚ࢀいࠋࡿ㸦フ࣮ド

の必要性つい࡚ࡣ検討すࠋࡿ㸧 

○指針の趣旨を踏まえࠊ景観的࡞配慮を行う場合ࠊࡣ橙色以外の色彩ࡶ検討すࠋࡿまたࠊ景

観安全面の両立の観点らࠊ支柱ࠊ取付枠ࠊフ࣮ドを必ࡎしࡶ同色し࡞いこࡶ考え

らࠋࡿࢀ 

○鏡面の取付枠の背面ࠊࡣ必要以上目立た࡞い色彩すࠋࡿ 

○フ࣮ドを取ࡾ付けࡿ場合ࠊࡣ壊ࢀやすい樹脂製のࡶのࡣ避けࠋࡿ 

○同一交差点複数の道路反射鏡を設置すࡿ場合ࠊࡣ同ࡌ形状・色彩のࡶのを設置すࠋࡿ

またࠊ特支障࡞ࡀい限ࠊࡾ同ࡌ高さすࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○安全面を十分確認のうえࠊ道路反射鏡の取付枠やフ࣮ド等橙色を用いࡿ場合であࠊࡶ࡚ࡗ

必要以上目立た࡞いよう彩度の低い色彩を検討すࡿ㸦例え10ࠊࡤYR7.0/6.0 程度㸧ࠋま

たࠊ支柱ࠊࡣ周辺の道路附属物等のバランスを踏まえࠊグレ࣮ベ࣮ジュ㸦10YR6.0/1.0 程

度㸧や亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆの色彩近いオフグレ࣮㸦5Y7.0/0.5 程度㸧ࠊ亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆ等

 ࠋࡿ検討すࡶ

○鏡面の取付枠の背面の色彩ࠊࡣ支柱同色ࠊまたࡣグレ࣮ベ࣮ジュ㸦10YR6.0/1.0 程度㸧ࠊ

オフグレ࣮㸦5Y7.0/0.5 程度㸧ࠊ亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆ等の必要以上目立た࡞い色彩すࠋࡿ 
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■標準的に使用されている道路反射鏡正面と背面

■同一交差点における複数の道路反射鏡を
 設置した例
高さ等が不揃いであり、乱雑な印象である

■支柱や鏡面の取付枠の背面に亜鉛メッキを採用
 している例
周辺環境との調和を目的に橙色以外の色を採用

■支柱とフードに白色を採用した例
白色の支柱を採用したことで、唐突な印象

 を軽減させながら道路反射鏡の視認性を確
保している

■ダークブラウンの支柱を採用したの例
 道路反射鏡の存在が視認されやすい立地では、
背後の建物等との景観調和と交通安全機能との
両立が可能な場合がある
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㸦９㸧舗装・路面への表示 

舗装ࠊࡣ沿道景観おい࡚占ࡿࡵ割合ࡀ大ࡁいたࠊࡵ地域の特性や施設の用途㸦車道部ࠊ歩

道部㸧を考慮したうえでࠊ意匠及び色彩ࡀ周辺景観調和すࡿよう努ࠋࡿࡵ 

ձ車道 

 ࠔࢺポインࠓ

・相対的耐用年数ࡀ短く初期工費ࡀ安価࡞アスファルト系舗装ࠊ耐用年数ࡀ長く初期工

費ࡀ高価࡞コンク࣮ࣜト系舗装大別でࠋࡿࡁ道路し࡚の連続性や景観性らࠊࡣ

ちらを選択すࡿこࡶ可能であࠊࡀࡿ管理区分を同一すࡿ区間ࠊࡣ土工部・橋梁部限

らࡎ同一の舗装を選定すࡿこを基本すࠋࡿ

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・同一車線内でࠊࡣ舗装の材料・色調等を統一しࠊ連続性の確保努ࠋࡿࡵ

・市街地部の道路や歴史的街並ࡳでࠊࡣ落ち着いた印象を与えࡿ控え࡞ࡵ意匠や色彩を検討

すࡿ㸦周辺の建物外壁よࡶࡾ低彩度・低明度ࡀ望ましい㸧ࠋ

コンク࣮ࣜト系舗装や半たわࡳ性舗装ࠊࡣアスファルト系舗装よࡾ明ࡿい印象を与えࡿた

 ࠋࡿ有効であࠊࡵ

・アスファルトの表面塗料を塗ᕸしたࡔけのカラ࣮舗装ࠊࡣ車道部分施工すࡿ劣化し

やすい傾向あࡿたࠊࡵ安全対策を目的施工すࡿ場合ࠊࡣその機能を保持すࡿたࡶࡵ

定期的࡞維持管理や補修努ࠋࡿࡵ

■コンクࣜーࢺ系舗装や半たわみ性舗装ࡣ明
るい印象を与える

■塗ᕸ式のカラー舗装ࡣ、定期的な補修が必
要࡛ある
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ղ歩道 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・歩道舗装の検討あたࠊࡣ࡚ࡗ歩道上の人々の姿ࡀ景観上の主役であࡿこを意識しࠊ色

彩や模様で歩道ࡀ目立つこの࡞いようすࡿこを基本すࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・舗装の色彩ࠊࡣ地域の背景色ࡿ࡞色調合わせࠊ࡞ࡿ歩道ࡀ目立ࡗたࡶの࡞ら࡞い

よう配慮すࠋࡿ 

・歩道や自転車道㸦㸦9㸧ճ参照㸧ࡣ走行性を確保したうえでࠊ沿道建物࡞周辺施設の調

和を図ࠊࡾ地域環境や道路の性格ふさわしい舗装材料を検討すࠋࡿ 

・歩道自転車道ࡀ併設さ࡚ࢀいࡿ場合ࠊࡣ舗装変化を与えࠊ両者の通行区分の違いを表

現すࡿよいࠋ色の塗ࡾ分けで違いを表現すࡿ場合ࠊࡣ視認性を確保しࡀ࡞らࠊࡶ道路

空間全体の色彩環境を考慮すࠋࡿ 

  
※ふࡌのくに色彩・デザイン指針㸦社会資本整備㸧第 3版㸦ᖹ成 26 年 7月㸪静岡県㸧 

○色彩㸦カラ࣮舗装ࡣ後述のմ参照㸧 

・無彩色系及びア࣮スカラ࣮を基本しࠊ明度ࡣ 4～7程度すࠋࡿ 

・ブࣟック系舗装࡚混色すࡿ場合ࠊࡣ柄を意識させࡿよう࡞コントラストの強い配色ࡣ

避けࠊ明度差ࡣ 1.5 以下程度ࡀ望ましいࠋ 

・ブࣟック系舗装でࡣ単色ࡶしくࡣ 2～3色の混色し࡚ࠊ歩道幅ࡀ狭いこࢁでࡣ色数を少

 ࠋࡿくす࡞

・ア࣮スカラ࣮つい࡚ࡣ周辺の景観色ࠊ建造物の色調配慮し࡚色彩を決定すࠋࡿ 

○形状・仕上ࡆ 

・ブࣟック系舗装でࡣ矩形を基本し࡚ࠊエイジングを感ࡌさせࡿ仕上ࡀࡆ望ましいࠋ 

・仕上ࠊࡣࡆショットブラスト等で処理した粗面状のࡶのやࠊ自然砂利の洗い出しࡀ࡞相

応しいࠋ 

・幅員の広い歩道でࠊࡣ比較的大型の材を使用すࡿこࡀ望ましいࠋ 

・レベル変化やマンホ࣮ル等の工作物ࡀ多い場所でࠊࡣ小型の材を使用すࡿこࡀ望ましいࠋ 

○配置 

・ブࣟック系舗装でࡣ整列さࢀた単純ࡶ࡞のを基本しࠊ周辺景観よࡣ࡚ࡗ変化を持たせ

たパタ࣮ンࡶ可すࠋࡿ 
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※視覚障害者誘導用ブロック 

視覚障害者誘導用ブࣟック設置指針／昭和ࠕ・ 60 年 8 月ࠊ国土交通省都市局ࠊ道路局㸧で

ࠋࠖࡿすし࡚黄色原則ࠕࡣ色彩ࠊࡣ 道路の࡞必要ࡵ移動等円滑化のたࠕࠊほࡿあ

構造関すࡿ基準定ࡿࡵ省௧㸦第 116 号㸧／平成 18 年 12 月ࠊ国土交通省ࠖでࠕࡣ黄色

その他の周辺の路面の輝度比ࡀ大ࡁいこ等よࡾ当該ブࣟック部分を容易識別でࡁ

ࠋࠖࡿす色ࡿ  ࠋࡿい࡚ࢀさ

道路の移動等円滑化整備ガイドライン／平成ࠕࠊお࡞ 23 年 8 月ࠊ国土技術研究センタ࣮ࠖ

の解説でࠕࠊࡣ周辺の路面の輝度比ࡀ 2.0 程度すࡿこよࡾ視覚障害者誘導用ブࣟッ

クࡀ容易認識でࡿࡁこࡀ必要であࠋࠖࡿ ࡣ明彩度の高い色彩過度ࠊࡀࡿい࡚ࢀさ

避けࡿこࡀ望ましいࠋ 

・ブࣟック周辺の路面の輝度比を確保すࡿたࡵ縁取࡞ࡀࡾさࡿࢀケ࣮スでࠊࡣ当該ブࣟ

ック部分を必要以上際立たせࡿこࡾ࡞景観的࡞違和感ࡀ生ࡿࡌこࡀ多いたࠊࡵ上

述の輝度比ࡀ確保でࡿࡁベ࣮ス舗装色を選定すࡿこࡀ望ましいࠋ 

・一方ࠊ同ガイドラインでࠕࡣ色彩配慮した舗装を施した歩道等おい࡚ࠊ黄色いブࣟッ

クを適用すࡿこでその対比効果ࡀ十分発揮で࡞ࡁくࡿ࡞場合ࠊࡣ設置面の輝度比や明

度差ࡀ確保でࡿࡁ黄色以外の色すࡶࡿのすࠋࠖࡿ 路線や地区での整備状況ࠊࡾあ

の不整合注意しࡀ࡞らࠊ沿道住民・利用者・関係団体へのࣄアࣜング等を行うࠊ࡞十

分࡞検討のうえࠊ黄色以外の色すࡿこࡀ考えらࠋࡿࢀ 

 

  

 

 

■輝度比を確保するための縁取りにより色数が増

え、煩雑な印象を与えている 

 

■黄色以外の色彩が選定され、歩道舗装の色彩に対

して違和感がないが、慎重な検討が必要࡛ある 
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ճ自転車道、自転車走行空間等 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・自転車道や自転車走行空間の舗装の検討あたࠕࡣ࡚ࡗ安全で快適࡞自転車利用環境創出

ガイドライン／平成 28 年 7 月ࠊ国土交通省道路局ࠊ警察庁交通局ࠖを踏まえつつࠊ必要以

上目立つこ࡞ࡀいよう࡞路面標示色彩すࡿこを基本すࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

自転車利用環境創出ガイドライン／平成࡞安全で快適ࠕ 28 年 7 月ࠊ国土交通省道路局ࠊ警

察庁交通局ࠖでࠊࡣ歩道物理的分離し࡚設置すࡿ自転車道の色彩ࠊ車道部の自転車専用

通行帯の帯状路面表示の色彩ࠊおよび車道混在の通行帯おけࡿ矢羽根型路面表示の色彩

形状ࡀ指定さ࡚ࢀいࠋࡿ一方でࠊ標準仕様での統一を基本しࡀ࡞らࠊ地域の実情࡞応

専用通行帯ࠊࡣ帯状路面表示の幅ࠊまたࠋࡿい࡚ࡵを認こࡿ工夫を加え表示内容等࡚ࡌ

の全幅ࡶしくࡣ一部の何ࢀを選択でࡿࡁさ࡚ࢀいࠋࡿ 

・自転車道の塗装色ࠊࡣ前項㸦ղ歩道㸧を参照しࠊ歩道対し࡚視覚的࡞誘導性配慮すࡿ

こࠋ 

・自転車専用通行帯つい࡚ࠊࡣライン表示ࡔけでࡶ車両への注意喚起ࡾ࡞えࡿたࠊࡵ道

路や交通の状況ら特必要で࡞い限ࠊࡾ表示幅を最小限すࡿこࡀ望ましいࠋ 

 

 
※出ࠕ京㸦みやこ㸧のみちデザインマニュアル／ᖹ成 25 年 3月、京都市ࠖ 

 

 

自転車レ࣮ンの青色表示を必要最小限し࡚いࡿ 

※出ࠕふࡌのくに色彩・デザイン指針㸦社会資本整備㸧第 3版／ᖹ成 26 年 7月、静岡県ࠖ
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※ᖹ成 28 年度 静岡県景観懇話会㸫資料 4㸦一部編集㸧より抜粋 
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մカラー舗装の留意事項 
 

 ࠔࢺポインࠓ

カラ࣮舗装ࠊࡣ注意喚起࡞の情報を視覚的表現し࡚ࠊ通学路や急曲線࡞の線形変化

点の明示いࡗた交通事故防止対策のほࠊ交差点内の右ᕥ折の誘導࡞で様々࡞目的で施

工さ࡚ࢀいࠋࡿ 

その趣旨らࠊ人目を引くよう目立たせࡿこࡀ必要࡞一方でࠊ道路空間ࡣ標識࡞

様々࡞他の道路附属物等ࡀ設置さࡿࢀたࠊࡵ突出し࡚目立つ他の注意喚起の構造物ࡀ目立

た࡞くࡿ࡞こࡶあࠋࡿ舗装ࡣ道路景観の要素の࡞でࡶ大࡞ࡁ面積を占ࡶࡿࡵのであࠊࡾ

周辺景観を引ࡁ立たせࡿよう࡞控え࡞ࡵ存在であࡿこࡀ求ࡵらࡿࢀたࠊࡵカラ࣮舗装の新

設および更新時ࠊࡣ交通特性や道路構造を鑑ࠊ࡚ࡳカラ࣮舗装よら࡞い安全性の確保を

積極的検討すࡿこࡀ望ましいࠋ 

以上のこらࠊ交通安全対策景観的整備の両立を図ࠊࡣࡿ本来ࠊ最ࡶ目立つべࡁ標

識注意を払うようすࡿたࠊࡵアスファルトの明度差で視認性向上や注意喚起を行うの

ࠊ必要最小限の範囲を対象ࠊࡣカラ࣮舗装を行う場合ࡾよ状況ࠊしࡔたࠋࡿ効果的であࡀ

原色を避けࠊ施工後の退色や汚損ࡶ考慮すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

またࠕࠊ法定外表示等の設置指針つい࡚／平成 26 年 1 月ࠊ警察庁交通局交通規制課ࠖで

景観ࠊののࡶࡿあࡀの記載࡞青系色ࡣ自転車通行空間関係ࠊ茶系色ࡣバスレ࣮ン関係ࠊࡣ

保全等の観点ら地元の意向等よࡾこࢀ以外の色彩を使うこを認࡚ࡵいࠋࡿそし࡚ࠊ無

秩序࡞設置ࠊࡣ法定の道路標識等の整備効果を低下させࡿ可能性ࡀあࡿたࠊࡵ道路標示等の

色彩㸦白・黄㸧同系色࡞ら࡞い色彩を使用すࡿこࡀ望ましいࠋ 

以上の留意事項を踏まえࠊ道路舗装で一般的用いらࡿࢀ赤色ࠊ青色ࠊ緑色の基本色つ

い࡚ࠊ明度・彩度の選定範囲を以下示す࡞ࠋおࠊ舗装用いࡿ色彩つい࡚ࠊࡣ塗装色

調色ࠊࡵ㞴しいたࡀこࡿ明度･彩度をコント࣮ࣟルすࡾよพฝ等࡞表層の微小ࠊࡾ࡞異ࡣ

の際目標ࡿ࡞色彩を示すࠊࡶ明度・彩度の推奨範囲を示すこすࠋࡿ 

 

◯赤色系 

 

近年ࠊ歩車道区分や交差点࡞の注意喚起多用さࡿࢀＲ系㸦赤系㸧の色相つい࡚ࠊࡣ

現行の製品ࡀ比較的鮮や࡞ベンガラ色࡚ࡗ࡞おࠊࡾ大面積で用いࡿ景観与えࡿ影響

ࡣ望ましい彩度ࠊࡵそのたࠋいࡁ大ࡣ 4程度まで落した中間的࡞彩度しࠊ明度ࡣ 3～4程

度すࠊࡿ落ち着ࡁのあࡿ色ࠊࡾ࡞交通安全施設し࡚の視認性を保ちつつࠊ景観的

馴染ࡴ可能性ࡀあࠋࡿ 

またࠊ歩車道区分で帯状用いࡿ場合

幅をࠊࡣ 15 ㎝程度まで狭ࠊ࡞ࡿࡵ

使用すࡿ面積を小さくすࡿこよࠊࡾ

景観与えࡿ影響を軽減すࡿこࡀで

 ࠋࡿࡁ

 

 

色相ڧ 10Ｒの明度・彩度の選定範囲 

目標とする色彩 

色彩の推奨範囲 
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◯青色系 

 
 

◯緑色系 

 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・カラ࣮舗装ࠊࡣ場所よ࡚ࡗ様々࡞意味を持たせ࡚おࠊࡾ利用者意図ࡀ伝わら࡞いこࡶあ

 ࠋࡿ色彩を用い࡞統一的࡚路線や地域࡚ࡌ応目的ࠊࡵそのたࠋࡿ

・舗装表面への塗装ࠊࡣ通行区分の違いや注意喚起等の情報をࠊ視覚的表現すࡶࡿのであࡿた

のࡶ目立つ過度ࠊࡾ表示で十分であࡿ程度の変化をつけࡿࡁでࡀこࡿ認識すࡀ利用者ࠊࡵ

を採用すࠊࡿ周辺景観ら突出した印象を与え࡞ࡿ沿道景観を阻害すࡿこࡶあࠋࡿこの

たࠊࡵカラ࣮舗装ࠊࡣ設置面積や色彩を工夫し࡚ࠊ安全性景観への配慮を両立配慮すࡿこ

 ࠋ

・目的応ࠊ࡚ࡌ一定の視認性㸦特夜間㸧を確保すࡿこࠋ 

・経済性㸦色彩よࡣ࡚ࡗ脱色系アスファルトの使用ࡀ必要ࡾ࡞高コストࡿ࡞㸧やࠊ施工規

模࡞わらࡎ常同一の色彩ࡀ出しやすいこ配慮すࡿこࠋ 

・骨材有色の自然石を用いࡿこでアスファルト自然࡞表情を与えࡿこࡀでࠋࡿࡁ脱色バ

インダ࣮を使用すࡿ工法ショットブラスト࡞で表面を研掃すࡿ工法ࡀあࠊࡾ交通状況応

 ࠋ望ましいࡀこࡿ工法を選択す࡞適切࡚ࡌ

自転車通行帯等用いらࡿࢀＢ～ＰＢ系㸦青系㸧の色相ࠊࡣまちࡳ࡞少࡞い色であࡿたࠊࡵ

高い彩度でࡣ景観与えࡿ影響ࡀ大ࡁいࠋよࠊ࡚ࡗ望ましい彩度ࡣ 3程度の中間的࡞彩度しࠊ 

明度ࡶ 4～5 程度すࡿこよࠊࡾ視

認性を確保しࡀ࡞らࡶ落ち着いた印象

 ࠋࡿあࡀ可能性ࡴ馴染景観的ࠊࡾ࡞

またࠊＲ系同様ࠊ使用すࡿ面積を

小さくすࡿこで景観与えࡿ影響を

軽減すࡿこࡀ必要であࠋࡿ 

 

 

色相ڧ 2.5ＰＢの明度・彩度の選定範囲 

スク࣮ル࣮ࢰン等用いらࡿࢀこࡀ多いＧ系㸦緑系㸧の色相ࠊࡣまちࡳ࡞少࡞い色であ

ࡣ望ましい彩度ࠊ࡚ࡗよࠋいࡁ大ࡀ影響ࡿ与え景観ࡣ高い彩度でࠊࡵたࡿ 3程度の中間的࡞

彩度しࠊ明度ࡶ 3～4 程度すࡿこよࠊࡾ視認性を確保しࡀ࡞らࡶ落ち着いた印象࡞

 ࠋࡿあࡀ可能性ࡴ馴染景観的ࠊࡾ

またࠊＲ系同様ࠊ使用すࡿ面積を

小さくすࡿこで景観与えࡿ影響を

軽減すࡿこࡀ必要であࠋࡿ 

 

 

 

色相ڧ 5Ｇの明度・彩度の選定範囲 

目標とする色彩 

色彩の推奨範囲 

目標とする色彩 

色彩の推奨範囲 
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※色彩の設定例 

◯静岡市 

 
交差点等のカラー舗装色の統一について／ᖹ成ࠕ 23 年 3月、静岡市ࠖより抜粋 

◯京都市 

 
京㸦みやこ㸧のみちデザインマニュアル／ᖹ成ࠕ 25 年 3月、京都市ࠖより抜粋 
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３-６ 道路附属物等のデザイン調整 

  道路空間ࠊࡣ様々࡞道路附属物等ࡀ設置さࠋࡿࢀここでࠊࡣ同ࡌ種類の道路附属物等同士の

デザイン調整加えࠊ異ࡿ࡞道路附属物等ࡀ設置さࡿࢀ場合のデザインの調整の方法つい࡚

 ࠋたࡵまࡾ

 

３-６-㸯 同ࡌ種類の道路附属物等の形状・色彩の統一 

道路空間設置さࡿࢀ道路附属物等ࠊࡣ同一路線であࡶ࡚ࡗ必ࡎしࡶ同ࡌ形状・色彩のࡶの

であࡣࡿ限ら࡞い㸦例えࠊࡤ複数の形状・色彩の防護柵や照明柱等ࡀ同一路線で設置さࡿࢀ

こࡀあࡿ㸧ࠋししࠊ短い区間で複数の形状・色彩の異ࡿ࡞防護柵等を混在させࠊࡿそࡒࢀ

ࢀたすおそࡁ混乱を࡞景観的ࠊࡶし࡚たࡗのであࡶたࢀ優配慮したデザイン的景観ࡀࢀ

ࡿࢀ多数設置さࡀࡿあࡣ断続的でࠊカラ࣮舗装ࠊ防護柵や遮音壁ࡿࢀ設置さ連続的ࠋࡿあࡀ

照明柱やボラ࣮ド࡞おい࡚ࠊ特注意を要すࠋࡿ 

同ࡌ種類の道路附属物等同士ࠊࡣその形状・色彩の統一を図ࡿこよࠊ࡚ࡗままࡾのあ

 ࠋࡿ基本であࡀこࡿ連続的道路景観を形成すࡿ

 

  ࠔࢺポインࠓ

・同ࡌ種類の道路附属物等の形状・色彩の統一ࠊࡣ以下の３つの観点ࡀあࠊࡀࡿいࢀࡎの場合

のの設ࡶ形状や色彩のࡿ࡞異おい࡚他の区間・範囲短い区間内や狭い範囲内ࠊࡶつい࡚

置ࡣ避けࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

・連続すࡿ区間・範囲の道路附属物等の統一 

・道路の上ࡾ線下ࡾ線の道路附属物等の統一 

・近接すࡿ他の道路設置さࡿࢀ道路附属物等の統一(主交差点部) 

想定ࡀこࡿ࡞不統一ࡀ道路附属物等ࠊࡾ࡞異ࡀ道路の管理者ࡿ交差すࠊࡣお交差点部࡞

さࡿࢀたࠊࡵ両者間で調整を行うこࡀ必要であࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○景観的基調ࡀ同一の場合ࠊࡣ設置すࡿ道路附属物等ࡣそࢀࡒࢀ同一の形状・色彩すࠋࡿ 

・道路附属物等の設置あたࠊࡣ࡚ࡗ市街地・郊外部ࠊ樹林地ࠊ田園地域ࠊ海岸沿いࠊいࡗ

た景観的基調あわせ࡚ࠊそࢀࡒࢀ同一の形状・色彩のࡶのすࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

存在部分的ࡀ区間ࡿ接す川や湖ࠊおい࡚地域ࡿい࡚ࡗ࡞基調ࡀ樹林地主ࠊお࡞・

すࡿよう࡞場合ࠊࡣ周辺景観の基調࡚ࡗ࡞いࡿ樹林地融和すࡿ色彩で統一すࡿこ

を基本すࠋࡿ 
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○防護柵の種別ࡀ異ࡿ࡞場合でࠊࡶ極力ࠊ構造的࡞統一感をࡶたせࠋࡿ 

・防護柵の場合ࠊ車両用ࠊ歩行者用࡞の規格ࡀあࠊࡾまた車両用でࡶたわࡳ性や剛性ࠊ࡞

構造の異ࡶࡿ࡞のࡀ存在すࠋࡿ 

隣接すࡿ区間おい࡚ࠊ異ࡿ࡞種別の車両用防護柵を連続し࡚設置すࡿ場合ࡶあࠊࡀࡿこ

のよう࡞場合ࠊࡶ極力構造的࡞統一感を持たせࡿこࡀ望ましいࠋまたたわࡳ性防護柵

剛性防護柵を連続し࡚設置すࡿ必要ࡀあࡿ場合ࠊࡣ両者ࡀ連続的接合すࡿ構造を工夫

すࡿこࡀ望ましいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○車両用防護柵歩行者自転車用柵／道路照明歩道照明の統一感を高ࠋࡿࡵ 

・同ࡌ区間おい࡚ࠊ車両用防護柵加え歩行者自転車用柵ࡀ設置さࡿࢀ場合ࡶあࠊࡀࡿこ

のよう࡞場合ࡶ道路全体し࡚の景観の質を向上させࡿたࠊࡵ車両用防護柵歩行者自転

車用柵の色彩関係性を持たせࡿこࡀ基本であࠋࡿこࠊࡣࢀ同ࡌ区間おい࡚ࠊ道路照

明歩道照明ࡀ設置さࡿࢀ場合おい࡚ࡶ同ࡌであࠋࡿ 

具体的ࠊࡣ車両用防護柵歩行者自転車用柵ࠊ道路照明歩道照明ࡀ接し࡚設置さࢀ

 ࠋࡿ基本であࡀこࡿ両者の色彩の統一を図ࠊࡣおい࡚場合࡞ようࡿ

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■たわみ性防護柵と剛性防護柵との接合部

の連続性を確保している 

 

■上下線࡛異なる形式、色彩の防護柵とす

ると、アンバランスな印象となる 

 

■車両用防護柵(歩車道境界)と転落防止柵

(歩道路側)の色彩が異なり、景観的な調和

が感ࡌられない 
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３-６-㸰 近接して設置される他の道路附属物等との調和 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・道路空間内ࠊࡣ防護柵や照明柱ࠊࡶ࡞様々࡞道路占用物件ࡀ設置さࠋࡿࢀこのた

の道路附属物等の形状・色ࢀࡒࢀそࠊࡣࡵたࡿし࡚の景観の質の向上を図道路全体ࠊࡵ

彩の統一を図ࡿの࡞ࡳらࠊࡎ道路占用物件を含ࡴ種類の異ࡿ࡞他の道路附属物等の関係性を

整えࡿこを基本すࠋࡿ 

ࠊい࡞関係者間で協議・調整を行ࠊࡣ場合ࡿ࡞異ࡀ道路附属物等の設置主体ࡿ近接すࠊお࡞・

相互の関係性を整えࡿこࡀ重要であࠋࡿ 

 またࠊ道路占用物件つい࡚ࠊࡣ占用者の協議等よࡾ調整を図ࡿこࡀ基本ࠋࡿ࡞ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○近接し࡚設置さࡿࢀ道路附属物等の色彩の調和を図ࡿ 

・防護柵照明柱や信号柱のようࠊ近接し࡚設置さࡿࢀ道路占用物件を含ࡴ道路附属物

等の色彩を同系色すࡿこよࠊࡾ景観ままࡀࡾ感ࡌらࡿࢀようすࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○照明柱・標識柱街路樹の関係性を整えࡿ 

・街路樹ࠊࡣ道路空間環境保全や潤い࡞の様々࡞効用を与えࠊ景観形成上ࡶ重要࡞役

割を担࡚ࡗいࠋࡿししࠊ樹冠ࡀ照明を遮ࠊࡿᯞ葉ࡀ標識を見えくくす࡞ࡿの例ࡶ

 ࠋࡿࢀらࡳ

 こࡣࢀ単剪定の問題の࡞ࡳらࠊࡎ樹木ࡀ植栽時点ら生長すࡿこを考慮し࡚い࡞い

こ起因すࡿこࡀ多いࠋ将来的࡞樹形や樹高を考慮し࡚ࠊ照明や標識の設置位置

街路樹の植栽位置の関係を当初ら検討すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

  

■照明柱と防護柵の色彩の調和を図った例 

調和を図ること࡛、まとまり感のある道路景観が形成される 
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○異ࡿ࡞施設を集約化すࡿ 

・道路空間設置さࡿࢀ道路附属物等ࠊࡣそࢀࡒࢀ求ࡵらࡿࢀ機能ࡀ異ࡿ࡞こらࠊ

個別設置さࡀࢀちであࠋࡿししࠊこࢀでࡣ限らࢀた道路空間ࠊࡣ道路附属物等で窮

屈ࠊࡾ࡞景観的ࡶ混乱をࡁたしやすいࠋ 

 道路空間をすࡾࡁࡗさせࠊ景観的࡞向上を目指すたࠊࡣࡵ道路照明歩道照明を一

体化す࡞ࡿのࠊ施設の集約化を検討しࠊでࡿࡁこࢁら実施すࡿこࡀ基本であࠋࡿ

 ࠋࡿ基本であࡀこࡿよう調整すࡿ࡞同一ࠊࡣ器具類の色彩柱ࠊこの場合ࠊお࡞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■遮音壁と照明柱を集約化・一体化した例 
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３-６-３ 道路管理者間࡛の調整 

 

  ࠔࢺポインࠓ

・連続すࡿ道路であࠊࡶ࡚ࡗ道路管理者ࡀ異ࡿ࡞たࠊࡵ連続的設置さࡿࢀ防護柵࡞の形

状や色彩ࡀ異ࡿ࡞場合ࡀ想定さࠋࡿࢀこࡣࢀ照明柱࡞の他の道路附属物等でࡶ起こࡾえࡿ

こであࠋࡿ景観的࡞基調ࡀ同ࡌ区間であࡿ場合このよう࡞こࡀ生ࠊࡿࡌそࢀࡒࢀで

景観配慮し࡚い࡚ࠊࡶ連続的࡞道路景観の良さを損࡞い࡞ࡡいࠋ 

 またࠊ交差点部おい࡚ࠊࡣそࢀࡒࢀの道路の管理者ࡀ異ࡿ࡞こࡀ多いたࠊࡵこのよう࡞

ケ࣮スࡀ発生しࡀちࠋࡿ࡞ 

 このたࠊࡵ道路管理者間の協議を十分行いࠊ防護柵や照明柱等の各道路附属物等の形状や

色彩の統一を図ࠊࡿあࡿいࡣ形状・色彩関連性を持たせ࡚デザイン的࡞基調を揃えࡿよう

調整すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○道路管理者間࡛の調整により、連続する区間࡛デザインが不連続となることを避けるࠋ 

・道路管理者間の調整の際ࠊ道路附属物等の形状ࠊ色彩つい࡚ࡶ調整すࠋࡿ 

・異ࡿ࡞形状ࠊ色彩で既進࡚ࡵいࡿ場合ࠊࡣ境目を含ࡴ連続すࡿ区間で統一すࡿこ

 ࠋࡿを避けこࡿ区間の途中で変わࡿ連続すࠊࡾよ

・自動車専用道路でࡣ広域的㸦JCT 間等㸧調整すࠊ࡞ࡿ道路の性格や沿道の特性を考慮

し࡚ࠊ通行者違和感の࡞いよう調整すࠋࡿ  

 

■道路管理者が異なるため、形状および色彩の異なる 

防護柵が連続して設置された例 

道路管理者が異なる道路の交差点࡛ࡣ、異なる防護

柵が設置される場合がある 

このような場合にࡣ、連続する道路として防護柵の

形状・色彩を揃える調整が必要࡛ある 
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３-６-㸲 整備時期のࡎれについての対応 

 

 ࠔࢺポインࠓ

・整備時期ࡀ一致し࡞いたࠊࡵ設置さࡿࢀ道路附属物等ࡀ同ࡌ種類㸦例えࠊࡤ防護柵㸧であ

先行設置さࠊࡣ場合࡞このようࠋࡿあࡀこࡿࢀ設置さࡀのࡶࡿ࡞形状・色彩の異ࡶ࡚ࡗ

ࠋࡿ基本であࡀこࡿすのࡶ形状・色彩のࡌ同ࢀそࠊࡤら࡞景観配慮型の施設ࡀのࡶたࢀ

逆ࠊ先行設置さࢀたࡶのࡀ景観配慮型のࡶので࡞い場合ࠊࡣ後で設置さࡿࢀ施設を景観

配慮型しࠊ先行設置さࢀた施設ࠊࡣ更新時期後で設置さࢀた景観配慮型同様の形状・

色彩のࡶの更新すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

・またࠊあࡿ道路附属物等㸦例えࠊࡤ防護柵㸧そࡣࢀ異ࡿ࡞道路附属物等㸦例えࡤ照明㸧の

設置時期ࡀ必ࡎしࡶ一致し࡞いたࠊࡵ異ࡿ࡞道路附属物等の間で色彩の調和を一定期間欠く

こࡀ考えらࠋࡿࢀ 

 このよう࡞場合ࠊࡶ他施設の更新時ࠊࡣ既景観配慮し࡚整備あࡿいࡣ更新さࢀた道

路附属物等一貫した考え方基࡙く形状・色彩のࡶのすࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

・整備時期のࢀࡎよࠊ࡚ࡗ景観的配慮の考え方ࡀ踏襲さࠊࡎࢀ施設間の形態や色彩一貫性

を欠くこࡣ避け࡞け࡞ࡤࢀら࡞いࠋしたࠊ࡚ࡗࡀ道路の景観配慮関すࡿマスタ࣮プラン

を作成すࡿ等ࠊ一貫した考え方基࡙く整備ࡿ࡞ようすࡿこࡀ基本であࡿ㸦4-1参照㸧ࠋ 
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３-６-㸳 道路占用物件

道路占用物件の色彩ࠊࡣ周辺の自然やまちࡳ࡞の融和を図ࠊࡾ他の道路附属物等の統一

感のあࡿ色彩を選定すࡿこࡀ必要であࠊࡾ占用者の協議等よࡾ調整を図ࡿこࡀ基本

道路空間をࠊでこࡿ集約化・統合化すࡾ限࡞可能ࠊく࡞ࡣのでࡿ設置す個別ࠊまたࠋࡿ࡞

すࡾࡁࡗさせࡿこを基本すࠋࡿ㸦3-6-2 参照㸧 

㸦㸯㸧ベンチ 

 ࠔࢺポインࠓ

占用物件し࡚のベンチࠊࡣ固定さࢀたࡶのࠊ近年のオ࣮プンカフ࢙等で設置さࡿࢀこ

し࡚のベンチ㸦3-5㸦4㸧道路附属物等ࠊࡣたベンチࢀ固定さࠋࡿࢀ大別さ多い仮設の椅子ࡀ

参照㸧同様ࠊ周辺の自然やまちࡳ࡞の融和を図ࠊࡾシンプル࡞形状でࠊ落ち着ࡁを感ࡌさ

せࡿ色彩を選定すࡿこࡀ基本であࠋࡿ仮設の椅子テ࣮ブルࠊࡣ可搬性や収納性を考慮すࡿ

こࡀ基本であࠋࡿ 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・固定さࢀたベンチࠊࡣ基本的ᗙ板ࠊ構造部で構成さࠊࢀ必要応࡚ࡌ背ࡶたࡀࢀあࠋࡿ

道路空間設置さࡿࢀ固定的ベンチの場合ࠊ構造部ࡣ鋼製コンク࣮ࣜト製ࠊᗙ板ࡣ木製

や人工木材製ࠊ樹脂製ࡀ多いࠋ構造部ࡣでࡿࡁ限ࠊࡾシンプルでコンパクトࡶ࡞のすࡿ

こを基本すࠋࡿまたࠊᗙ板ࠊࡣᗙࡗた際の温ࡀࡾࡶ感ࡌらࡿࢀ耐久性の高い木材ࡀ望

ましいࠊࡀささくࢀ等の発生ࡶあࡿこら維持管理注意すࡿ必要ࡀあࠋࡿ最終的ࠊࡣ

コスト等のバランスࡶ考慮し࡚素材を決定すࠋࡿ

・鋼製部材の色彩ࠊࡣダ࣮クグレ࣮ࠊダ࣮クブラウン等でࡔࡿࡁけ目立た࡞いࡶのを基本

すࠋࡿ

㸦㸰㸧バス停上屋、地下出入口、食事施設等 

 ࠔࢺポインࠓ

バス停上屋ࠊࡣ近年占用物件し࡚で࡞ࡣくࠊ道路附属物等し࡚設置さࡿࢀケ࣮ス㸦3-5㸦5㸧

参照㸧ࡳࡶらࡿࢀようࡗ࡞たࠋまたࠊ行政の契約よࠊࡾ民間事業者ࡀ屋外広告物を取ࡾ

入ࢀたバス停上屋の設置維持管理を行うケ࣮スࡶ増え࡚࡚ࡁおࠊࡾこࢀらの多くࡣデザイン

的ࡶ洗練さ࡚ࢀいࠋࡿ 

地下鉄や地下駐車場・駐輪場等の出入口ࠊࡣ歩道空間立ち上ࡿࡀ施設であࠊࡾ歩道幅係

らࡎ一定の占用幅を有すࡿたࠊࡵ圧迫感を与えࡿ施設ࡾ࡞やすいࠋこࢀらの施設ࠊࡣ基本的

軽快ࠊいよう࡞ࡀこࡿ圧迫感を与えࡾࡂࡿࡁでࠊࡀࡿࢀ構成さ࡚ࡗよ壁ࠊ柱ࠊ屋根
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 ࠋࡿ基本であࡀこࡿすようࡿ見え

またࠊ最近ࡣ道路占用の特例制度を用い࡚食事施設等を道路空間設置すࡿ事例ࡀ増え࡚い

形状・色ࡿさせࡌ感軽快でシンプルࠊࡾの融和を図ࡳ࡞周辺の自然やまちࠊࡣらࢀこࠋࡿ

彩を選定すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

またࠊこࢀらࡣ建築基準法消防法の適用をཷけࡶࡿのࡿ࡞こらࠊ構造や使用すࡿ素

材等ࠊࡣ当該法௧基࡙いたࡶのすࡿこࡀ必要であࠋࡿ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・設置よࡿ圧迫感を軽減すࡿたࠊࡵ壁や屋根等の素材を透明感のあࡶࡿのすࠊ࡞ࡿ

でࡾࡂࡿࡁ軽快で開放感の感ࡌらࡿࢀ表情すࠋࡿ 

・シンプルで無駄の࡞い構成を基本しࠊ設置場所の条件応࡚ࡌ必要࡞機能を絞ࡾ込ࠋࡴ 

・バス停上屋ࠊࡣ目印し࡚の記号や文字ࠊ時刻表࡞の部分以外ࠊࡣそࢀらを引ࡁ立࡚࡞

 ࠋࡿす色彩を基本ࡿ融和すら周辺ࡀ

・利用者の滞留空間し࡚舗装よࡿ視覚的࡞区分を行う場合ࠊࡣ同色相で素材を変えࠊࡿ

同素材で 2.0 以内の明度差を持たせࡿ程度すࠊ࡞ࡿ際立ࡗた変化を避けࡿこࡀ望ま

しいࠋ 

 

 

 

  

 

■軽快࡛開放感が感ࡌられるようにした 
 路上の食事施設等 

 

■明るく開放感のある地下道入口 

 

■明るく開放感のある地下鉄入口 

 

■民間企業による維持管理を導入し道路景観 
 を保全しているバス停上屋の例 

78



 

 

㸦３㸧変圧器等の地上機器 

 

 ࠔࢺポインࠓ

電線類の地中化伴う変圧器等の地上機器類ࠊࡣ無電柱化推進法の施行よࠊࡾ今後さら

設置さ࡚ࢀいくこࠋࡿ࡞こࢀまで設置さࡁ࡚ࢀた地上機器類ࠊࡣ設置さࡿࢀ道路の他の

道路附属物等関係の薄い独自の色彩を用い࡚いࡿ例ࡀ少࡞くࡗ࡞たࠋししࠊ道路附属物

等つい࡚施設間の調整よ࡚ࡗ同様の色彩の施設ࡀ設置さ࡞ࡿࢀでࠊ地上機器類のࡀࡳ独

自の色彩を用い࡚い࡚ࠊࡣ景観向上の効果ࡣ減少すࡿこࠋࡿ࡞こࢀらの地上機器類ࡶ他の

道路附属物等同様の色彩すࡿこを基本すࠋࡿまたࠊ狭い歩道空間への導入ࡀ可能࡞よ

うࠊ設置数量の抑制ࠊ容積の縮小ࡶ࡞検討すࡿこࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

・他の道路附属施設等同様の色彩を用いࠋࡿ 

・機能性を確保しࡀ࡞らࠊ設置数量の抑制容積の縮小を図ࡿこでࠊ視線の透過性を高ࡵ

 ࠋࡿ工夫をすࡿ

・歩行者向けの地番表示や案内板࡞の機能を付加したࠊࡾバス停上屋やボラ࣮ドࠊ植樹帯

こࡿすࡾし࡚活用した空間構成要素ࠊ࡞ࡿ合わせ࡚配置す他の施設ࡿの近接す࡞

 ࠋࡿࢀ考えらࡶこࡿ地上機器の存在の唐突さを軽減すࠊࡾよ

 

 

 

■様々な地上機器等が統一感なく並べられ
ている例 
洗練されていない道路空間࡛ࡣ、利用者の
秩序やマࢼーが乱れやすくなるため、勝手
な駐輪やゴ࣑投棄なが散見される 

 

■バス停上屋やベンチ等と合わせて地上機
器を設置している例 
デッドス࣌ースとなるバス停上屋の柱間
に地上機器を配置すること࡛、利用者の動
線を邪魔することなくおさめている 
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３－７ コストと維持管理 

道路附属物等の整備係ࡿコスト維持管理つい࡚ࠊࡣ第２章示した事項加え࡚ࠊ以下

 ࠋࡿ必要であࡀ示す配慮

㸦㸯㸧コスࢺを考えた道路附属物等の設置 

 ࠔࢺポインࠓ

○道路附属物等ࠊࡣ経年的࡞劣化や事故等よࡿ変形またࡣ破損ࡀ想定さࡿࢀ施設であࡿた

修繕ࠊ維持管理ࠊࡎら࡞ࡳコスト㸦イニシャルコスト㸧のࡿ係道路附属物等の設置ࠊࡵ

配慮した道路附属物等景観ࠊ考慮し࡚十分ࡶコスト㸦ランニングコスト㸧をࡿ関わ

を設置すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

○道路附属物等のうちࠊ防護柵やボラ࣮ドおけࡿレ࣮ࣜフの設置や装飾的࡞意匠の付加ࠊࡣ

防護柵等の変形や破損際しࠊ迅速࡞修繕・復旧ࡀ㞴しいうえࠊ修繕関わࡿ費用ࡀ割高

こࡿࢀ破損したまま放置さࡀ地域のシンボルを表現した施設ࠊまたࠋ多いࡀ場合ࡿ࡞

つい࡚意匠の付加࡞らの装飾的ࢀこࠋい࡞ࡣで好ましいこࡶし࡚地域イメ࣮ジࠊࡣ

 ࠋࡿであࡁその是非を検討すべࡶらランニングコストの面ࠊࡣ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧維持管理を考えた道路附属物等の設置 

 ࠔࢺポインࠓ

○道路附属物等使用さࡿࢀ各種の素材ࠊࡣそࢀࡒࢀの素材の特性を有し࡚おࠊࡾそࢀらの

特性を考慮した適切࡞維持管理を行うこࡀ基本であࠋࡿ 

○破損時等おけࡿ部材取替えの容易性ࠊࡣ更新範囲や更新要すࡿ時間ࡦࠊい࡚ࡣコスト

 ࠋࡿ基本であࡀこࡿ十分考慮す際ࡿ選定すࠊらこࡿ影響すࡶ

○道路附属物等の形状や素材ࠊ色彩を検討・決定すࡿ際ࠊࡣ点検のしやすさࡶ考慮すࡿ必

要ࡀあࠋࡿ 

 

 

 
■防護柵に御影石を併用した例 

 防護柵の変形や破損に際し、迅速な修繕・復旧
が難しい 

 
■寺町࡛擬石のボラードを設置した例 

 沿道出入口の脇にあるボラードࡣ、車両の死
角に入り壊される場合が多い 
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 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○素材の特性応ࡌた維持管理を行うࠋ 

・全般的整備事例の多い鋼製の道路附属物等ࠊࡣ素材の性質上塗装を必要すࠋࡿこの

たࡵ景観的࡞観点らࠊࡶ塗装の剥離や褪色ࠊ汚ࢀの付着や錆よࡿ劣化を防止・抑制

すࡿたࡵ適切࡞維持管理を行うこࡀ望ましいࠋ 

・アル࣑製やステンレス製の道路附属物等ࡣ素材の性質し࡚ࡣ塗装を必要し࡞いࠊࡀ

周辺景観の融和を図ࡿたࡵ塗装を行うこࡀ想定さࠋࡿࢀこのよう࡞場合ࠊࡣ塗

装の剥離や褪色ࠊ汚ࢀの付着を防止・抑制すࡿたࡵ適切࡞維持管理を行うࠋ 

・コンク࣮ࣜト製の道路附属物等ࠊࡣ経年変化よ࡚ࡗ徐々周辺景観馴染ࢇでいく一

方ࠊ雨水等よࡿ汚ࡀࢀ目立つ素材でࡶあࠋࡿこのたࠊࡵ例えࡤ天端おけࡿ水ࡾࡁの

設置や水抜ࡁのたࡵの縦スࣜットを壁面設けࡿ等ࠊ汚ࡀࢀ集中し࡞いたࡵの工夫を行

うこࡀ望ましいࠋ 

・木製の道路附属物等ࠊࡣ素材の性質上腐食ࡀ心配さࡿࢀこらࠊ防腐処理ࡀ必要࡞

ら確認し内部の錆等を外部ࠊࡣのࡶ木材を被覆した鋼製の道路附属物等ࠊまたࠋࡿ

 ࠋ望ましいࡀ維持管理上の注意を行うこ特ࠊらくいこ

○維持管理や点検の容易性を考慮し࡚道路附属物等の形状を決定すࠋࡿ 

・部材点数の少࡞さや使用工具の種類の少࡞さࠊ部材調遉の容易度等を考えࠊ設置後の維

持管理支障をࡁたすこ࡞ࡀいよう࡞形状ࠊ色彩を選定すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 
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㸦３㸧破損時等における道路附属物等の適切な修繕・更新 

 ࠔࢺポインࠓ

○破損や老朽化よࡿ錆びࡀ目立つ道路附属物等をそのまま放置し࡚おくこࠊࡣ腐食の原

因ࡿ࡞等の安全上の問題のほࠊ景観を阻害すࡿ要因ࠋࡿ࡞ࡶ良好࡞道路景観形成を

図࡚ࡗいくうえでࠊࡣ道路付属物等の破損や老朽化あわせ࡚適切࡞修繕・更新を行࡚ࡗ

いくこࡀ基本であࠋࡿ 

○修繕・更新の対象ࡿ࡞道路附属物等ࡀ景観配慮型の施設であࡿ場合ࠊࡣそࢀ同ࡌ形状・

色彩のࡶのすࡿこࡀ基本であࠋࡿ逆ࠊ修繕・更新の対象ࡿ࡞道路附属物等ࡀ景観

配慮型の施設で࡞い場合ࠊࡣ修繕・更新箇所を含ࡴ一部区間の設置年数や劣化の度合い等

を考慮しࠊ可能であࡤࢀ一部区間を先行し࡚景観配慮型の施設置ࡁ換えࡿのࡀ望ましいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○定期的点検を行いࠊ問題のあࡿ箇所を早期発見しࠊ適切࡞修繕・更新を行うࠋ 

・適切࡞修繕・更新を行࡚ࡗいくたࠊࡣࡵ道路附属物等の設置後定期的࡞点検を行う

こ加えࠊ問題のあࡿ箇所を早期発見し࡚適切࡞修繕・更新を行うࠋ 

○沿道住民の連携よࡿ適時適切࡞対応ࠊ道路の利用実態即した適切࡞修繕・更

新を行うࠋ 

・実際の維持管理作業ࠊࡣ道路管理者の点検管理ࡔけで管内全࡚を把握すࡿこࡣ困㞴で

あࠊࡾ沿道住民らの情報提供をཷけ࡚対応すࡿこࡀ多いࠋそのたࠊࡵ道路管理者側

道路ࠊ࡞ࡿࡵよう努ࡿ理解を得ࡿ対す道路管理࡚ࡗよ情報発信等࡞ࡵらのこま

管理者沿道住民等のスム࣮࡞ࢬ連携を図ࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 

 

■錆びがなり目立つ門型標識柱の例 

適切な修繕・更新を行っていくことが求め
られる 

 

■防護柵全体が錆びつࡁ、見苦しい状態に 

なっている 
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３－８ 暫定供用時の景観についての検討 

・道路ࡀ暫定供用さࡿࢀ際ࠊࡣ車線幅員調整等のたࡵ仮設の防護柵ࡀ設置さࡿࢀ場合ࡀあ

多いたࡀいこ࡞い࡚ࡗ࡞ࡣのࡶ配慮した景観し࡚特仮設用ࠊࡣらの施設ࢀこࠋࡿ

ࠋ多いࡶ例ࡿ起こし࡚いࡁ景観阻害を引ࠊࡵ

・こࢀらの施設ࠊࡣ必ࡎしࡶ防護柵し࡚の機能ࡀ求ࡵら࡚ࢀいࡶࡿので࡞ࡣいࠊࡀ車両の接

触時あࡿ程度の車両の誘導や逸脱防止機能を保つこࡶ重要であࠊࡾ仮設用し࡚適切࡞

機能を有しつ景観配慮したࡶのを用いࡿこࡀ望ましいࠋ

 ࠔ具体的方法の例ࠓ

○工事中や暫定供用中の道路景観のイメ࣮ジを高ࡿࡵ施設を選定すࠋࡿ

・現地の交通状況を考慮しࠊ衝突時の車両の誘導や路外への逸脱防止機能を必要し࡞い場

所おい࡚ࠊࡣイメ࣮ジアップの観点らࡶプランタ࣮等の施設で代替すࡿこࡀ可能で

あࠋࡿ

 

 

■仮設的な施設ࡣ景観阻害要因となり

やすいため、十分な配慮が必要

■暫定供用時において、プランターを

設置し、車両の誘導を行っている例

■一時的な対応࡛あっても、生活空間等

のな࡛過剰な注意喚起ࡣ避けたほう

がよい

■仮設の防護柵が目立ちすぎている例
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３-９ 道路附属物等のデザイン≋まとめ≌

道路附属物等のうちࠊ主要࡞以下の４つの道路附属物つい࡚ࠊ道路景観の種別毎のデザイン色彩の基本案を下表示すࠋ

表 道路附属物等のデザイン㸦基本案㸧一覧 

道路景観

の 

種別 

防護柵 照 明 標識柱 歩道橋 

デザイン 

の 

ポイント 

 ࠚンプルな形状ࢩ࠙
・防護柵ࠊࡣ構造的・機能的必要最低限の部材で構成さࢀたシン
プル࡞形状であࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

・地域イメ࣮ジの直接的࡞表現(地域の特産物を表現したレ࣮ࣜフ
の設置や絵を描くこ)をࡵࡌࡣすࡿ付加的࡞装飾ࠊࡣ防護柵
ࡿ本来有すࡀ防護柵ࠊࡶい࡞言えࡣ景観的配慮ࡿおけ
機能を損࡞うおそࡀࢀあࡿたࠊࡵ避けࡿこࡀ基本であࠋࡿ

࠙透過性への配慮ࠚ 
・主自然景観や田園景観ࡀ広࡚ࡗࡀいࡿ地域おい࡚ࠊ周辺への
眺望を確保すࡿ必要ࡀあࡿ場合ࠊࡣ透過性の高い形式すࡿこ
 ࠋࡿ基本であࡀ

࠙存在感の低減ࠚ 
・主橋梁部や中央分離帯設置さࡿࢀコンク࣮ࣜト製壁型防護
柵ࠊࡣ表面ࡀ平滑࡞コンク࣮ࣜト壁面ࡀ連続すࡿたࠊࡵ面し࡚
の存在感ࡀ強いࠋまたコンク࣮ࣜトࡣ輝度ࡀ高いたࠊࡵ道路外部
必要ࠊࡵこのたࠋやすいࡾ࡞た存在ࡗおい࡚目立ࡵらの眺
工夫を行うこࡿコンク࣮ࣜト壁面の存在感を低減させࠊ࡚ࡌ応
ࠋ望ましいࡀ

࠙人との親和性等への配慮ࠚ 
・歩道ࡀ設置さࡿࢀ道路でࠊࡣ防護柵ࡀ歩行者の間近存在すࡿこ
配慮をバࣜアࡿ対すこࡿࢀ直接触防護柵ࡀまた歩行者ࠊ
フ࣮ࣜ等の観点ら行うこࡀ基本であࠋࡿ

・温ࡾࡶを感ࡌさせたいよう࡞地域やࠊ木造の歴史的構造物の周
辺ࠊ木造の伝統建築物ࡀ集積し࡚いࡿ街並ࠊࡳ緑の多い地域࡞
ࠋࡿࢀ考えらࡶこࡿ木製の防護柵を用いࠊࡣおい࡚

◆車道照明

࠙配置ࠚ 
・配置検討ࠊࡣその他の道路附属物等の配置計画同時行うこ
道࡞ちࡀࡾ࡞煩雑ࠊ極力一体化し道路標識等ࠊࡾ基本であࡀ
路景観おけࡿ構成要素を最小限すࡿこࡀ望ましいࠋ 

࠙照明柱ࠚ 
・昼間の存在感やࠊ柱灯具のバランス配慮しࠊ道路構造応ࡌ
た適切でシンプル࡞ポ࣮ルを選択すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

࠙灯具形状ࠚ 
・発光部ࡀ大ࡁく光源ࡀ直接見えࡶࡿのࠊࡣ事前グレアの影響ࡀ
拡散し周囲上方ࡀ光࡞無駄ࠊまたࠋࡿ必要であࡀ確認い࡞
影響を及ぼさ࡞い灯具を選定すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

◆歩道照明

࠙配置ࠚ 
・道路空間対すࡿ施設の乱立を避けࡿたࠊࡵ車道照明整合性の
あࡿ配置を基本すࠋࡿ 

࠙照明柱、灯具形状ࠚ 
・車道照明同様すࠋࡿ

࠙その他ࠚ 
・道路景観整備等関すࡿ検討し࡚防護柵内蔵や低位置照明を採
用すࡿ場合ࠊࡣ隣接すࡿ車道のドライバ࣮対すࡿグレア留意
 ࠋࡿ必要であࡀ

・道路照明同様ࠊLED照明の場合ࠊࡣランプ交換ࡀでࡎࡁ灯具
毎の交換ࡶࡿ࡞のࡀ多いたࠊࡵᑑ命到遉時の交換方法配慮し
࡚設計すࡿ必要ࡀあࠋࡿ

・低位置照明ࠊࡣポ࣮ル照明比べ࡚維持管理の高所作業を伴わ࡞
いこやࠊ隣接地への漏ࢀ光を抑えたい場合有利であࡿこ
らࠊ検討対象加えࡿこࡀ望ましいࠋ 

࠙存在感の低減ࠚ 
・道路情報板ࠊ道路標識࡞を支えࡿ構造物であࠊࡾ道路情
報板ࠊ道路標識࡞の視認性を阻害すࡶࡿのであࡣ࡚ࡗ
道ࠋࡿあࡀ必要ࡿその存在感を極力低減すࠊࡵいた࡞ら࡞
路景観おい࡚ࠊࡶ視野阻害を軽減させࡿたࠊࡵ最小限
の設置ࠊ形態の洗練を検討すࡿこすࠋࡿ 

࠙最小限の設置ࠚ 
・路面照度の均一性十分留意したうえでࠊ照明灯等の
一体化つい࡚検討すࠋࡿまたࠊ横断歩道橋ࠊ跨道橋࡞
の道路上を交差すࡿ構造物への添架つい࡚ࡶ検討を行
うこすࠋࡿその際ࠊ標識板ࠊࡣでࡔࡿࡁけ歩道橋等の
シルエット内納ࠊࡶࡿࡵ複数の標識板を設置す
ࠊまたࠋ望ましいࡀこࡿ高さを揃え࡚設置すࡣ場合ࡿ
異ࡿ࡞事業者間でࡶ共架ࡀ可能ࡿ࡞ようࠊ積極的調
整を図ࡿ必要ࡀあࠋࡿ

࠙標識等の集約ࠚ 
・標識の設置際し࡚ࠊࡣ同様の情報ࡀ複数わた࡚ࡗ配置
さࡿࢀこの࡞いようࠊ集約化を図ࡿこࡀ望ましいࠋ 

࠙デザイン上の配慮事項ࠚ 
・新設歩道橋ࠊࡣձ跨ࡄ道路らの景観配慮ࠊղ歩
道橋利用者の利便性・快適性ࠊの両面配慮すࡿ
こࡀ望まࠋࡿࢀ 

・横断歩道橋ࡀ跨ࡄ道路ら見たデザイン上の要
請ࠊࡣ道路走行の視界を極力妨࡞ࡆいࠊ構造物本
体のスレンダ࣮さ附属・添架物よࡿ煩雑さ
の軽減であࠋࡿ

・利用者の利便性ࡣ昇降施設の配置・形態ࡀ影響
しࠊ快適性ࡣ歩行空間のしつらえࡀ対象ࠋࡿ࡞ 

࠙色彩設定の配慮事項ࠚ 
・市街地の道路景観の主役ࠊࡣ道行く人々や車両ࠊ
周辺建築物や店舗のショ࣮ウンドウࠊ四季
折々変化すࡿ街路樹であࡿたࠊࡵ道路附属物
であࡿ歩道橋ࡣ控えࠊࡵ鮮やすࡿࡂ色彩ࡣ
避け͆ࠊ 低彩度の落ち着いた色彩͇を選定すࡿこ
ࠋࡿすを原則

・高欄部㸦窓枠部含ࡴ㸧ࡀ鋼製の場合ࠊこࢀを桁部
色彩ࠊࡀࡿ一般的であࡀこࡿ塗装す同色
圧迫感ࠊ増しࡀ歩道橋全体の存在感ࡣ࡚ࡗよ
࣑アル高欄部ࠊその場合ࠋࡿあࡶこࡿࡀ繋
やステンレス࡞錆び㞴い材料を素材色のまま
使用すࠊࡿ桁の色彩よࡶࡾ明度のࡳ 2.0 以上
明ࡿく塗ࡾ分けࡿ軽快࡞印象ࠋࡿ࡞

色

彩 

市
街
地
・
郊
外
部 

࠙舗装面が比較的小さい 
防護柵㸦ガードパイプ等ࠚ㸧  

・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン
・グレ࣮ベ࣮ジュ

※歴史的街並ࡳ等でࡣ
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン

࠙舗装面が比較的大ࡁい 
防護柵㸦ガードレール等ࠚ㸧  

・グレ࣮ベ࣮ジュ

※歴史的街並ࡳ等でࡣ
ガ࣮ドパイプを基本すࡿ

㸦ガ࣮ドレ࣮ルࡣ用い࡞い㸧 

㸦地域の特性応ࡌた適切࡞色彩を選定すࡿこࡀ基本㸧 

・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン
・グレ࣮ベ࣮ジュ

※歴史的街並ࡳ等でࡣ
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン

࠙舗装面が比較的小さい／ 
規制標識、警戒標識、道路の
通称名、著名地点等ࠚ 
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン
・グレ࣮ベ࣮ジュ

※歴史的街並ࡳ等でࡣ
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン

࠙舗装面が比較的大ࡁい／ 
門型,F 型,T 型等,支柱直径
Φ300 ㎜以上等ࠚ 
・亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆ
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン

※歴史的街並ࡳ等でࡣ
・亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆ
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン

・周辺建築物や周辺道路附属物等の色相揃えた
うえでࠊその存在感を抑え10͆ࡿYR の中明度低
彩度͇の色彩を選定すࠋࡿ

自
然
・
田
園
地
域 

࠙舗装面が比較的小さい 
防護柵㸦ガードパイプ等ࠚ㸧  

◇樹林地
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン

◇海岸部・田園地帯
・ダ࣮クブラウン
・グレ࣮ベ࣮ジュ

࠙舗装面が比較的大ࡁい 
防護柵㸦ガードレール等ࠚ㸧  

◇樹林地
・グレ࣮ベ࣮ジュ

◇海岸部・田園地帯
・グレ࣮ベ࣮ジュ

㸦地域の特性応ࡌた適切࡞色彩を選定すࡿこࡀ基本㸧 

◇樹林地
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン

◇海岸部・田園地帯
・ダ࣮クブラウン
・グレ࣮ベ࣮ジュ

࠙舗装面・比較的小／ 
規制標識、警戒標識、道路の
通称名、著名地点等ࠚ 

◇樹林地
・ダ࣮クグレ࣮
・ダ࣮クブラウン

◇海岸部・田園地帯
・ダ࣮クブラウン
・グレ࣮ベ࣮ジュ

࠙舗装面・比較的大／ 
門型,F 型,T 型等,支柱直径
Φ300 ㎜以上等ࠚ 

◇樹林地
・亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆ

◇海岸部・田園地帯
・亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆ

注
記 

・周辺ࡀ比較的明ࡿい色彩を基調し࡚いࡿ地域やࠊ近接し࡚亜鉛
オフࠊࡣおい࡚場所等ࡿい࡚ࢀ設置さࡀの道路附属物等ࡁࡗࡵ
グレ࣮ࡶ候補色加え࡚検討すࠋࡿ 

・支柱径ࡀ比較的大ࡁい㸦Φ300 ㎜以上㸧柱ࡶࠊしくࡣ自動車
専用道路等ࠕࠊࡣ亜鉛メッキࠖࡶ含࡚ࡵ検討すࠋࡿ

・周辺ࡀ比較的明ࡿい色彩を基調し࡚いࡿ地域や近接し࡚
亜鉛ࡁࡗࡵの道路附属物等ࡀ設置さ࡚ࢀいࡿ場所等おい
ࠋࡿ加え࡚検討すオフグレ࣮を候補色ࠊࡣ࡚

・周辺ࡀ比較的明ࡿい色彩を基調し࡚いࡿ地域や近接し
࡚亜鉛ࡁࡗࡵの道路附属物等ࡀ設置さ࡚ࢀいࡿ場所ࠊ亜
鉛ࡁࡗࡵ仕上ࡆ塗装仕上ࡀࡆ混在すࡿ場合(例えࡤ支
柱ࡀ亜鉛ࡁࡗࡵ仕上ࠊࡆ梁材ࡀ塗装仕上ࠊࡣ(ࡆオフグ
レ࣮(5Y7.0/0.5) を候補色加え࡚検討すࠋࡿ

Ӑ基本すࡿ色彩の標準マンセル値ӑ 

・ダ࣮クグレ࣮㸦濃⅊色㸧･･････ 10ＹＲ3.0／0.2
・ダ࣮クブラウン㸦こࡆ茶色㸧･･ 10ＹＲ2.0／1.0
・オフグレ࣮㸦薄⅊色㸧････････  5Ｙ7.0／0.5
・グレ࣮ベ࣮ジュ㸦薄⅊茶色㸧･･ 10ＹＲ6.0／1.0
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第≗章 景観に配慮した道路附属物等の整備の進め方 

国土交通省所管事業でࠊࡣ景観検討の基本方針㸦案㸧㸦平成 19 年 4 月㸧基࡙い࡚ࠊ構想・計

画ら維持管理までࠊ景観整備方針の⥅承よࡿ一貫した景観整備を行うこ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ景

観配慮した道路附属物等の新設ࠊ更新おい࡚ࡶ一貫した考え基࡙い࡚行うこࡀ基本であ

そのࠊ望ましくࡀこࡿ景観マスタ࣮プラン等を策定すࡿ係道路全体ࠊࡣࡵまたそのたࠋࡿ

更新ࠊ配慮した道路附属物等の新設景観ࠊ基࡙い࡚た事項ࢀ示さ本ガイドラインࠊで࡞

い࡞独自の指針等を策定し࡚いࠊお࡞ࠋࡿ基本であࡀこࡿࡵのマスタ࣮プランを定࡚ࡗあた

道路管理者おい࡚ࠊࡣ本ガイドライン準拠し࡚道路附属物等を新設・更新すࡿこすࠋࡿ 

本章でࠊࡣ道路全体係ࡿ景観マスタ࣮プラン等で示すべࡁ項目のうちࠊ道路附属物等係ࡿ

事項つい࡚ࠊマスタ࣮プランの策定ࠊマスタ࣮プラン基࡙く道路附属物等の選定ࠊ地域意見

のࡾまࠊࡵおよび事後評価の実施つい࡚示すࠋ 

 

≗-≔ 道路附属物等に係↺マスタープランの策定 

㸲-㸯-㸯 マスタープランの定義と策定目的 

道路附属物等係ࡿマスタ࣮プランࠊࡣ道路附属物等の統一性や連続性を図ࡿ地域や区間の

単位景観的࡞配慮ࡀ特必要࡞地域・道路を示すࠊࡶそࢀらの地域等おけࡿ景観的

 ࠋࡿのであࡶ配慮方針を示す࡞

マスタ࣮プランࠊࡣ景観配慮した道路附属物等の新設・更新を一貫した考えのࡶ実施

すࡿこを目的策定すࠋࡿマスタ࣮プランで定ࡵた方針基࡙く検討ࠊࡣ新設・更新時の道

路附属物等の統一性や連続性の確保ࠊ必要性の判断よࡿ設置の回避ࠊ景観優ࢀた他施設

よࡿ代替手段よࡿ対応等をಁ進すࡿこࠋࡿ࡞ 

 

㸲-㸯-㸰 マスタープランの内容 

マスタ࣮プランࠊࡣ以下の内容を標準しࠊ地域の実情あわせ࡚適宜内容を補うこす

 ࠋࡿ

㸦㸯㸧道路附属物等の統一を図る区間 

市街地・郊外部ࠊ自然・田園地域の景観等ࠊ沿道の景観的基調ࡀ同一で連続すࡿ区間を単位

 ࠋࡿࡵ区間を定ࡿ道路附属物等の統一を図ࠊし࡚

景観的࡞基調の把握あたࠊࡣ࡚ࡗ地方自治体等の景観条例や各種計画㸦総合計画ࠊ都市マ

スタ࣮プランࠊ土地利用計画ࠊ景観計画等㸧の把握ࠊ地形図の土地利用よࡿ色分けࠊその他

の既往文献資料ࠊ現地調査等よࡿ確認を通࡚ࡌ行うࠋ 

点在ࡀ距離の短い区間ࡿ࡞異ࡀ景観的基調࡞一定距離の景観的基調の区間のࡿあࠊお࡞

すࡿよう࡞場合㸦例えࡤ主沿道ࡀ樹林地であࡿ区間の࡞でࠊ部分的川や湖接すࡿ場所
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 ࠋࡿ基本であࡀのࡿ適用す࡚ࡗ渡基調を全区間ࡿその主たࠊࡶ࡚ࡗ場合㸧であࡿ存在すࡀ

 

㸦㸰㸧景観上特に配慮する必要のある地域・地区等 

マスタ࣮プランの策定エࣜアのうちࠊ歴史的࡞環境を有し࡚いࡿ地区ࠊ地域の主要࡞山岳へ

の眺ࡀࡵ得らࡿࢀ地域等ࠊࡣ景観上の特配慮すࡿ地域・地区等し࡚位置付けらࠋࡿࢀマス

タ࣮プランࠊࡣ㸦１㸧で示した道路附属物等の統一を図ࡿ区間加え࡚ࠊこࢀらの地域・地区

を明確すࡿこࡀ望ましいࠋこࢀらの地区の例し࡚２-３ࠕࠊࡣ景観的࡞配慮ࡀ特必要࡞

地域・道路ࠖおい࡚示したよう࡞地域・道路ࡀ参考ࠋࡿ࡞ 

 

㸦３㸧景観的な配慮方針 

上記㸦１㸧㸦２㸧の地域・地区毎ࠊ景観的࡞配慮方針を定ࠋࡿࡵ 

景観的࡞配慮方針ࠊࡣその地域・地区の景観を活しࠊ引ࡁ立࡚ࡿうえで道路附属物等ࡣ

のようあࡿべࡁいう観点らࠊ景観上重視すべࡁ事項ࠊ形状ࠊ色彩関すࡿ事項を設定

すࠋࡿ配慮方針の検討あたࠊࡣ࡚ࡗ地方自治体等ࡀ策定した地域や地区関わࡿ景観の計画

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿ整合を図࡞十分

ࠋࡿあࡀ必要ࡿ決定す࡚ࡌ応設置箇所の状況ࠊࡣつい࡚具体の道路附属物等の形式ࠊお࡞

またࠊ塗装等よࡾ着色すࡿ場合の道路附属物等の色彩つい࡚ࠊࡣマンセル値㸦巻ᮎ資料２㸧

で定࡚ࡵおくࡶのすࠋࡿ 

景観的࡞配慮方針の設定例を以下示すࠋ 

■景観的な配慮方針の設定例㸦防護柵を例として㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○市街地・郊外部 
 ࠔ市街地景観が基調の区間ࠓ
 ・都市的で比較的明ࡿい色調の街並ࡳ景観を引ࡁ立࡚ࡿよう配慮すࡿ 
 ・歩行者の通行ࡀ多くࠊ人ࡀ間近眺ࠊࡵ触ࡿࢀこࡀ想定さࡿࢀこらࠊ細部のデザイン

 ࡿ留意す
 ・防護柵の色彩ࡣグレ࣮ベ࣮ジュ(10YR6.0/1.0)を基本すࡿ 
 ࠔ歴史的な街並みを基調とする区間ࠓ
 ・伝統的建築物群らࡿ࡞落ち着いた色調の街並ࡳ景観を引ࡁ立࡚ࡿよう配慮すࠋࡿ 
 ・多くの観光客ࡀ間近眺ࠊࡵ触ࡿࢀこࡀ想定さࡿࢀこらࠊ防護柵の手触ࡾ感配慮す

 ࡿ
 ・防護柵の色彩ࠊࡣ街並ࡳ景観の基調を࡞す漆喰や瓦融和すࡿダ࣮クグレ࣮(10YR3.0/0.2)

を基本すࡿ 
○自然・田園地域 
 ࠔ樹林景観が基調の区間ࠓ

・次々山並ࡀࡳ連続的変化し࡚見えࡿシ࣮クエンス景観を印象的眺ࡵらࡿࢀよう配
慮すࡿ 

 ・眺ࡵの良い区間ࡀ連続すࡿこらࠊ透過性の高い防護柵を基本すࡿ 
・防護柵の色彩ࠊࡣ樹林景観溶け込ࡴダ࣮クブラウン(10YR2.0/1.0)を基本すࡿ 

 ࠔ海岸景観が基調の区間ࠓ
・水平線や海水面ࠊ空ࡀ࡞連続的変化し࡚見えࡿシ࣮クエンス景観を印象的眺ࡵらࢀ
 ࡿ配慮すようࡿ

 ・眺ࡵの良い区間ࡀ連続すࡿこらࠊ透過性の高い防護柵を基本すࡿ 
・防護柵の色彩ࠊࡣ海岸景観溶け込ࡴダ࣮クブラウン(10YR2.0/1.0)を基本すࡿ 
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㸲-㸯-３ マスタープランの対象範囲 

マスタ࣮プランࠊࡣ策定対象すࡿ地域・地区や道路の性格よࠊ࡚ࡗ様々࡞範囲ࡀ存在

すࠋࡿマスタ࣮プランの策定あたࠊࡣ࡚ࡗ地域・地区や道路の状況を踏まえࠊ現場適用し

やすい適切࡞対象範囲すࡿこࡀ必要であࠋࡿ 

マスタ࣮プランの対象範囲の例を以下示すࠋ 

・県レベルの広域タイプ 

・国立公園等の地域内で策定すࡿタイプ 

・所管すࡿ路線で定ࡿࡵタイプ 

・特定の地区で定ࡿࡵタイプ  等 

 

㸲-㸯-㸲 マスタープランの策定主体 

マスタ࣮プランࠊࡣ策定対象すࡿ地域・地区や道路の性格応ࠊ࡚ࡌ国県等の複数の道

路管理者ࡀ協力し࡚定ࡿࡵ場合ࠊ道路管理者ࡀ単独で定ࡿࡵ場合ࡀあࠋࡿ 

例えࠊࡤ複数の市⏫村らࡿ࡞広域タイプでࠊࡣ国道事務所ࡀ主体ࠊࡾ࡞県・市⏫村ࡀ参

画し࡚マスタ࣮プランを策定すࡿこࡀ考えらࠋࡿࢀ 

またࠊ道路管理者ࡀ単独で定ࡿࡵ場合でࠊࡶ策定すࡿ地域・地区関係すࡿ道路管理者調

整すࡿこࡀ求ࡵらࠋࡿࢀ  
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■マスタープランにおける景観的な配慮方針の設定例 
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≗-≕ マスタープランに基づく道路附属物等の選定 

具体の道路附属物等の新設ࠊ更新あたࠊࡣ࡚ࡗマスタ࣮プランおい࡚示さࢀた景観的࡞

配慮方針基࡙い࡚ࠊ適切࡞形状ࠊ色彩等すࡿこࡀ基本であࠋࡿ以下ࠊ具体の道路附属

物等の選定時おけࡿ留意事項を示すࠋ 

 

㸲-㸰-㸯 設置する道路附属物等の検討と選定 

マスタ࣮プランおい࡚定ࡵらࢀた景観的࡞配慮方針を踏まえࠊ設置可能࡞道路附属物等

つい࡚代替案を含࡚ࡵ検討しࠊ設置を行う具体の道路附属物等の形状ࠊ色彩等を選定すࠋࡿ道

路附属物等や代替施設の検討おい࡚ࠊࡣその種類ࠊ形状ࠊ色彩の比較加え࡚ࠊ維持管理の

容易性やライフࢧイクルコスト等つい࡚ࡶ検討すࡿこࡀ必要であࠋࡿ 

統ࡶおい࡚他区間ࠊࡣ場合ࡿでいࢇ進ࡀ配慮した道路附属物等の整備景観既ࠊお࡞

一性ࠊ連続性を図ࡿたࠊࡵ原則し࡚景観配慮した既設の道路附属物等同一のࡶのを選

定すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 

 

㸲-㸰-㸰 マスタープランがない場合の当面の対応 

マスタ࣮プランࡀまࡔ策定さ࡚ࢀい࡞い場合ࠊࡣ当面の運用し࡚上記の検討先立ちࠊ

以下の検討を行うࠋ 

 

㸦㸯㸧設置箇所の景観的基調の把握 

ࠊ市街地・郊外部ࠊࡾよマスタ࣮プランの策定ࠖで示した方法ࡿ係４-１道路附属物等ࠕ

自然・田園地域の景観等ࠊ設置箇所周辺の景観的基調を把握す࡞ࠋࡿおࠊ景観的基調の把握

あたࠊࡣ࡚ࡗ設置箇所ࡀその周辺の主たࡿ景観的基調ࡣ異ࡿ࡞距離の短い区間該当し࡚い

 ࠋし࡚扱う基調を設置箇所の景観的基調ࡿその主たࠊࡣ場合ࡿ

 

㸦㸰㸧景観的な配慮方針の設定 

設置箇所おけࡿ景観的基調を踏まえ࡚景観的࡞配慮方針を設定すࠋࡿ 

配慮方針の設定ࠊࡣマスタ࣮プラン同様の観点ら行うࠋ 

 

近隣ࠊ本ガイドラインおよびࠊࡣつい࡚道路ࠊマスタ࣮プランの策定範囲外の地域ࠊお࡞

のマスタ࣮プランを策定した地域・地区の道路おけࡿ配慮事項を参考ࠊ適切࡞道路附属物

等を選定すࡿこࡀ基本であࠋࡿ 
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≗-≖ 地域意見のと↹まとめ 

地域の意見の聞ࡁ取ࡾその結果のࡾまࠊࡣࡵ次の各段階で実施すࠋࡿ 

 

㸲-３-㸯 防護柵に係るマスタープランの策定段階 

マスタ࣮プランし࡚ࠊ計画をࡾまࡿࡵ場合ࠊࡣパブࣜックコメント手続ࡁ等を実施

し࡚ࠊ広く地域らの意見を求ࠊࡵ計画対すࡿ人々の理解を深ࡶ࡚ࡵらうࠊࡶ得らࢀ

た意見等を適切反映しࠊマスタ࣮プランし࡚の完成度を高ࡿࡵこࡀ望ましいࠋまたࠊ道

路全体の景観係ࡿマスタ࣮プラン等の策定あたࡾパブࣜックコメント手続ࡁ等を実施すࡿ

場合ࠊࡣその࡞で道路附属物等つい࡚の意見を聴取すࡿこࡀ望ましいࠋ 

地域意見を聴取すࡿ方法し࡚ࠊࡣ以下のよう࡞方法ࡀあࠋࡿ 

・インタ࣮ネット 

・地方自治体等の広報ㄅ 

・アンケ࣮ト調査 

・地域の人ࡀ参画すࡿ委員会 

・道路利用者のࣔニタ࣮ 等 

またࠊ策定したマスタ࣮プランの内容つい࡚ࠊࡣ広報活動等を通し࡚地域の人々知࡚ࡗ

つい࡚反映したのよう聴取した意見を計画ࠊࡣその際ࠋࡿ重要であࡀらうこࡶ

の報告ࡶ行いࠊ地域の人々の理解を得ࡿこࡀ重要であࠋࡿ 

 

㸲-３-㸰 道路附属物等の選定段階 

景観配慮した道路附属物等ࠊࡣマスタ࣮プラン基࡙い࡚選定すࡶࡿのであࡿこらࠊ

そのデザイン㸦形状ࠊ意匠㸧対すࡿ要望を直接的地域ら聞くこࡣ必ࡎしࡶ必要で࡞ࡣ

いࠋ 

この段階おい࡚ࠊ地域ら意見を聞く必要ࡀあࡿケ࣮スし࡚ࠊࡣ設置すࡿ道路附属物等

ࡿࡵパブࣜックコメントを求ࠊつい࡚否ࡿのであࡶ࡞基࡙いた適切マスタ࣮プランࡀ

こ等ࡀ考えらࠋࡿࢀ 
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≗-≗ 事後評価の実施 

景観配慮した道路附属物等の設置後おい࡚ࠊࡣ設置した道路附属物等つい࡚ࠊ景観的

࡚ࡗあた維持管理ࠊい࡞い࡚ࡌ生ࡀ交通安全上の問題ࠊࡶら事後評価を行う面࡞

の問題࡞ࡣい等つい࡚ࡶ評価を行いࠊ今後の道路附属物等整備や維持管理活し࡚いく

こࡀ望ましい࡞ࠋおࠊ道路の新設ࠊ更新時おい࡚景観配慮した道路附属物等の設置を行

う場合ࠊࡣ道路整備全体の事後評価の࡞で評価を行うこࡀ望ましいࠋ 

 

㸲-㸲-㸯 整備実施直後の評価項目 

整備実施直後おい࡚ࠊࡣ設置した道路附属物等ࡀ計画で示した内容や目標を十分遉成し

࡚いࡿうつい࡚景観的࡞評価を行いࠊ改善すべࡁ問題点や課題ࡀあࡿ場合ࠊࡣ適切࡞

措置をࡿこすࠋࡿ 

事後評価を行う評価主体し࡚ࠊࡣ地域の人々ࠊ道路利用者ࠊ道路管理者等ࡀ考えらࠋࡿࢀ

またࠊ評価の視点し࡚２-１ࠕࠊࡣ景観的配慮の基本理念 でࠖ示したࠕ周辺景観の融和 他ࠕࠖ

の構造物の調和 基࡙いた形状構造的合理性ࠕࠖ 周辺への眺望の確保ࠕࠖ の親和性人ࠕࠖ

等配慮さࢀたデザインࠖࡀ考えら࡞ࠋࡿࢀおࠊ事後評価ࠊࡣ現場の状況応ࣄࠊ࡚ࡌアࣜン

グࠊアンケ࣮ト等ࠊ適切࡞方法で行うこࡀ望ましいࠋ 

 

㸲-㸲-㸰 整備実施ら数年後の評価項目 

整備実施ら数年後おい࡚ࠊࡣ設置後の道路附属物等ࡀ適切維持管理さࠊࢀ機能的ࡶ

景観的ࡶ良好࡞状態を維持し࡚いࡿつい࡚評価を行いࠊ改善すべࡁ問題点や課題ࡀあࡿ

場合ࠊࡣ適切࡞措置をࡿこすࠋࡿ例えࠊࡤ破損箇所おけࡿ同一形状・色彩の道路附

属物等よࡿ更新ࠊ劣化・磨耗したカラ࣮舗装の補修ࠊ樹木の生長伴う道路標識への視認性

低下防止措置࡞の道路附属物自体関すࡶࡿのやࠊ市⏫村の景観重要公共施設への当該道路

の指定伴う道路附属物等のあࡾ方の見直しࠊ࡞道路以外のࡶのや仕組ࡳよࡶࡿのࡀあࠋࡿ 

またࠊ今後の整備や維持管理活すべࡁ事項つい࡚ࠊࡣその内容対応方針をまࠊࡵ

適切引⥅ࠊࡂ今後の整備や維持管理反映させࡿこすࠋࡿ 

評価の項目評価主体の例を以下示す࡞ࠋおࠊ事後評価ࠊࡣ現場の状況応ࣄࠊ࡚ࡌアࣜ

ングࠊアンケ࣮ト等ࠊ適切࡞方法で行うこࡀ望ましいࠋ 

Ӑ評価の項目と評価主体の例ӑ 

 

 

 

 

 

  

評価の項目 評価主体の例 

安全性確保 道路利用者ࠊ道路管理者等 

景観(補修状況を含ࡴ) 地元住民ࠊ道路利用者ࠊ道路管理者等 

維持管理(ランニングコストを含ࡴ) 道路管理者等 
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㸲-㸲-３ マスタープランの修正・調整 

道路附属物等の維持・更新ࡣ 10 年～20 年周期以上及ぶࡶのであࡿこらࠊ相当程度の

時間の流ࢀを考慮し࡚ࠊ良好࡞道路空間をつくࡾあ࡚ࡆいくこࡀ重要であࠋࡿししࡀ࡞らࠊ

実際適用した結果ࠊࡀ必ࡎしࡶ想定した通࡚ࡗ࡞ࡾい࡞い部分やࠊ地元住民等の要望ࠊ社会

情勢の変化等らࠊマスタ࣮プランを運用し࡚いく࡞でࠊ若ᖸの問題ࡀ発生すࡿケ࣮スࡶ想

定さࠋࡿࢀこのたࠊࡵマスタ࣮プランを具体的運用し࡚いくうえでの問題点や課題ࠊ更ࡣ

時代の要請等を踏まえつつࠊマスタ࣮プランの微修正・調整を適宜行࡚ࡗいくこࠊࡀ良好࡞

道路空間をつくࡾあ࡚ࡆいくうえでࡶ重要であࠋࡿ 

 

 

92



巻末資料 



 

巻ᮎ資料 

資料㸫㸯 景観の種類 ··············································· 参考-1 

資料㸫㸰 色彩の基礎知識 ··········································· 参考-3 

資料㸫３ 道路附属物等の現状 ······································· 参考-4 

資料㸫㸲 夜間景観ガイドライン等の事例 ···························· 参考-13 

資料㸫㸳 車道混在・自転車通行帯表示のローカルルールの設定事例 ···· 参考-18 

資料㸫６ 防護柵の種類と形式 ······································ 参考-19 

資料㸫７ 道路附属物等関連基準類一覧 ······························ 参考-21 

 



参考－1 
 

 

資料㸫㸯 景観の種類 

㸯-㸯 道路敷地内らの景観㸦内部景観㸧と敷地外らの景観㸦外部景観㸧 

道路の景観ࠊࡣ内部景観㸦道路敷地内ら眺ࡵた景観㸧外部景観㸦道路敷地外ら眺ࡵた

道路自体の景観㸧のつ大別さࠋࡿࢀ 

道路ࠊࡣ視点場であࡿ同時眺ࡵらࡿࢀ対象でࡶあࡿこらࠊ内部景観ࡾࡤで࡞くࠊ

外部景観ࡶ配慮すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

 

㸯-㸯-㸯 道路敷地内らの景観㸦内部景観㸧 

〇内部景観ࠊࡣ車両の運転手や同乗者ࠊ歩行者等ࠊࡀ道路敷地内らその道路を含࡚ࡵ眺ࡵ

道路の線形やࠊた道路敷地外の要素ࡗい沿道建築物ࠊ山・海等の遠景ࠊࡾ景観であࡿ

スト࣮ࣜトファニチャ࣮ࠊ道路附属物等㸦道路照明ࠊ防護柵等㸧いࡗた道路自体および

道路敷地内の要素ࡀ主要࡞景観要素ࠋࡿ࡞ 

 

〇内部景観おい࡚ࠊࡣシ࣮ン景観ࠊシ࣮クエンス景観の扱いࡶ重要であࠋࡿ 

 らの透視図的(写真的)な景観㸧ーン景観㸦固定的な視点ࢩ→

歩行者ࡣ移動速度ࡀ遅くࠊ立ち止まࡿこࡶ多いのでࠊその景観ࡣ固定的࡞景観㸦シ࣮ン

景観㸧し࡚の性格ࡀ強くࠋࡿ࡞視点の移動速度ࡀ遅いのでࠊ規模の大࡞ࡁ要素ࡔけで࡞

くࠊ防護柵をࡵࡌࡣすࡿ道路附属物等の材質や細部の表情ࠊ舗装面の状態や模様等の細

 ࠋࡿࢀ意識さࡶ点࡞

 

 ークエンス景観㸦視点の移動につれて連続して変化する景観㸧ࢩ→

車両の運転手や同乗者ら見た最ࡶ重要࡞内部景観のࡦつであࠋࡿ視点の移動速度ࡀ速

いのでࠊ景観ࠊࡣ流ࡿࢀよう連続し࡚認識さࠋࡿࢀ景観の展開や連続性ࠊ防護柵の基本

形状や色彩等ࡀ特問題ࠊࡾ࡞細部ࡣあまࡾ対象࡞ら࡞いࠋ 

 

〇道路の内部景観をシ࣮ン景観し࡚捉えࡿ場合ࠊ防護柵ࡣその手触ࡾ感等の細部のデザイ

ンࡀ重要ࠋࡿ࡞またࠊ内部景観をシ࣮クエンス景観し࡚捉えࡿ場合ࠊࡣ移動すࡿ視

点らの外部への眺望確保や周辺景観い溶け込ࢇでいࡿ配慮すࡿこ等ࡀ特

重要であࠋࡿ 
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㸯-㸯-㸰 道路敷地外ら眺めた道路自体の景観㸦外部景観㸧 

〇外部景観ࠊࡣ沿道利用者や地域住民等ࡀ道路敷外ら当該の道路を周辺景観ࡶ眺ࡵ

道路照ࠊ橋梁等㸧や道路附属物等㸦防護柵ࠊ道路の構造物㸦法面周辺景観ࠊࡾ景観であࡿ

明等㸧の調和ࡀ重要ࠋࡿ࡞ 

 

〇またࠊ外部景観ࠊࡣ集落や展望台等ࠊ視点位置ࡀ道路外部ࡶ多く存在すࡿ自然・田園地

域おい࡚特重要であࠋࡿ 

 

〇外部景観ࠊࡣ道路構造物ࡀ地域景観を分断すࡿいう眺望係ࡿ問題道路構造物自体

のデザインや周辺地域の馴染ࡳ係ࡿ問題ࠊいうつの側面ࡀあࠋࡿ自然景観優ࢀ

た国立公園ࠊ国定公園ࠊ県立自然公園等の自然公園地域内等おい࡚ࠊࡣ道路外部の視点

㸦展望台等㸧ら見た時ࠊ帯状連続すࡿ防護柵ࡣ目立つ存在ࡾ࡞やすいたࠊࡵ形状・

規模や色彩等対すࡿ配慮ࡀ特必要ࠋࡿ࡞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

  

■外部景観において、防護柵や遮音壁等の道路附属物等ࡣ目立つ存在となりやすい 



参考－3 
 

 

資料㸫㸰 色彩の基礎知識 

 

㸰-㸯 色彩の概念と性質 

色彩の基本ࠊࡣ色の୕属性㸦色相・明度・彩度㸧で

構成さࠊࢀ有彩色の赤・黄・青࡞の色合いをࠕ色相 ࠊࠖ

色の明ࡿさᬯさをࠕ明度 彩度ࠖࠕさを色の鮮やࠊࠖ

 ࠋいう

無限存在すࡿ色彩ࡶそࢀࡒࢀの属性の性質を明

らすࡿこでࠊ道路の構造物し࡚ふさわしい

色彩の方向性を検討すࡿこࡀでࠋࡿࡁ 

 

㸰-㸯-㸯 色相 

マンセル表色系でのࠕ色相 マンセル色立体をࠊࡣࠖ

上ら見࡚5ࠊＲ5ࠊＹ5ࠊＧ5ࠊＢ5ࠊＰの五色相を基

本しࠊその間を分割した 40 色相を用い࡚いࠋࡿ㸦図

2 参照㸧 

一般赤㸦R㸧～黄㸦Y㸧の範囲ࠕࡣᬮ色㸦ウォ࣮ム㸧

系 賑わいを演出ࡶࡿࡌを感ࡳᬮࠊࢀ言わࠖ

すࡿ色相であࠊࡾ逆緑㸦G㸧～青㸦B㸧の範囲ࠕࡣ寒

色㸦ク࣮ル㸧系ࠖ言わࠊࢀ落ち着いた雰囲気を創出

すࡿ際多く使わ࡚ࢀいࠋࡿ 

 

㸰-㸯-㸰 明度・彩度 

マンセル表色系でのࠕ明度 マンセル色立体でࠊࡣࠖ

の高さし࡚表さࠊࢀ明ࡿさを表しࠊ理想の黒を最下

位 理想の白を最上位ࠊ0 その間を知覚的ࠊし 10

10 段階分けたࡶのであࠋࡿ 

例えࠊࡤ図 3 の青枠ࡣマンセル値でࡣ 10YR7／1 で

あࠊࡀࡿ明度を 2 下ࡿࡆ 10YR5/1 の緑枠の色࡞

色相 明度/彩度ࠕ色彩をࡣ㸦マンセル値ࡿ でࠖ表わ

したࡶの㸧ࠋ 

一般大ࡁさࡶ材質ࡶ同一の物質でࠊࡣ明ࡿいࡶの

程ࠕ軽快ࠖ感ࡌらࠊࢀᬯいࡶの程ࠕ重厚ࠖ感ࡌらࠋࡿࢀ 

同様ࠕ彩度ࠖࠊࡣ鮮やさを表しࠊマンセル色立体の無彩色軸を中心し࡚ࠊ中心ら遠ࡊ

図ࠊࡤ例えࠋࡿ࡞高くࡀ彩度値ࡾ࡞色࡞鮮やほࡿ 3 の青枠ࡣマンセル値でࡣ 10YR7／1 

であࠊࡀࡿ彩度を 3 上ࡿࡆ 10YR7／4 の赤枠の色ࠋࡿ࡞一般鮮や࡞色ほ誘目性ࡀ高くࠊ

人目つࡁやすいࠋ 
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資料㸫３ 道路附属物等の現状 

道路附属物等ࡣ道路上垂直立ち上ࡾࡀのあࡿ施設であࡿたࠊࡵ水平性ࡀ卓越すࡿ道路景

観おい࡚ࠊ景観的目立つ存在ࡾ࡞やすいࠋまた機能上ࠊ連続し࡚設置さࡿࢀ防護柵や遮

音壁ࠊࡣ延長ࡀ長くࡿ࡞たࠊࡵ景観的影響ࡀ大ࡁいࠋ 

こうした道路附属物等の設置の現状をࠊ景観的࡞課題し࡚捉え直すࠊ大ࡁく以下の６点

 ࠋࡿࢀ整理さ

 

課題ձ：必ࡎしも防護柵としての機能が求められていない場所に設置されている 

課題ղ：周辺景観のな࡛道路附属物等が目立っている 

課題ճ：外部への眺望が阻害されている 

課題մ：形状、色彩の異なる道路附属物等が連続して設置されており、煩雑な印象となっている 

課題յ：近接して設置される他の道路附属物等との景観的統一性がない 

課題ն：歩行者が触れる施設としての配慮に欠けている 
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課題ձ：必ࡎしも防護柵としての機能が求められていない場所に設置されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

■植樹帯と横断防止柵を併用した例 

 植樹帯により歩行者の横断防止機能が確保されているため、横断防止柵ࡣ必ࡎしも

必要ない 

  

■歩車道分離のために車両用防護柵が設置されたと考えられる例 

車両の路外逸脱防止・進行方向復元といった車両用防護柵としての機能ࡣ求められ

ていないࠋ縁石等、他の施設࡛も代替ࡣ可能࡛ある 

 

■交差点部に歩行者の巻ࡁ込み防止の

ために防護柵が設置された例 

縁石や駒止め等、他の施設࡛も代替ࡣ

可能࡛あり、防護柵ࡣ必ࡎしも必要な

い 

 

■鉄道高架橋の橋脚保護のために防護

柵が設置されたと考えられる例 

橋脚ࡣ、防護柵の柵高と同程度の一段

高い構造物上にあるため防護柵ࡣ必

 しも必要ないࡎ
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課題ղ：周辺景観のな࡛道路附属物等が目立っている 

・色彩の明度ࠊ彩度ࡀ高い場合やࠊ周辺景観全く異ࡿ࡞色相の道路附属物等ࠊࡣ周辺

環境ら浮ࡁ立ࡗた存在ࡾ࡞やすいࠋ 

・特ࠊ鉛直的࡞立ち上ࡾࡀの大ࡁい遮音壁ࡣ規模ࡀ大ࡁいࡀ故道路景観おい࡚目

立ࡗた存在ࡾ࡞やすいࠋ 

・道路空間様々࡞色彩ࡀ出現すࠊࡿ情報過多ࡾ࡞整備意図ࡀ伝わࡾくくࡔࡿ࡞

けで࡞くࠊ景観的大࡞ࡁ混乱を生ࠋࡿࡌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■色彩の彩度が高く、周辺景観ら浮立った印象となっている防護柵の例 

   

■周辺景環境ら浮立った印象のある白色の防護柵の例 

   

■過剰なデザイン࡛周辺景観ら浮立った印象となっている横断防止柵の例 
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■規模が大ࡁいため存在感が大ࡁく、景観的に目立っている遮音壁の例 

   
■沿道建築物と全く異なる色相࡛、明度・彩度も高いため景観的に目立っている歩道橋の例 

   
■多用した柵類が目立つこと࡛、空間の狭さを強調し圧迫感が生ࡌている例 

    
■色彩やデザインが過剰࡛景観的に目立ちすぎている例 
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■カラー舗装やカラー標示等の多用ࡣ、道路景観が悪化するࡔけ࡛なく、情報が交錯

することによる交通安全機能の低下にもつながるࠋ 
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課題ճ：外部への眺望が阻害されている 

・ガ࣮ドレ࣮ル形式等の透過性の低い防護柵ࠊࡣ沿道への眺望を阻害しやすいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■外部への眺望を阻害している透過性の低い防護柵の例 



参考－10 
 

 

課題մ：形状、色彩の異なる道路附属物等が連続して設置されており、煩雑な印象となっている 

・個々の意匠や色彩のデザインࡣ悪く࡞くࠊࡶ連続すࡿ施設相互のデザインࡀバラバ

ラであࠊࡤࢀ煩雑࡞印象ࡾ࡞やすいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

■連続して設置されている道路附属物等の相互の形状、色彩等が異なるため、煩雑な

印象となっている例 
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課題յ：近接して設置される他の道路附属物等との景観的統一性がない 

・標識ࠊ照明ࠊ信号ࠊ電柱等ࠊ多数の施設ࡀ無秩序並びࠊその意匠や色彩のデザインࡶ

バラバラであࠊࡤࢀ煩雑࡞印象ࡾ࡞やすいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■防護柵と照明柱、信号柱、標識柱の意匠、色彩が異なるため、煩雑な印象 

となっている例 
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課題ն：歩行者が触れる施設としての配慮に欠けている 

・柵の裏側や端部の処理ࡀ粗雑㸦例：ボルト・ࢼット類の露出等㸧࡞たࠊࡵ歩行者不

快感を与えࠊ安全上ࡶ問題࡚ࡗ࡞いࡿ道路附属物等の例ࡀあࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■ボルࢼ・ࢺッࢺ類が露出する等、裏面の処理が粗雑な防護柵の例 
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資料㸫㸲 夜間景観ガイドライン等の事例 

 

■夜間景観ガイドラインの策定状況 
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◯長崎市 

 

※環長崎港夜間景観向上基本計画㸦案㸧㸦ᖹ成 29 年 4月㸪長崎市㸧を元に加筆 
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◯下関市 

 
※下関市夜間景観ガイドライン㸦ᖹ成 28 年 3月㸪下関市㸧を元に加筆 
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◯金沢市 

 
※金沢らしい夜間景観整備計画㸦ᖹ成 26 年 3月㸪金沢市㸧を元に加筆 
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◯神戸市 

 

※まちのありのガイドライン㸦税関線沿道南地区㸧～夜間景観づくりにࡴけて～㸦ᖹ成 25 年㸪神戸市㸧 

を元に加筆 
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資料㸫㸳 車道混在・自転車通行帯表示のローカルルールの設定事例 

 国立公園内であࡿこࠊ࡞伊豆地域独特の事情を考慮しࠊ特例し࡚࣮ࣟカルル࣮ルを設定

し࡚いࡿ事例 

 

※ᖹ成 28 年度 静岡県景観懇話会 資料 4 

伊豆地域における自転車走行空間整備に向けた取組 

㸦ᖹ成 29 年 2 月㸪静岡県㸧 
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資料㸫６ 防護柵の種類と形式 

車両用防護柵の種類ࠕࡣたわࡳ性防護柵ࠖࠕ剛性防護柵ࠖࡀあࠋࡿまたさらࠊたわࡳ性

防護柵ࠕࠊࡣビ࣮ム型防護柵 ケ࣮ブル型防護柵ࠕࠖ  ࠋࡿあࡀ橋梁用ビ࣮ム型防護柵ࠖ等の形式ࠕࠖ

車両用防護柵の種類ࠊ形式の選定つい࡚ࠕࠊࡣ防護柵の設置基準ࠖおい࡚定ࡵら࡚ࢀいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参考：車両用防護柵の種類・形式 

種

類 
形 式 

ࡓ
わ
ࡳ
性
防
護
柵 

1.ビ࣮ム型防護柵 

 ࣮ࣝࣞࢻ࣮࢞(1)

 

 

 

 

 

 

 ࣉパイࢻ࣮࢞(2)

 

 

 

 

 

 

(3)ボックスビ࣮ム 

 

 

 

 

 

 

2.ケ࣮ࣝࣈ型防護柵 

 

 

 

 

 

 

3.橋梁用ビ࣮ム型防護柵 

 

 

 

 

 

 

剛
性
防
護
柵 

コンク࣮ࣜࢺ製防護柵 

 

 

 

 

 

 

  

࠙車両用防護柵ࡢ種類ࡢ選定ࠚ 

車両用防護柵ࡣ原則し࡚たわࡳ性防護柵を選定すࡶࡿのすࠋࡿ 

たࡔしࠊ橋梁ࠊ高架࡞の構造物上設置すࡿ場合ࠊ幅員の狭い分離帯࡞防護柵の変形を許容

で࡞ࡁい区間࡞設置すࡿ場合おい࡚ࠊࡣ必要応࡚ࡌ剛性防護柵を選定すࡿこࡀでࠋࡿࡁ 

࠙車両用防護柵ࡢ形式ࡢ選定ࠚ 

 車両用防護柵の形式選定当たࠊࡣ࡚ࡗ性能ࠊ経済性ࠊ維持修繕ࠊ施工の条件ࠊ分離帯の幅員ࠊ

視認性の確保ࠊ快適展望性ࠊ周辺環境の調和࡞十分留意し࡚選定すࡶࡿのすࠋࡿ 

 (引用ࡾ防護柵の設置基準ࠖよࠕ)
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■参考：歩行者自転車用柵ࡢ種類 

 種 類 

横
断
防
止
柵 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

転
落
防
止
柵 
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資料－７ 道路附属物等関連基準類一覧 

本ガイドラインで取ࡾ扱࡚ࡗいࡿ道路附属物等関連すࡿ技術基準を下表示すࠋそし࡚ࠊ次

頁以降ࠊ各技術基準おけࡿ景観配慮関すࡿ主࡞内容その内容対すࡿ解釈の考え方を示

すࠋ 

 
表 道路附属物等関連ࡿࡍ技術基準類一覧 

㻝 防護柵の設置基準 㐨路局通㐩 㻴㻝㻢㻚㻟㻚㻟㻝

㻞 防護柵の設置基準䞉同解説 解説書䠄日本㐨路協会䠅 㻴㻞㻤㻚㻝㻞

㻟 車両用防護柵標準様䛻つい䛶
建設省㐨路局

㐨路環境課長通知
㻴㻝㻝㻚㻞㻚㻝㻢

㻠 車両用防護柵標準様䞉同解説 解説書䠄日本㐨路協会䠅 㻴㻝㻢㻚㻟㻚㻟㻝

㻡 㐨路照明施設設置基準
都市䞉地域整備局䚸

㐨路局通㐩
㻴㻝㻥㻚㻥

㻢 㐨路照明施設設置基準䞉同解説 解説書䠄日本㐨路協会䠅 㻴㻝㻥㻚㻝㻜㻚㻝

㻣
Ｌ䠡䠠㐨路･䝖ンネル照明
導入ガイ䝗ライン䠄案䠅

ガイ䝗ライン䠄国土交通省大臣
官房技調査課電気通信室等䠅

㻴㻞㻣㻚㻟

㻤 㐨路照明基準䠄㻶㻵S䚷Z 㻥㻝㻝㻝䠅 日本工業規格 S㻢㻟㻚㻟㻚㻝

㻥 㐨路標識設置基準 都市局䚸㐨路局通㐩 㻴㻞㻣㻚㻟㻚㻟㻝

㻝㻜 㐨路標識設置基準䞉同解説 解説書䠄日本㐨路協会䠅 S㻢㻞㻚㻝㻚㻟㻜

㻝㻝
㐨路標識䚸区画線及び㐨路標示

䛻関する命令
建設省令 S㻟㻡㻚㻝㻞㻚㻝㻣

㻝㻞 立体横断施設技術基準 都市局䚸㐨路局通㐩 S㻡㻟㻚㻟㻚㻞㻞

㻝㻟 立体横断施設技術基準䞉同解説 解説書䠄日本㐨路協会䠅 S㻡㻠㻚㻝㻚㻞㻜

㻝㻠 視線誘導標設置基準 都市局䚸㐨路局通㐩 S㻡㻥㻚㻠㻚㻝㻢

㻝㻡 視線誘導標設置基準䞉同解説 解説書䠄日本㐨路協会䠅 S㻡㻥㻚㻝㻜㻚㻝㻝

㻝㻢 㻔㻤㻕 㐨路反射鏡 㐨路反射鏡設置指針 指針䠄日本㐨路協会䠅 S㻡㻡㻚㻝㻞㻚㻞㻡

㻝㻣
㻔㻥㻕 舗装

䠄法定外表示䠅
法定外表示等の設置指針䛻つい䛶

警察庁交通局
交通規制課長通㐩

㻴㻞㻢㻚㻝㻚㻞㻤

㻝㻤
㻔㻥㻕 舗装

䠄規制標示䞉黄色䠅
㐨路標示ペイン䝖の黄色の統一䛻つい䛶

警察庁交通局
交通規制課長通㐩

S㻡㻟㻚㻢㻚㻝㻢

㻝㻥 自転車㐨等の設計基準 都市局䚸㐨路局通㐩 S㻠㻥㻚㻟㻚㻡

㻞㻜 自転車㐨等の設計基準䚷解説 解説書䠄日本㐨路協会䠅 S㻠㻥㻚㻝㻜㻚㻝㻠

㻞㻝
安全䛷快適䛺自転車利用

環境創出ガイ䝗ライン
ガイ䝗ライン䠄国土交通省㐨路

局䞉警察庁交通局䠅
㻴㻞㻤㻚㻣㻚㻝㻥

㻞㻞 視覚障害者誘導用ブロック設置指針
都市局街路課長䚸

㐨路局企画課長通㐩
S㻢㻜㻚㻤㻚㻞㻝

㻞㻟
視覚障害者誘導用ブロック

設置指針䞉同解説
解説書䠄日本㐨路協会䠅 S㻢㻜㻚㻥㻚㻝㻡

㻞㻠
基準移動等円滑化のため䛻必要䛺

㐨路の構造䛻関する基準䛻定める省令
国土交通省令 㻴㻝㻤㻚㻝㻞㻚㻝㻥

㻞㻡
増補版䚷㐨路の移動等円滑化

整備ガイ䝗ライン
ガイ䝗ライン䠄国土技術研究

センタ䞊䠅
㻴㻞㻟㻚㻤㻚㻝㻜

⁀⁁. 基準名称 担当部署・編者等 年月日ガイドライン該当箇所

㻟㻙㻝䚷防護柵

㻟㻙㻞 照明

㻟㻙㻟 標識柱

㻟㻙㻠 歩㐨橋

㻟

‐
㻡
 
そ
の

の
遈
路
附
属
物
等

舗装
䠄視覚障害者

誘導用ブロック䠅

㻔㻢㻕 視線誘導標

㻔㻥㻕 舗装
䠄自転車走行

空間䠅



資料－７　道路附属物等関連基準類一覧　

形　状 色　彩 配　置 その他

1 防護柵
防護柵の設置基準
(国道地環第93号)

道路局
通達

H16.3.31
国土交通省

道路局

各地方整備局長
北海道開発局長

沖縄総合事務局長
道路関係四公団総

裁、理事長
各都道府県知事
各政令指定市長

・防護柵の設置の適正を期するた
めの一般的技術基準。
・車両用防護柵と歩行者自転車用
柵に関する設置すべき区間、設計
強度の種別、性能、構造、材料、
施工、維持管理について記載。

第2章車両用防護柵
2-4設置方法
(1)種類および形式の選定
2)形式の選定
車両用防護柵の形式選定に当たっては、性
能、経済性、維持修繕、施工の条件、分離帯
の幅員、視認性の確保、快適展望性、周辺
環境との調和などに十分留意して選定するも
のとする。

第2章車両用防護柵
2-4設置方法
(11)色彩
車両用防護柵の色彩は、良好な景観形成に
配慮した適切な色彩とするものとする。なお、
線形条件、幅員、気象状況などにより視線誘
導を確保する必要がある場合には、視線誘
導標の設置等適切な視線誘導方策を講じる
こととする。

第3章歩行者自転車用柵
3-4設置方法
(5)色彩
・歩行者自転車用柵の色彩は、良好な景観
形成に配慮した適切な色彩とするものとす
る。

・特に無し。 ・特に無し。

2 防護柵
防護柵の設置基準・同

解説
解説書 H28.12 日本道路協会 －

・「防護柵の設置基準」の適切な運
用に資するための解説書。

・展望性や周辺景観との調和の検討に関して
は、景観に配慮した防護柵整備ガイドライン
（景観に配慮した防護柵推進検討委員会、平
成16年3月）を参照する ことが望ましい。
（p46）

・車両用防護柵の色彩は、景観に配慮した適
切な色彩を用いることとしており、色彩の検討
にあたっては、景観に配慮した防護柵の整備
ガイドラインを参考にするとよい。なお、急
カーブが連続する区間、道路幅員が急に狭く
なっている区間あるいは濃霧の発生により前
方の視認性に低下しやすい区間などについ
ては、道路の線形を明示するために視線誘
導標などにより視線誘導を図ることが必要で
ある。このとき、視線誘導標などの設置につ
いては、視線誘導標設置基準・同解説((社)日
本道路協会、昭和59年10月)を参照された
い。（p59）

・歩行者自転車用柵は、設置する区間の地
域性や周辺環境に応じ、美観などを考慮しな
ければならない場合が多いため、良好な景観
形成に配慮した適切な色彩とするものとして
いる。なお、色彩の検討について、景観に配
慮した防護柵の整備ガイドライン(景観に配慮
した防護柵推進検討委員会,平成16年3月)を
参考とするとよい。（p86）

・特に無し。 ・橋梁、高架区間においては、道路上の構造
物としてランドマーク的要素もあるため、景観
上の配慮が強く求められる場合がある。この
ような場合には、橋梁用ビーム型防護柵が用
いられることが多い。また同区間において
は、剛性防護柵と同程度あるいは剛性防護
柵に近い強度を有し、かつ路外の展望性を
確保する防護柵として、下部がコンクリート
製、上部が金属製の複合型防護柵が用いら
れる場合もある。(p44)

3 防護柵
車両用防護柵標準仕

様について

建設省道路局
道路環境課長

通知
H11.2.16

国土交通省
道路局

各地方整備局長
北海道開発局長

沖縄総合事務局長
道路関係四公団総

裁、理事長
各都道府県知事
各政令指定市長

・車両用防護柵の標準仕様に関す
る通知。

・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。 -

4 防護柵
車両用防護柵標準仕

様・同解説
解説書 H16.3.31 日本道路協会 －

・車両用防護柵標準仕様の内容を
掃海するとともに、防護柵を設置
する際の理解を助けるための解説
書。

・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。 -

5 照明
道路照明施設設置基

準

都市・地域整
備局長、道路

局長通達
H19.9

国土交通省
都市・地域整
備局、道路局

各地方整備局長
北海道開発局長

沖縄総合事務局長
道路関係四公団総

裁、理事長
各都道府県知事
各政令指定市長

・道路照明、トンネル照明の整備
に関する一般的技術基準。

・特に無し。 第3章連続照明
3－3 照明方式の選定
連続照明の照明方式は原則としてポール照
明方式とする。ただし，道路の構造や交通の
状況などによっては，構造物取付照明方式，
高欄照明方式，ハイマスト照明方式を選定す
ることができる。なお，灯具は照明方式に応
じて適切に配置するものとする。

第5章トンネル照明
5－2 照明方式の選定
トンネル照明の照明方式は原則として対称照
明方式とする。ただし，道路の構造や交通の
状況などによっては，非対称照明方式を選定
することができる。

6 照明
道路照明施設設置基

準・同解説
解説書 H19.10.1 日本道路協会 －

・道路照明施設設置基準の適切な
運用に資するための解説書。

・特に無し。 （概ね、道路照明施設設置基準と同様）

7 照明
ＬＥＤ道路･トンネル照
明導入ガイドライン

（案）

ガイドライン
(案)

H27.3

国土交通省大
臣官房技調査
課電気通信室
都市局街路交

通施設課
道路局国道・
防災課道路保

全企画室

－

・ＬＥＤによる道路、トンネル照明の
整備に関する一般的技術基準。

・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。 ４．照明灯具技術仕様
4.3 道路照明・歩道照明用ＬＥＤモジュール・Ｌ
ＥＤモジュール用制御装置
4.3.3 ＬＥＤモジュールの性能
ＬＥＤモジュール用制御装置と組合せた場合
の初特性は表4.4 を満足すると共に照明灯具
に応じたＬＥＤモジュールの規定光束を満足
するものとする。（表の内容：道路照明用白色
LED及び歩道照明用白色LEDの相関色温度
(K)を4500±2000、平均演色評価数Ra60以上
とする。）

・規定のLEDモジュールを考慮して
望ましい色温度と演色性を規定。

・照明施設が地域景観との調和を損ねないよう計画、設計することは当然であるが、例え
ば、都市の表玄関になるような場所、メインストリートあるいは橋梁上に設けられるものは、
良好な景観形成に配慮した適切な形状・色彩とするものとし、地域景観、都市美を創出すべ
く、光源、照明器具、ポール等の選定に配慮する必要がある。なお、景観に配慮した照明計
画を立案する際には、｢道路景観整備マニュアル(案)（(財)道路環境研究所）｣などを参考に
するとよい。（p24）

-

-

NO. 対象物 基準名称 種 別 年月日 発出者 対象者 概　要
景観配慮に関する主な内容（各種基準より抜粋） 既存の基準類との整合

についての考え方

第6章照明用器材
6－2照明器具
照明器具は，設置場所に応じ，次の事項に留意して選定するものとする。
(3) 道路の付属物として設置場所に適した外観を有し，維持管理が容易なものとする。
6－3ポール
ポールは，次の事項に留意して選定するものとする。
(1) 灯具の性能を十分発揮させるように保持し，設置場所に適した外観を有するとともに，灯
具の配列に応じて経済的な形状および構造を有するものとする。
6－4その他の器材
(3) 配電盤
配電盤は，自動点滅器あるいは自動調光装置などの信号を受けて，光源を点滅または減
光するために必要な機能を有し，設置場所の条件に適合した外観や形状および構造を有す
るものとする。
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資料－７　道路附属物等関連基準類一覧　

形　状 色　彩 配　置 その他
NO. 対象物 基準名称 種 別 年月日 発出者 対象者 概　要

景観配慮に関する主な内容（各種基準より抜粋） 既存の基準類との整合
についての考え方

8 照明
道路照明基準
（JIS　Z 9111）

基準 S63.3.1 日本工業規格 －

・トンネルを除く道路の照明の質的
基準についての規定。

・特に無し。 ・特に無し。 -

9 標識柱
道路標識、区画線及び
道路標示に関する命令

省令 S35.12.17
内閣府・国土

交通省令
－

・道路標識、区画線及び道路標示
の様式や設置基準を規定する道
路法及び道路交通法に関する命
令

・特に無し。 別表第２備考
三　柱
（二）　色彩
原則として、灰色又は白色とする。

・特に無し。 ・特に無し。

10 標識柱 道路標識設置基準
都市局、道路

局通達
H27.3.31

国土交通省
都市局、道路

局

各地方整備局長
北海道開発局長

沖縄総合事務局長
道路関係四公団総

裁、理事長
各都道府県知事
各政令指定市長

・道路標識の整備に関する一般的
技術的基準。

・特に無し。 3-1-3標示板・文字の寸法等
(2)標示板の形、色
標示板の形及び色は、標識令に基づくものと
する。

・特に無し。 3-1-5標示板の併設
同一の支柱に 2 以上の標示板を設置する場
合には、次の各項に留意するものとする。
（１）案内標識、警戒標識、規制標識及び指
示標識の各道路標識は、相互に関連がある
場合を除き、他の分類の道路標識の標示板
との併設は原則として避けるものとする。ただ
し、本標識と補助標識の併設はこの限りでは
ない。
（２）同じ分類の道路標識の標示板であって
も、必要以上に併設しないものとする。特に
警戒標識については、2 以上の設置が考えら
れる場合においても、そのうち最も注意を要
するもののみ設置し、原則として併設はしな
いものとする。
（３）（１）又は（２）に関わらず、次のような場合
には、標示板の併設について検討するものと
する。
１）現に道路標識が設置されている場所に、
近接して道路標識を設置する必要がある場
合、又は近接した場所に新たに 2 以上の道
路標識を設置する場合で、併設することによ
り設置効果が増大する場合。
２）主として道路の構造上の理由で交通の規
制が行われる場合であって、警戒標識と規制
標識を併設しようとする場合。

11 標識柱
道路標識設置基準・同

解説
解説書 S62.1.30 日本道路協会 －

・道路標識設置基準の実施にあ
たっての運用等、道路標識を整備
するうえで考慮すべき事項につい
ての解説書。

・特に無し。 ・道路標識の色は視認性、識別性、注意喚起
の効果を考慮し、各標識毎に赤、黄、緑、青、
白、黒色の組合わせが標識令で定められて
いる。（p69）
・支柱の色彩は、原則として白色又は灰色と
する。ただし、案内標識を設置する場合で、
周辺環境との調和を図るために、これら以外
の色彩を用いる必要がある時は、明度、彩度
の低い色彩（例えば茶系色等）を使用するこ
とが望ましい。（p201）
※道路標識裏面に関する記述は無し。

・特に無し。 ・標識に用いられる書体として、一般道路の
標識に用いる日本字は、丸ゴシック体とし、
高速道路等の案内標識に用いる日本字は角
ゴシック体、規制標識等は丸ゴシック体とす
る。（p69）

12 歩道橋
立体横断施設技術基

準
都市局、道路

局通達
S53.3.22

国土交通省
都市局、道路

局

各地方整備局長
北海道開発局長

沖縄総合事務局長
道路関係四公団総

裁、理事長
各都道府県知事
各政令指定市長

・立体横断、トンネル歩道橋の整
備に関する一般的技術基準。

Ⅰ 設定基準編
３ 設置要件
３－２ 形式の選定
１ 立体横断施設の形式の選定にあたって
は、地形、沿道の土地利用状況および地下
の利用状況、計画等を十分検討のうえ、最適
な形式を選定しなければならない。この場合
に以下の各号のいずれかに該当し、しかも防
犯上の問題がないと認められる場合には、地
下横断歩道とすることが望ましい．
（２） 住居地域および商業地域において、沿
道条件等により横断歩道橋の設置が困難な
場合、または、風致地区で特に景観を重視す
る場合。

Ⅱ 横断歩道橋編
２ 設計一般
２－３ 形 式
横断歩道橋の形式は、昇降高ができるだけ
小さくなるよう、また周囲の環境との調和を十
分考慮して選定しなければならない．

Ⅱ 横断歩道橋編
２ 設計一般
２－14 色 彩
横断歩道橋の色彩は、周囲の環境と調和す
るように十分考慮して選定しなければならな
い。
なお、交差点付近では信号とまぎらわしい色
彩はさけなければならない。

Ⅰ 設定基準編
２ 設置基準
２－１ 車道を横断する立体横断施設の設置
基準

２－１－１ 単路または信号機のない交差点
に設置する立体横断施設

２－１－２ 信号交差点に設置する立体横断
施設

２－１－３ その他、立体横断施設を設置す
る場合
２－２ 鉄道を横断する立体横断施設の設置
基準

・特に無し。

13 歩道橋
立体横断施設技術基

準・同解説
解説書 S54.1.20 日本道路協会 －

・立体横断施設技術基準の実施に
あたっての運用、基準作成の背景
等についての解説書。

（概ね、立体横断施設技術基準と同様） ・横断歩道橋は、歩行者の多い都市部および
周辺に設置されることが多い。特にこのよう
な地域では、横断歩道橋としての機能を確保
するとともに、周囲の環境に十分調和した色
彩とする必要がある。鋼橋の場合は、塗膜の
劣化、錆の発生が美観および橋の耐久性等
から好ましくないので、特に、けあげ面等の
塗装系の選定等にあたっては十分注意しな
ければならない。（p38）

（概ね、立体横断施設技術基準と同様） ・特に無し。

4．道路照明の要件
4.1自動車の運転者に対する要件
(4)照明施設が道路やその周辺の景観を害さないものであること。
4.2歩行者に対する要件
(4)光源色が環境に適切なものであり、その演色性が良好なものであること。
(5)照明施設が道路及びその周辺の景観を害さないものであること。

・標識令では｢原則｣として色彩を規
定しているが、解説書において、た
だし書きとして、周辺環境との調和
を図るため、これら以外の色彩を
用いることを認容。

・道路附属物等ガイドラインは、こ
の「周辺環境との調和を図る必要
がある時」の具体的な対応方法に
ついて記載。

・歩道橋の記名表示についての規
定はなく、道路附属物等ガイドライ
ンでは、歩道橋に記される記名表
示の書体等について記載。

・歩道橋の記名表示についての規
定はなく、道路附属物等ガイドライ
ンでは、歩道橋に記される記名表
示の書体等について記載。【再掲】

参考－23



資料－７　道路附属物等関連基準類一覧　

形　状 色　彩 配　置 その他
NO. 対象物 基準名称 種 別 年月日 発出者 対象者 概　要

景観配慮に関する主な内容（各種基準より抜粋） 既存の基準類との整合
についての考え方

14 視線誘導標 視線誘導標設置基準
都市局、道路

局通達
S59.4.16

国土交通省
都市局、道路

局

各地方整備局長
北海道開発局長

沖縄総合事務局長
道路関係四公団総

裁、理事長
各都道府県知事
各政令指定市長

・視線誘導標の設置に関する一般
的技術的基準。

第２章 構造諸元
２－２ 構造形状
（１） 反射体の形状は丸形とし径70mm以上
100mm以下とするものとする。

第３章 設置計画
３－１ 一般国道等
３－１－２ 設置方法
（３） 設置位置及び設置高さ
視線誘導標の設置位置は、車道の建築限界
の外側直近に設置するものとする。
反射体の設置高さは、路面 上50cm 以上
100cm以下の範囲で道路の区間毎に定める
ものとする。

３－２ 高速自動車国道等
３－２－２ 設置方法
（３） 設置位置及び設置高さ
１） 視線誘導標の設置位置は、建築限界の
外側直近とするものとする。
２） 視線誘導標の設置高さは、本線左側路側
に設置する場合路面上から反射体の中心ま
で120cm、その他の場所に設置する場合、路
面上から反射体の中心まで90cmを標準とす
るものとする。

第２章 構造諸元
２－３ 色 彩
（１） 反射体の色は白色又は橙色で、次に示
す色度範囲にあるものとする。

ただし、x、yはＪＩＳ Z8701の色度座標をいう。
（２） 支柱の色は白色又はこれに類する色と
するものとする。

第３章 設置計画
３－１ 一般国道等
３－１－２ 設置方法
（１） 設置場所等
１） 視線誘導標の設置場所は、左側路側を原則とし、必
要に応じて中央分離帯及び右側路側等にも設置するも
のとする。
２） 視線誘導標の反射体の色、個数及び大きさは次表
に示すとおりとするものとする。

３－２ 高速自動車国道等
３－２－２ 設置方法
（１） 設置場所等
視線誘導標の設置場所並びに反射体の色、個数、配列
及び大きさは次表に示すとおりとするものとする。

・特に無し。

15 視線誘導標
視線誘導標設置基準・

同解説
解説書 S59.10.11 日本道路協会 －

・視線誘導標の計画、設計、施工
および維持管理に関する解説書。

（概ね、視線誘導標設置基準と同様） ・反射体の色は白色、橙色の2色としたが、そ
の使用区分は、第3章の規定によるものとす
る。
一般的に言えば、白色の使用が普通であり、
橙色は道路の右側及び分離帯等、または危
険（特別）な区間を示す必要がある場合に使
用する。橙色は白色に比し反射効率は悪い
が、この色は、一般に｢注意｣の意味で用いら
れるため、この基準でも同様の意味を持たせ
ることとした。ここでいう白色は、入射光をそ
のままの色光で反射するという意味で反射体
としては無色透明である。
x、ｙ座標による色度の表示は、この反射体と
同様の製品が使用されている自動車の後部
反射器の日本工業規格JIS D 5500（自動車
用ランプ類）や米国自動車規格SAE J 594 f
（リフレックスリフレクタ）のいずれにおいても
採用されており、一般に普及している表示方
法である。本気準はJIS D 5500の規定に従っ
たものであるが、橙色の色度範囲を示す不等
式z≧0.010をy≧0.99-xに変更してわかりや
すくしたものである。
この色度範囲の規 定は 、標 準光 A(JIS Z
8720)で反射体材料を照射した場合に、その
反射光の色度の値が規定の範囲内になけれ
ばならないことを示すものである。したがっ
て、反射体材料は色として純度の高いもので
なければならない。（p8）

（概ね、視線誘導標設置基準と同様） ・特に無し。

16 道路反射鏡 道路反射鏡設置指針 指針 S55.12.25 日本道路協会 －

・道路反射鏡の計画、設計、施工
および維持管理に関する指針。

・鏡面の大きさおよび鏡面の曲率半径は、表
2-5のとおりとする。（p11）

・道路反射鏡の支柱、フードおよび取付枠等
の色彩は警戒色である橙色とし、その基準色
は2.5YR6/13（マンセル値）とする。ただし、周
囲の環境等により、やむを得ない場合は他の
色彩を用いてよいものとする。（p32）

・特に無し。 ・特に無し。 ・「周囲の環境等により、やむを得
ない場合」の例として景観的な配
慮を行う場合と記載。

17
舗装

（法定外表示）
法定外表示等の設置

指針について

警察庁交通局
交通規制課長

通達
H26.1.28

警察庁交通局
交通規制課

警視庁交通部長
各道府県県警(方面)

本部長
(参考送付先)

各管区警察局広域
調整担当部長

・法定外表示等について、設置様
式のに関する考え方。

・特に無し。 ３ 法定外表示等の運用
(ｲ) カラー舗装について
「ゾーン３０」の法定外表示の周囲又は背景
へのカラー舗装を検討すること。色彩は原則
として緑色とするが、景観保全等の観点か
ら、これ以外の色彩を使うことも妨げない。た
だし、緑色以外の色彩を使う場合には、道路
標示等の色彩（白・黄）と同系色とならない色
彩を使用すること。
(2) カラー舗装の運用
ウ色彩
(ｱ) ゾーン・エリア対策関係
ａ 車道部の舗装の色調は、白又は黄色以外
とし、道路標示の視認性が確保できる色とす
ること。
ｂ 車道部及び歩道部とも単一色を基本とし、
原則として自治体ごとに統一させること。
(ｲ) バスレーン関係
原則として茶系色とすること。ただし、景観保
全等の観点から、地元の意向等によりこれ以
外の色彩を使う場合においても、道路標示等
の色彩（白・黄）と同系色とならない色彩を使
用すること。
(ｳ) 普通自転車専用通行帯等の車道部の自
転車通行空間関係原則として青系色とするも
のとす。ただし、景観保全等の観点から、地
元の意向等によりこれ以外の色彩を使う場合
においても、道路標示等の色彩（白・黄）と同
系色とならない色彩を使用すること。

・特に無し。 ・特に無し。 ・具体的方法の例として、カラー舗
装を使用する場合の推奨色を、赤
色系、青色系、緑色系別に彩度、
明度の範囲を規定。

・反射体の色彩については輝度の
概念を含むJIS規格で規定されて
おり、自由度は極めて小さい。

・支柱の色彩については「類する
色」としてグレーベージュ、オフグ
レーを記載。

・また、基準に記載のない取付部
材や、基準外である大型の反射体
等について、景観へ配慮するよう
記載。

参考－24



資料－７　道路附属物等関連基準類一覧　

形　状 色　彩 配　置 その他
NO. 対象物 基準名称 種 別 年月日 発出者 対象者 概　要

景観配慮に関する主な内容（各種基準より抜粋） 既存の基準類との整合
についての考え方

18
舗装

（規制標示・黄色）
道路標示ペイントの黄

色の統一について

警察庁交通局
交通規制課長

通達
S53.6.16

警察庁交通局
交通規制課

警視庁交通部長
各道府県警察本部

長
各管区警察局交通

担当部長
各方面警察本部長

・標識令のうち、規制標示の色彩
の黄色に関する考え方。

・特に無し。 1.基準色
別添色見本の色（マンセル参考値｢
5.5YR6.5/12｣）とする。この基準色を｢道路標
示黄色｣と呼称する。

・特に無し。 ・特に無し。 ・警察庁通達による色彩に従う。

19
舗装

（自転車走行空間）
自転車道等の設計基

準
都市局、道路

局通達
S49.3.5

国土交通省
都市局、道路

局

各地方整備局長
北海道開発局長

沖縄総合事務局長
道路関係四公団総

裁、理事長
各都道府県知事
各政令指定市長

・自転車道等の技術的基準。 ・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。

20
舗装

（自転車走行空間）
自転車道等の設計基

準　解説
解説書 S49.10.14 日本道路協会 －

・自転車道等の設計基準の解説
書。

・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。 ・特に無し。

21
舗装

（自転車走行空間）

安全で快適な自転車
利用環境創出ガイドラ

イン
ガイドライン H28.7.19

国土交通省道
路局・警察庁

交通局

道路管理者(直轄、
自治体)・都道府県警

察

・自転車走行空間創出に関するガ
イドライン。

・特に無し。 ・帯状路面表示及び矢羽根型路面表示の色
彩は青系色を基本とするが、景観にも配慮し
て設定するものとする。（pⅡ-5）

・帯状路面表示の幅は、自転車専用通行帯
の幅の全部もしくは一部のいずれかを選択で
きるものとする。（pⅡ-5）
・矢羽根型路面表示の設置間隔は10mを標
準とし、交差点部等の自動車と自転車の工
作の機械が多い区間や、事故多発地点等で
は設置間隔を密にする。（pⅡ-7）

・特に無し。

22
舗装

（視覚将棋者
誘導用ブロック）

視覚障害者誘導用ブ
ロック設置指針

都市局街路課
長、道路局企
画課長通達

S60.8.21
国土交通省

都市局、道路
局

各地方整備局道路
部長

北海道開発局建設
部長

沖縄総合事務局建
設部長

道路関係四公団担
当部長、

各都道府県土木部
長

各政令指定市計画
局長

・視覚障害者誘導用ブロックの整
備に関する一般的技術指針。

・特に無し。 第 3 章 材 料
3－2 色 彩
視覚障害者誘導用ブロックの平板の歩行表
面及び突起の表面の色彩は、原則として黄
色とする。

・特に無し。 ・特に無し。

23
舗装

（視覚将棋者
誘導用ブロック）

視覚障害者誘導用ブ
ロック設置指針・同解

説
解説書 S60.9.15 日本道路協会 －

・視覚障害者誘導用ブロック設置
指針の運用等についての解説書。

・コンクリート製の視覚障害者誘導用ブロック
はJIS A5304｢歩道用コンクリート平板｣の歩
道用コンクリートカラー平板と同等以上の品
質を有していることが望ましい。（p30）

・黄色は弱視者にもよく識別でき、また、晴眼
者にもよく遠望できるので、原則として視覚障
害者誘導用ブロックの歩行表面は黄色とし
た。また、塗布による着色は耐久性に乏しい
ので、顔料（色彩）を混入したものとする。
（p30）

・特に無し。 ・特に無し。

24
舗装

（視覚将棋者
誘導用ブロック）

基準移動等円滑化の
ために必要な道路の構
造に関する基準に定め

る省令

国土交通省令 H18.12.19 国土交通省 －

・平成18年6月21日に「高齢者、障
害者等の移動等の円滑化の促進
に関する法律」(平成18年法律第
91号)が公布され、これに伴う同法
に基づく移動等円滑化のために必
要な道路の構造に関する基準。

（視覚障害者誘導用ブロック）
第34条
2 視覚障害者誘導用ブロックの色は、黄色
その他の周囲の路面との輝度比が大きいこ
と等により当該ブロック部分を容易に識別で
きる色とするものとする。

・特に無し。 ・特に無し。

25
舗装

（視覚将棋者
誘導用ブロック）

増補版　道路の移動等
円滑化整備ガイドライ

ン
ガイドライン H23.8.10

国土技術研究
センター

－

・バリアフリー新法及び道路移動
等円滑化基準の施行を受け、基準
の運用と解説のためのガイドライ
ン。

・形状、寸法についてはJIST9251（視覚障害
者誘導用ブロック等の特記の形状・寸法及び
その配列）に合わせたものとする。なお、道路
空間において一般的に使用されているブロッ
ク1枚の大きさは、300mm四方である。(p254）

・視覚障害者誘導用ブロックの色は、一般的
なアスファルト舗装との対比効果が発揮で
き、視覚障害者（弱視）の適切な誘導を図る
ことができる黄色を基本としたものである。し
かしながら、色彩に配慮した舗装を施した歩
道等で、黄色いブロックを適用するとその対
比効果が十分発揮できなくなる場合は、設置
面との輝度比や明度差が確保できる黄色以
外の色を選択できることとした。
一般的に視覚障害者誘導用ブロックは黄色
と認知されており、黄色が良いとする意見も
多いため、黄色を基本とするが、路面の色彩
が類似している場合、周囲の路面との輝度比
を2.0程度確保することにより視覚障害者誘
導用ブロックが容易に識別できることが必要
である。（p256）

・特に無し。 ・特に無し。

・黄色を基本とするものの、周辺の
路面との輝度比や明度差が確保
できるよう、黄色以外の色を選択
することについても記載。

-

参考－25
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